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    　──終わりにしよう、と誰かが言った。


    　──まだまだ終わらぬ、と誰かが言った。


    



    　──終わらせる、と誰かが言った。


    　──続けさせる、と誰かが言った。


    



    　──殺してやる、と誰かが言った。


    　──殺されない、と誰かが言った。


    



    　──戦おう、と誰かが言った。


    　──戦うわけがない、と誰かが言った。


    



    　──何な故ぜ戦わぬ、と誰かが問うた。


    　──僕は答えた。


    



    　──お前などと戦うものか。お前は殺される側なのだ。


    　かくして、終わりが始まった。

  


  
    登場人物


    



    赤あか神がみ楼ろう樹き


    殺人ゲームに巻き込まれ、殺人の才能を開花させた少年。


    〝ケモノガリ〟を名乗り「クラブ」を殲滅するため奔走する。


    



    シャーリー・ワードワーズ


    ＣＩＡの特殊工作員。楼樹と行動を共にする。


    イヌガミ


    人間の脳を移植された犬型生体兵器。楼樹と行動を共にする。


    



    シャテア・アンデラーデ


    天才的なハッキング技術を持つ少女。


    



    ロートケプヒェン


    〝娯楽提供者〟。イヌガミが人であったときの姉・ゲルト。


    



    アストライア


    〝無垢〟の名を冠する、金髪の美少年。クラブの調停者。


    サイクロプス・ジャック


    〝悲哀〟の名を冠する、かつて世界最強と謳われた兵士。


    



    クレア・ゴッドスピード


    〝謙虚〟の名を冠する、「クラブ」の財務管理者。


    



    貴き島しまあやな


    殺人ゲームから生還した楼樹の元クラスメイト。

  


  
    プロローグ　Child hood's End


    



    「──テスト、チェック、エトセトラ、エトセトラ。確認。えーっと、これで大丈夫かな？　よし、オッケーみたいだ。……僕の名前は、赤あか神がみ楼ろう樹き。十七歳、日本人だ。これは僕が後で再生するためのものでもあり、誰かに遺のこすためのものでもある。どちらがこれを聞くことになるのかは分からない。もっとも、後で再生できたとしても……そのときの僕が、本当に僕であるかどうかは保証がない。これはシャテア・アンデラーデに預けておくことにする。それが一番安全だろう。たとえ僕が行方知れずになったとしても、彼女なら捜し当ててくれるかもしれない」


    



    （間）


    



    「今から語ることは、僕のケモノガリとしての記録を逐一追っていたシャーリーのような人間には、まるで意味もないものだ。僕はただ、羅ら列れつする。僕が歩んできた道のりを、大おお雑ざつ把ぱに羅列する。それでも、この記録で僕を知る人間にはもしかすると意味があるかもしれない。ないかもしれないけどさ。ともかく、今のうちに語っておくべきだと思うんだ。僕の推測では、この後に僕という存在は酷ひどく、酷く欠損する。……さて、何から語るべきだろうか。そうだな、全ての発端となったあの一件についてから話すことにしよう」


    



    （間。深呼吸）


    



    「……私立白はく鳳ほう堂どう高校二年生時の修学旅行先は、レントブロア共和国だった。その国で僕のいたクラスはあるゲームに巻き込まれた。人マン狩りハント──金と欲を有り余らせた人間たちが集う〝クラブ〟が主催するゲームだ。僕のクラスは、わずかな生き残りを除いてほとんどが殺された。僕が目を覚ましたとき、生き残っていたのは僕と友人の矢や崎ざき一いつ平ぺい、深み山やま葉ハ瑠ル、横よこ見み誠せい司じ、館たて山やま信のぶ夫お、担任の村むら上かみ洋よう介すけ、そして……幼おさな馴な染じみの貴き島しまあやなだけだった。僕は生き残るために戦う決心を……（言い淀よどむ）いや、殺す決意をした。そこにいた敵の全てを……立ち塞ふさがる、あやなを救うために邪魔なもの全てをだ」


    



    （間。水を飲む）


    



    「どうしてこうなったのか、などと悔いたことは一度もない。ただ、眠るとき──何でもないときに、考えることが一つある。遠い場所へ、来てしまったと。最初の数か月はたびたび、あやなの幻影が現れた。今はもう、滅多に見ない。それは少し寂しいことだ。……話を戻そう。僕にはどうやら才能があったらしい。殺人の才能、どんな人間でも、どんな生物でも、的確に迅速に精密に殺害する才能だ。僕は片方の目を失い、友人の矢崎や村上先生も殺された。けれど、あやなと深山さんだけは生き残らせることができた。だが、そのときの僕はもうどうしようもなく追い詰められていることを自覚していた。それは〝クラブ〟が想像以上に巨大な組織であることも理解していたからだ。……何より僕は許せなかった。彼らを絶対に許せず、彼らの死を心から望んだ。だから貴島あやなと離別した。その後、僕は世界各地を転戦することになる」


    



    （間。紙を[image: ]めくる音）


    



    「ヨーロッパを巡った後、僕は北欧の小国バレルガニアの大統領コリキア・リンドマン暗殺に向かった。季節は冬、とてつもない雪嵐が印象に残っている。僕はそこであの三人に出会った。一人はグレタ・クライン。バレルガニアの前大統領の末女であり、レジスタンスの旗印。メイドの服を着ていたのが印象的だ。彼女は雪の中に凜りんと咲いた、花のような少女だった。グレタと、彼女が愛したバレルガニアには幸せになってほしい。そして、あの国を取り戻すのに僕の力が少しでも役立ったのなら……いいな、と思う。そしてもう一人、シャーリー・ワードワーズ。初対面からずっと警戒させるほどに、胡う散さん臭くさい女性だった。いや、もちろん頼もしくはあったけれど。戦いが終わり、彼女は自分の正体を明かしてくれた。……ＣＩＡとはまた、驚いた」


    



    （間。再び水を飲む）


    



    「それから、シャーリーは僕について回るようになった。ＣＩＡの任務も放り出しているようだが、彼女は彼女で何か別の目的があるらしい。未いまだにそれが明かされたことはない。僕に関係しているのは確からしいが、さっぱり思いつかない。死に様を見たい、とかならば手伝いはしないだろうし……。まあいい。ともあれシャーリーは僕に全面的な協力を申し出てくれた。これは、彼女の思惑がどうあれ本当にありがたいことだった」


    



    （間。微かすかな歯は軋ぎしり）


    



    「最後の一人は、僕が出会いたくなかった存在だった。柔らかな笑み、その時手にしていた黄金の天てん[image: ]びんが印象的な──僕と同年代の人間だった。……人間、というにはあまりに道を外れている存在だったけれど。名はアストライア。〝クラブ〟における最重要人物の一人。このときは、すれ違った程度でしかなかったが、直感で理解した。彼と僕は、どうしようもなく殺し合わなければならないと。そして戦いはさらに加速して──僕は次の国でイヌガミと出会った」


    



    （間。嘆息）


    



    「イヌガミと出会ったのは、ドイツの古城。数多あまたの罠わなが仕掛けられ、改造された動物たちが襲いかかる地獄のような状況だった。その動物たちの中で、獅子ライオンやゴリラ、虎や象といった連中を押しのけて、最強だったのが──イヌガミだ。古城の主であるマクシミリアン・ルートヴィヒは自分の息子の脳を、犬に移植したのだ。やがて自分の脳を移植する娘、ゲルトを守らせるために。……その試みは半分成功し、半分失敗した。ゲルトは誰ともつかぬ存在となり、一方でイヌガミはゲルトが死んだことを理解して、〝クラブ〟に反旗を翻ひるがえした。彼は僕と手を組み、僕には戦友ができた。何しろ銃弾を浴びせかけられても平気という、不死身に近い耐久力を誇る頼もしさだ。それから、旅は続いて……」


    



    （間。咳せき払い）


    



    「僕は再び、〝クラブ〟のゲームに参加させられた。断ることはできなかった。彼らは、僕にとって禁きん忌きの手段──つまり、貴き島しまあやなを人質にした。彼らが僕を屈服させるのではなく、ゲームの駒こまとして扱うことにしたのは幸運なのか、不幸なのか……。ゲームの内容そのものは簡単だった。僕が狙ねらうバチカンのヴァレリオ・ロベルティ枢すう機き[image: ]きようを殺害できるかどうか──だと思い込んでいた。実際には、僕が彼を殺すかどうかが、彼らの[image: ]かけの対象だ。そう、枢機[image: ]は〝クラブ〟の会員メンバーではなかった。彼は法王候補であり、巻き込まれただけの犠牲者に過ぎない。真の会員メンバーは実弟であるアレッシオ・ロベルティ。彼はヴァレリオに成り代わるために、ヴァレリオを亡き者にしようとしていた。……そして、狙いに気付いた僕たちに十二人の〝娯楽提供者エンターテイナー〟が襲いかかってきた──」


    



    （間。躊躇ためらうような気配）


    



    「彼らは強敵だったが、それ以上ではなかった。ただし、最後の一人だけは例外だ。最後の一人は、セシリアというシスターで……僕が守ろうとした少女だった。その目は光を失っていたが鋭敏な感覚のお陰で、たびたび窮地を救われた。僕が知る彼女は、聖女そのものだった。彼女は決して裏切ったわけではない。ただ、彼女は──戦場で何かが壊れ、結果〝兵器〟として利用されることになっただけだ。セシリアは、最後の最後で罪を犯してまで僕を救ってくれた。僕が生きていることに『よかった』と微ほほ笑えんでくれて……今でも、それがただ悲しい」


    



    （間。吐息──微かすかな笑い）


    



    「そして、枢機[image: ]はローマ法王になった。同時に彼は、〝クラブ〟とバチカンの関連を調査させた。結果、出てきたのがシャーリーの職場であるラングレー──ＣＩＡだった。僕たちはＣＩＡに潜入するのだが、その過程で愛らしい少女に出会ったことは語らなければならないだろう。シャテア・アンデラーデ。シャーリーが探していた凄すご腕うでのハッカーだ。彼女は……そうだな、喩たとえるなら太陽のような少女だと思う。ハッキングの腕はまさに天才。一方、ＣＩＡに堂々と入り込んだシャーリーは彼女を工作員として育成したＣＩＡ長官ルシアン・カウフマンとカードゲームで対決した。シャーリーはカードゲームには敗北したものの、全体のゲームそのものには勝利した。ルシアン・カウフマンが計算外だったのは──外ほかならぬ、シャテアだ。彼女がハッキングによって、カウフマンの現状認識を誤らせたのだ」


    



    （間。ペットボトルの水を飲み切る）


    



    「そうして、ＣＩＡ長官の個人情報から〝クラブ〟の関係者を遂に発見した。表向きは世界的バイオ企業、インコグニート社の最高経営責任者ＣＥＯだったゼーレン・オルリック。彼もまた、〝クラブ〟においてアストライアと並ぶ権力の持ち主だった。遺伝子投与で怪物と化した彼を激戦の末に抹殺し、データを押収。シャテアが解析していたけど、先ほどその結果が出たと連絡が入った。そして、どうやら大当たりビンゴらしい。幾度となく回り道をして、そのたびに心が折れそうになり、それでも近付いているのだと信じて──ようやく、ようやくここまで[image: ]たどり着いた。僕の第六感が囁ささやいている。決戦は間近、僕の旅は……終わりを迎えるのだと」


    



    （間）


    



    「弱い人がいた。強いと思っているケモノがいた。ケモノは人を喰くらった。食事のためではなく、娯楽のために喰らっていた。僕はそれが許せず、ケモノを狩る決意をした。僕に殺人の才能があったのは確かだけど。もしもそれがなかったとしても、僕はこうして戦っていたと信じたい。ケモノは人を喰らうが、人はそれを──受け入れることができる。受け入れて、反撃を行うことができる。蛮ばん勇ゆうと呼ぶべきかもしれない、あるいは無謀と誹そしられるべきか？　僕は、それを素晴らしいと思う。人が人である限り、ケモノには決して敗北しない。だからこそ、ケモノは〝クラブ〟なんて馬鹿げた組織を結成した。誰にも知られることのないよう、多数派を少数にすることでケモノとして人間を貪むさぼり続けた。だがそれも終わる。全て僕が終わらせる」


    



    　──長い、長い旅だった。


    　──色々な出会い、別れ、そして殺さつ戮りくがあった。　


    　──血に塗まみれた、どうしようもないくらいに穢けがれたこの旅を。


    　──僕は、どうしようもないくらいに誇りに思っている。


    



    「以上、赤あか神がみ楼ろう樹き。明日、僕たちは敵の本拠地に乗り込む」


    



    （カチリ、静寂）

  


  
    第一章　ワールドエンド


    



    「世界を救うって、なんて素敵なことなのかしら！」


    



    　タンタンタンと、リズミカルに指がキーボードを叩たたく。さすがアメリカが誇るＣＩＡ、キーボードも高級品だ、とシャテア・アンデラーデは喜ぶ。


    　今や世界のあらゆる秘密が、彼女の眼前に晒さらされている。だが、フランス大統領が女性と密会していたことなど、何の面白みもないとシャテアは思う。


    　少女の流行トレンドは世界の裏側、暗黒面。即ち〝クラブ〟の情報だった。彼女は今、インコグニート社の社長室でアシスタントの情報分析官とともに、〝クラブ〟に関する情報を探っていた。


    　彼女はブラジルで赤あか神がみ楼ろう樹きに救われ、同時に〝クラブ〟の存在を知った。そして、自分のハッカーとしての腕が必要であることを知って、それをシャーリー・ワードワーズに高く売りつけることにした。取引は上首尾に終わり、これが終われば彼女は貧民街フアヴエーラに戻ることなく、弟とアメリカで楽しく愉快に暮らせるのだ。


    　──と、シャテアが弟に言うと「まるでこれから死ぬみたいな言い方だな、姉ちゃん」と生意気な口で指摘された。ただ、実際にその通りかもしれないと思ったのでジンクスを心配して、未来のことはなるべく口に出さないようにしている。


    　ここは戦場なのだから。不幸の予兆はなるべく避けた方がいい。何より、今は戦っているのだ。油断している余裕などない。


    　とはいえ、インコグニート社のセキュリティは厳重だが面白みのない厳しさだ。これは二流や一流のハッカーを防ぐことはできるが、一流を超えた超一流までは防げない。つまり、シャテアにとっては、全く何の意味もない防壁フアイアウオールだ。


    「さあ、よってらっしゃいみてらっしゃい。お代は見てのお楽しみ──と」


    「……それ、何か違いません？」


    　シャテアの助手サポートをしている分析官が首を傾かしげる。


    「いやいや、閲覧がこちらのお代だからコレで合ってるんだよ。お姉さん」


    　エンターキーを勢いよく叩きつける。心地よい打鍵音に耳がくすぐられる。


    　潜入、潜入、ひたすら潜入。既にシャテアが操るウィルスは、全く何の予兆も見せず、核の部分まで侵入を果たしていた。後はタイミングだけ、核となる部分には三分に一度の割合でデータ更新、つまり防壁の程近い部分からのデータ取り込みが行われる。


    　それと全くタイミングを同じくして、シャテアのウィルスも潜入する。まるで、このシステムが構築されて以来の古株ファイルのような面構えで。


    　核に潜入が成功──途端、ウィルスが変へん貌ぼうする。データベースに片っ端から潜入し、獰どう猛もうにデータを喰くらい尽くす──と同時、データを外付けの記録装置にたっぷり取り込んでいく。


    「じゃ、ついでだから〝クラブ〟関係っぽい情報を表示するねー」


    　次々とディスプレイに映し出される情報に、分析官が目を白黒させる。だが、やがて彼女は啞あ然ぜんとした表情で呻うめき出す。


    「うわあ……」


    「どしたの？」


    「いや、〝クラブ〟に関わっている人間の多さに呆あきれ返っているとこです。傭よう兵へい派遣会社や銃器メーカーはまだしも、服飾メーカーまで……」


    「第三世界には先進国の工場と労働者がつきものでしょ。悪徳なメーカーなら、その労働者を無料品サンプルに提供しちゃったりするんじゃないかねえ」


    　悟ったような物言い。ハーバード大出身で、第三世界の存在を知ってはいても理解できてなかった分析官は素直に感嘆した。


    「シャテアは凄すごいね」


    「凄いのは、ロウキだよ。あたしなんてまだ、存在してもおかしくないレベルだもん。ロウキは千年に一人っていう大英雄なんだから！」


    「ロウキ……ねえ、あの子ってそんなに凄いの？　ワードワーズさんが買ってるっていうのは知ってるけど」


    　シャテアは手を止めて、分析官に顔を向ける。振り向いたシャテアの満面の笑みは、少女趣味などない分析官の心すら奪いかけた。


    　この天才少女にそういう顔をさせるということ、ただそれだけで赤あか神がみ楼ろう樹きが凄いという証拠になるのかもしれない──分析官は心中で納得した。


    「……ん？　ん？　ん？　んぅ？」


    「どうしたの？」


    「うーんとね。ここの社長サンのスケジュールの空白部分と、航空記録を比較参照してたんだけど──」


    　シャテアがキーを叩たたくと、小さな島の俯ふ瞰かん画像が表示された。


    「この島って、有名？」


    「うーん、さすがにこの写真だけでは……。名前は分かる？」


    「セント・マクシモス島……南米、チリの領土だってさ」


    「チリの島……ねえ。検索かけてみましょう」


    　分析官が手元のタブレットでキーワードを打ち込み、インターネットで検索をかける──。


    「公式サイト、観光紹介といったものは一切なし。ブログのレポートなどもなし。公文書の記載が引っ掛かるだけね」


    「その言い方だと、有名じゃないって考えていいよね？　だったら──」


    　俯ふ瞰かん画像が切り替わり、別の角度アングルからのものになった。更さらに、その傍そばにミニウィンドウで財政状況のようなものが表示される。


    「この島に、社長サンが個人で多額に投資してるの。……ちょっとおかしいよね？」


    



    　──その発見に、ＣＩＡは色めき立った。


    　どうやら、彼女は遂に金鉱を探し当てたらしい。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    
      ──ラングレー　ＣＩＡ本部

    


    「では、状況を説明してくれ」


    　ＣＩＡ長官代理レオナルド・マクラクランの声に、シャーリーが立ち上がる。


    「はい。人マン狩りハントを娯楽とする〝クラブ〟……全世界にそのためのネットワークを構築し、多数の会員を搔かき集めていた彼らですが、このたび本拠地と思おぼしき場所が発見されました」


    　予あらかじめ伝えられていたこととはいえ、その報告に同席していた人間たちがざわつく。


    「場所はチリ、ヴェロスカ諸島の中でもっとも大きな島であるセント・マクシモス島。所有者はアメリカ人パトリック・ロンスマール。調査を行いましたが、チリ在住の資産家ということ以外は分かりません。ま、どうせダミーでしょうけど。ともかくこの島は相当な大きさにもかかわらずインターネットの衛星写真、チリの正式地図などには一切存在しないことになっています。で、早速チリの工作員に無人偵察機ドローンでの撮影を依頼しました。そうしたら……………………ボン！」


    「ボン？」


    「スティンガーで吹き飛ばされました。かなり精細なレーダーを持っているようで。そのうえ、無人偵察機が残した映像データを確認しましたが、対空ミサイルも配備済み。更には、海中に多数の金属反応があったことから、機雷も多数あるものと考えられています。おまけに──」


    「まだあるのか」


    「どうも潜水艦も配備されているようです」


    　最後の報告には、さすがに一同啞あ然ぜんとした。


    「せ……潜水艦だって!?」


    「いくら何でも民間の組織が持てるレベルの装備じゃないな……信じられん！」


    「組織が成立してから百年、誰の目にも留まらず勢力拡大を行ってきた組織です。この程度は当たり前かと」


    　無言で聞いていたマクラクランは、不意に低く静かな声で尋ねた。


    「シャーリー。この際だ、ハッキリと言ってくれ。核弾頭を所有していると思うか？」


    　その言葉に、全員が沈黙してシャーリーに注目する。


    　彼女は少しだけ申し訳なさそうな表情をして、口を開いた。


    「……確定ではないことを前提にして、見ていただきたいものがあります」


    　リモコンでシャーリーが画像を切り替えた。極めて不鮮明ではあるが、セント・マクシモス島を人工衛星で写真撮影したものらしい。


    「何だってこんな不鮮明なんだ？」


    「衛星写真妨害用の特殊コーティングライトが使われていて、これが精一杯です。そして──ほら、ここです」


    　シャーリーがタッチペンで囲った部分には、わずかな影が見える。


    「写真を分析した担当官によれば、高確率でミサイルサイロの疑いあり、とのことでした」


    　ミサイルサイロ、とは大型ミサイルを発射させるための地下施設である。


    「つまり、核を所有している可能性は──」


    「私も含めた分析官は全員一致で百パーセントの所有に賛成でした」


    　はぁ、とマクラクランが嘆息する。


    「どうしても、今、作戦オペレーシヨンを実行しなければならないかね？」


    「……その辺については、こちらにいる〝専門家〟の意見をお聞きください」


    



    　──と言ったところで、黙りこくっていた赤神楼樹ぼくに視線が集中した。


    



    　専門家、というのは少々違うと思うが……いや、確かにこの中で一番彼らに詳しいのは僕か。


    　僕は率直に、彼らの思考を語る。


    「……もし仮に。僕も含めて全員が、作戦を延期しようと考えた場合。彼らは迷わずミサイルを発射する」


    「何な故ぜだ？」


    「それが彼らの考えるペナルティだからさ。国家と国家の場合、どれほどの独裁者であろうとも基本的には損得計算だ。自分にとって得か、そうでないか。だから貴方あなたがたも交渉がやりやすい。だけど、連中は違う。そもそも損失など歯し牙がにもかけていない。彼らにとって一番重要なことは、ゲームが規定通りに進むかどうかだ。それこそが何よりも優先される。ゲームのプレイヤーは向こうと僕たち。僕たちがゲームに乗らなければ、向こうは必ず攻撃を仕掛けてくる」


    「だが、〝クラブ〟とて組織を守るという前提で動くのでは？」


    「動かない。トップが独裁者であり、絶対的権力であり、破滅主義者だからこそ、〝クラブ〟はここまで規模を拡大し、ここまで成立し続けた」


    〝クラブ〟は常に攻め続けていた。世界を蹂じゆう躙りんし続けた。その根底に存在するものは、権力者のリスクを一切無視した暴挙ゆえだ。


    　会話が通用する相手ならば、救いはある。国家同士であればなおさらだ。思想的、宗教的にどれほど対立しようとも、交渉が通じるのだから。


    〝クラブ〟は違う。あれは交渉がそもそも通じない。己おのれの内側にあるルールを遵じゆん守しゆするため、一度巻き込まれれば犠牲は避けられない。


    　敗北を認め、恭きよう順じゆんするか──徹底的に戦い抜くか。


    「だから。もしも巻き込まれたくないなら、降伏するしかない。彼らの罪を全て許し、全て受け入れ、加担して共犯者となるしかない。そしてもちろん、僕にそのつもりはない」


    　敵に回るのなら、それでもいいさと僕は宣言した。ここにいる全員と戦うことになろうとも、自分は構わないと。


    　僕が語り終えると、マクラクランは頷うなずいて告げた。


    「……分かった。すまないがここからはしばらく退室してくれないか？」


    　何か内輪の話があるのだろう、と僕はイヌガミとともに退室することにした。


    　廊下に出ると、ＣＩＡ本部を一時的に占拠した老人たちが出迎えてくれた。


    「よう、小僧キツド。俺たちにできることは何かあるかい？」


    「う……。僕には分からないですよ。シャーリーに聞いてください」


    「あの大魔女グランドウイツチめ。ＣＩＡ本部の占拠なんて退屈な事案を任せおってからに。ワシらだって、高速道路ハイウエイの作戦に加わってもよかったはずだ」


    「はぁ……」


    　高速道路の作戦とは、いうまでもなく〝慈愛アフエクシヨン〟暗殺の一件だ。まあ、あの場にいても、最終的に彼だけは僕の手で殺さなければならなかっただろう。


    「で、次こそは参加させてくれるんだろうな」


    　……老人たちが、生き生きとした表情で僕を見つめている。


    「あの。……平穏を楽しむという選択肢はないんですか？」


    　僕の問い掛けに、全員が首を横に振って否定した。その中の一人──確か、ジャック・ベイカーという名の老人が矍かく鑠しやくとした動きで立ち上がって告げた。


    「小僧キツド。俺たちはな、世界の裏側でいろんなことをしてきたんだ。どれほど辛つらく、困難で、苦しくとも、達成した瞬間の快感に比べればどれほどのものでもない。命を懸けてやり遂げたときの充実は、幾つになっても忘れられないのさ」


    　老人はそう言って、自分の腕をぽんぽんと叩たたいた。


    「体力は衰えた。足腰も少し無理が利かなくなってきた。それはまあ、老いたんだから仕方のねえことさ。けどな、銃を撃つ瞬間だけは元に戻る。三十年前、四十年前、五十年前と変わらない腕で、頭を吹き飛ばしてやらあな。それが悪党ならば、なおさらのことよ」


    　その言葉に、不覚にも感動を覚えた。僕は頭を下げて答える。


    「ありがとうございます。貴方あなたたちが参加できるよう、僕からも頼んでみます。もっとも──」


    



    　もっとも。どうやら今、それを決めてるところみたいだけど。


    　降伏か、抵抗か。


    　選択次第では、僕とイヌガミ、それにシャテアはここから逃げ出さねばならなくなる。


    　それはまあ仕方ない。少し悲しいことだが──仕方のない、ことだ。


    　僕とイヌガミ、そして老人たちは無言で報を待つ。
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    「さて、遠慮することはない。自由に意見を述べてくれ。〝クラブ〟に服従するか、否いなか。少しでも気になることがあれば、発言をしておけ」


    　わずかばかりの静寂の後、男が果敢に手を掲げた。


    「では、全員に尋ねる。……この作戦に、意味はあると思うか？」


    　シャーリーが口をはさまないことを確認し、男はさらに続ける。


    「これはＣＩＡが踏み込むべき領域なのだろうか？　彼らはアメリカに害をなしているわけではない。我々は国家に所属する公務員だ。それがどうして、〝クラブ〟という馬鹿げた組織を壊滅させるために、骨を折らなければならない」


    　その意見に後押しされたのか、もう一人が手を掲げて告げる。


    「確かにその通りだ。国からこの作戦に関する予算など下りはしないだろう。そもそも、現時点でＣＩＡから〝クラブ〟の根は九割方絶った。十分、勝利したといえないだろうか？」


    　さらに手が掲げられる。


    「第一、〝クラブ〟なんて組織がこのまま成立し続けるはずがない。あっという間に瓦が解かいするに決まってるさ」


    　反対の意見が大まかに出尽くしたところで、シャーリーが手を掲げた。


    「──まず。この写真を見てちょうだいな」


    　大型の液晶ディスプレイに一枚のモノクロ写真がプレビューされた。三人の男たちが立ち、その周囲には死体が山のように積み上げられている。


    「これが何かね？」


    「これが現存する最古の〝クラブ〟に関する写真です。推定年代はおおよそ百年前、第一次世界大戦、第二次世界大戦を乗り越えているんですよ？　たかが九割方絶ったくらいで絶滅すると思いますか？」


    「しかし──」


    　手で反論を制すると、彼女はタブレットの遠隔操作でプレビュー画面を切り替えた。先ほど写っていた三人の男のうち、一人がピックアップされる。


    「画像解析により、この男が何者か判明しました。ドイツのヘルベルト・フォン・バータ・モンテハウゼン公爵。戦場で勇ゆう猛もう果か敢かんに攻め入る姿から『悪鬼トイフエル』と呼ばれ、世が世ならドイツ帝国の皇帝に成り得るだけの権力を持っていた男です。そして、その隣にいたのが──」


    　ピックアップが今度は右隣の男に向けられる。豊かな髭ひげ、そして優雅な燕えん尾び服ふく。古い時代の紳士らしい雰囲気を持った男だった。


    「こちらはイギリス──レオン・プランタジェネット・ゴッドスピード。貴族の地位にある、由緒正しい英国紳士でしたが、彼の領地では男女問わず行方不明者が続発していることが、マイナーな新聞記事に掲載されています。どちらも、その時代その国においてはかなりの著名人でした」


    「最後の一人は？」


    　その問い掛けにシャーリーは肩を竦すくめた。


    「隣の二人と合わせて〝クラブ〟の創設者の一人と目されていますが……残念ながら、彼だけは委細不明です。……さすがにこの解像度で、この状態ではどうにもなりませんね」


    　確かに彼女の言う通り、フードを被かぶった男の正体はどれだけ鮮明な写真でも困難だろう。


    「さて。この現状を認識したところで、次の資料をお見せします」


    　今度のプレビュー画面はデータファイルだった。インコグニート社のものらしい。予算配分やその予算の具体的な使用法などが明記された、ごくごく当たり前の資料だ。


    「よろしいですか？　このうち、シャテアが調べ上げて発掘したデータによると、正確な予算配分がこうなり──インコグニート社がここ十年で〝クラブ〟に費やした金額が、こうなります」


    　最終的に叩たたき出された数値に、誰もが無言になった。アメリカ合衆国の国家予算に匹敵する金額が、〝クラブ〟に注がれており──そして、その分の莫大な見返りをインコグニート社は受け取っていた。


    　例えば〝クラブ〟によって狩り集められた人間たちによる人体実験、レベル４フオークラスのウィルスに感染させて独自の生物兵器を作成する、国際的な大企業が全く人命を無視──いや、蹂じゆう躙りんするとこれほどまでに大規模な成長を見込めるらしい。


    「インコグニート社以外にも、彼らが根を深く張り巡らせている企業はあるでしょう。つまり、ここで叩かなければ高確率で復活する。加えて、先ほど赤あか神がみ楼ろう樹きが言った通り──彼らは、こちらがゲームに乗らなければ遠慮なくミサイルを射ち込んでくるでしょう。テロリストの方がまだマシです。彼らは同じ人間であり、交渉あるいは戦闘の余地がありますから。〝クラブ〟はただ、娯楽というものでのみ繫つながった異常集団。交渉の余地は全くありません。それから、ついでに申し上げますと──」


    　再びプレビュー画面が切り替わった。ヴァレリオ・ロベルティ枢すう機き[image: ]きようの死体写真だ。


    　彼の顔を知っている何人かがどよめく。それも無理はあるまい、ローマ法王が苦痛と絶望に顔を歪ゆがませ、血を流して倒れているのだ。


    「これはヴァレリオ・ロベルティ──つまり、現ローマ法王ではありません。弟のアレッシオ・ロベルティです。彼もまた〝クラブ〟に与くみしていた人間の一人。そして、兄であるヴァレリオに成り代わろうとしたところを、赤あか神がみ楼ろう樹きによって『狩』られました。もし、我々が動かなければ──この地球上でアメリカ合衆国大統領、そして核搭載した原子力潜水艦の艦長たちと並ぶ『権力』を保有するローマ法王が危あやうく敵に回るところでした。これはつまり、〝クラブ〟は今もなお勢力拡大を目もく論ろんでいるということです。となると、彼らの次の一手は──」


    　続いて写真が表示されたのは、アメリカ合衆国の国民ならば誰もが知る男──合衆国大統領。


    　さらにロシアの大統領や中国の最高指導者が表示された。


    「ここらへんに潜り込もうとするところでしょうか。〝クラブ〟の会員ではないことは確認していますが、既に暗殺……もとい、『狩られた』者の中には、政府の中枢に食い込んでいた人間も存在します」


    「いずれ、どこかの国の──あるいは自国の上層部になる可能性があると？」


    「ええ。特に我が国の上になった場合、それはそれは苦労するでしょうね。冷戦真っ盛りだった頃以上のスパイ合戦。しかも、頭を押えられている分こちらが圧倒的不利ね」


    　ふむ、とマクラクランは頷うなずいた。


    「シャーリー。君の意見はその辺にしておこう。君以外の賛成派の意見も聞いておきたい」


    　その言葉にシャーリーは肩を竦すくめ、一歩後ろへと退さがった。


    　一人の寡か黙もくそうな男が手を掲げた。


    「シャーリーの言葉が全て虚偽だとしても、真実が一つある」


    「全部真実だってば、もう」


    　頰ほおを膨ふくらませるシャーリーをよそに、男は言葉を紡つむぐ。


    「それは彼らが巨大な組織であり、危険な存在であり、こちらの敵対を理解しているということだ。今さら、逃げられるなどとは思わぬ方がよい。そしてＣＩＡ我々と明確に敵対意志を見せている以上、退ひくという選択肢は有り得ない」


    「……なるほど。道理だ」


    「これは、言ってしまえば麻薬組織カルテルの壊滅と同じ任務だ。ほんの少し手強く、政治的ポリテイカルに強いだけだ。今壊滅させることができるなら、今しておこう。間違っても、我々の後に続く者たちに受け継がせるような任務ではない」


    　終始淡々とした口調で、男は言い終わりの合図のように頷うなずいて一歩退さがった。マクラクランがさらに他の者たちへと意見を問いかけた。


    　誰もいないことを確認すると、マクラクランは静かに呟つぶやいた。


    「──さて。私の意見を述べよう。もちろん、長官としての命令ではない。私個人の意見として聞いてもらいたい。我々がこのＣＩＡに属したのは、何のためだ？　国のために罪なき人間を殺し、独裁者を打倒した国家を必要悪だと踏みにじり、あらゆる非合法イリーガルを許容したのは何のためだと思うね？」


    　マクラクランは全員を見回す。戸惑うような表情を見せる局員に、彼は毅き然ぜんとした表情で告げた。


    「それが正義だと信じたからだ。いいか、正義という言葉は我々が使用してはならんものだ。偽善で、欺ぎ瞞まんで、噓うそつきが吐き出す言葉だ。だが、それでも──それでも我々はどれほど中身が腐っていようと『正義』を掲げなければならんのだ。我々はどれほど穢けがれようと、この世に本物の『正義』は確かにあると、信じ続けなければならんのだ。私は〝クラブ〟の壊滅をその『正義』に繫つながるものだと、思いたい。私からは以上。カーラ、すまないが先ほど頼んでいたものを出してほしい」


    　秘書であるカーラが頷き、箱と二組のコインを机の上へ置いた。


    　一つ目は大型の貨幣で、25セントコイン。通称〝クォーター〟。二つ目は小型の貨幣で、通称は〝ペニー〟。


    　カーラがは困惑する部下たちにクォーターとペニーを一枚ずつ配布する。


    　それが終わると、彼は厳おごそかに口を開いた。


    「このアメリカ合衆国は、共和党、民主党という二大政党があり、大統領制度があるが、突き詰めれば、この国の原点は〝多数決〟──即ち、民主主義だ。誰が言った言葉だったか。『民主主義は国民が政治に参加する最悪の方法である。だが、これ以外に国民が参加する手段を未いまだ人類は知らない』。最悪かもしれないが、現状では最善だ。この多数決が危険な判断を招いたとしても、我々は民主主義を尊重しよう。無論、これは私の独断だ。任務の可否をコインの多数決で決めるなど、正気の沙さ汰たではない。だがしかし、元々は〝クラブ〟そのものが馬鹿げた話だ。ならば、それを滅ぼすか否いなかを決めるのも馬鹿げた取り決めの方がうまくいく。そう思えてならない」


    「ギャンブラーですね、長官代理」


    　シャーリーが苦笑しつつ、クォーターを指で弾いた。


    　マクラクランはふん、と鼻息一つでその軽口をあしらう。


    「クォーターは賛成イエス、ペニーは反対ノー。手に一枚を隠し持ち、箱の中に入れるがいい」


    　そう言いつつ、マクラクランは手に持った硬貨を落とした。その場にいたＣＩＡ職員たちは、顔を見合わせ、次々と硬貨を手に握って落としていく。


    　最後にシャーリーが、握ったクォーターを落とした。チャリン、という硬貨と硬貨のぶつかる音。マクラクランは全員が投票したかの確認を取り、箱を開いた。


    「では、集計を行う」


    　……ごくりと、誰かが唾つばを吞のんだ。
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    　三十分ほど経った頃だろうか、シャーリーたちがぞろぞろと会議室から出てきた。待っていた僕たちは、彼女に駆け寄る。


    「シャーリー、どうだった？」


    「んー？　そうね、楼ろう樹き。世の中って、ごくごく稀まれに信じられないことが起きるものね。人間って、案外誠実なものだわ」


    「……どうしたのさ？」


    　首を傾かしげる──シャーリーはくすくすと笑う。


    「別に何にも。これまで通り、私は……いいえ、私たちは貴方あなたを支援するってだけ」


    「ああ、それなら一つお願い……というか、向こうの人たちから提案があるんだけど」


    「うん？」


    　老人たちがにこやかな笑顔で一斉に手を掲げる。シャーリーの顔が一気に引き攣つった。


    「……参加したいって？」


    「そうみたい」


    「参加させないって言ったらどうする？」


    「アマチュア無線で、そこら中に〝クラブ〟についてバラまくってさ」


    「……参加させないわけにはいかないかあ」


    　平均年齢六十、最高七十を超える元気な老人たちを前に、シャーリーは溜ため息いきをついた。


    



    「長官代理。……この結果は予想していました？」


    　カーラの言葉に、マクラクランは肩を竦すくめた。


    「しておらん。クォーターが上回ってほしい、とは思っていたが……」


    「私もまさか、と思いました」


    　会議室に残ったマクラクランと秘書は、どこか畏い敬けいの念を抱くようにその箱を見ていた。


    　ただの一枚も反対ペニーはなく、全てが賛成クオーター──銀色の硬貨が、山のように積もっていた。


    　この作戦は決してアメリカの国益に沿ったものではない──それは皆、理解していた。


    　この作戦の成功率は決して高くない──それも皆、理解していた。


    　この作戦に与えられる報酬などない、それどころか死ねば国のために死んだと讃えられすらしない──そのことも皆、理解していた。


    　だが、コトはそういう問題ではない。人を狩る者がいる。人を殺すのではなく、狩るのだ。暗殺は否定しない。


    　国のため、あるいは別の何かのため。それは冷徹で冷酷な、計算の末の殺人だ。


    　人を狩る、という単純でおぞましい趣味嗜し好こうとは訳が違う。


    　人殺しは人殺し、国のために薄汚い仕事を行うドブネズミであることは否定しない。だが、否定しないからこそ、ケモノたちが許せない。


    　その場にいたＣＩＡの職員たちは全員、クォーターを選択した。


    　カーラが微ほほ笑えむ。


    「このまま貴方あなたが長官になるべきだと、私は思います」


    　マクラクランはふん、とどこか傲ごう然ぜんで嬉うれしそうな笑みを浮かべて言った。


    「もしかすると、〝クラブ〟壊滅の際に政治的なトラブルがあるかもしれない。それを全て解決してから、大手を振って退職してやるさ。実務的な面での無能さが露ろ呈ていする前に、英雄気取りでな。次の長官が就任する一か月後までには、この任務をやり終えなければなるまい」


    　マクラクランはこきりと肩を鳴らした。
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    「それじゃあ、作戦を説明するわね」


    　シャーリーと、今回の作戦に参加する武闘派の工作員たちと僕、イヌガミ、そしてバイオレンス老人たちを前に、一つの地図を広げた。


    「これが舞台となるセント・マクシモス島。詳細は不明ながら、ここ半年の渡航記録などによりおおよそ三百名以上の傭よう兵へいが存在することが確認されているわ。この島に常時駐在しているスタッフもいるから、まあざっと戦力としては五百名ってとこね」


    「武装と練度は？」


    「両方とも軍の特殊部隊クラスと思ってくれていいわ。本拠地である以上、それ以下っていうのは期待できないわね」


    　工作員たちはそれを聞いても、なるほどと頷うなずくだけで恐れる様子はない。ただ淡々と、やるべきことをやる、という信念に満ちている。


    「空は対空ミサイル、海は機雷に加えて潜水艦か。爆撃という手は使えないな」


    「そもそも、軍を動かすのが難しいわね。恐らく、内部に相当潜り込まれていると思うわ。いちいちこちらで人選なんかやったら、向こうだって怒るわよ」


    　組織の論理というやつである。


    　アメリカ軍に助力をこえば、裏切られる確率の方が高くなる。〝クラブ〟は戦いこそ覚悟しているものの、それが具体的にいつになるかまでは分からないはずだ。軍を巻き込めば大所帯になり──作戦が露ろ呈ていする可能性は、極めて高くなる。


    　そうかといって、作戦が露呈しないよう人選はこちらでやる、となれば相手組織への過度な干渉と成り得る。何より、恐れるべきは政治家だ。軍が絡めば、気付く政治家も増えてくる。


    　そうすれば間違いなく上からの圧力がかかる。


    「……やっぱり空からは無理。海からの方がいいわね、潜水艦自体は、ＣＩＡうちでも所有しているから対抗はできる。ＳＤＶを使って機雷を避けましょう」


    「ＳＤＶ？」


    　ＳＤＶって何だろう。


    「アメリカ海軍特殊部隊ＳＥＡＬｓが使う小型潜水艇のこと。最新型をこっちでも貰もらってきたはずよね？」


    　一人の男が顔を顰しかめて言った。


    「お前の目め聡ざとさはウチのお袋並みだな。確かにその通り。合わせて潜水艦の方もドライデッキシェルターに改造してある。二機格納して出発できるから、それで十二名は確保できる」


    「五百人が厳重警戒中の基地に十人で潜入、対空ミサイルの無力化を行うことになるわ。いけるかしら？」


    「二人は……この一人と一頭か？」


    　工作員の一人が、ちらりと僕たちに顔を向ける。てっきり嫌いやがられるかと思ったが、そうではないらしい。


    「そう。楼ろう樹きとイヌガミには好き放題に暴れてもらおうと思うの。そうすれば、それだけ私たちのリスクが減る。彼らとしても、私たちと行動する方がかえって縛られてしまうわ」


    　……まあ、確かにそうだ。一人で戦う方が気楽でいい、背中に誰かを守りながら──というのは、神経的に疲労する。守り切れなければなおさらだ。だが彼らは、それでいいのだろうか？


    「それなら、やってみせるさ」


    「……僕を、信用するの？」


    　思わずそう問い掛けると、そのクルーカットの男はニヤリと笑った。


    「あの高速道路ハイウエイの任務に駆り出された人間は、全員がアンタのことを信頼している。アンタが死ぬ心配はしていない、自分の生存確率が高くなる分、参加は大歓迎さ」


    　──なるほど。あの高速道路での戦いに参加していた人たちか。


    　ならば信じてもいいと思うのは、命懸けの戦いを乗り切った──という共通点があるせいだろうか。


    「私を含めた十人で対空ミサイルの無力化を行い、状況次第でミサイルサイロの調査及び破壊を行う。同時に近隣に展開させていたオスプレイを出撃させて一気に乗り込むわ」


    「人数は足りるのかい？」


    　そう。いかにＣＩＡとはいえ、一度に動かせる人数には限りがある。今回の作戦の場合、戦闘員として数えられるのは、合計で二十人もない。


    「増援を頼んでいるわ。既に連絡はつけてあるから、チリで合流できると思う。信用おける場所からの紹介だから、まず間違いない」


    「へえ、お前さんがそう言うとは珍しい。どこからの紹介だ？」


    「バチカン。ローマ法王経由」


    　一同が冗談だと思って笑い出す──僕たちは全くもって笑わなかった。何しろ事実なのだ。


    「それから義勇兵ボランテイアのご老人方もいらっしゃるわ」


    「……大丈夫なのか？」


    　男たちの問い掛けに、シャーリーは肩を竦すくめた。


    「確かに年は取っているけど、腕は[image: ]さびついていないわよ。恐ろしいことに」


    「まあ、シャーリーがそう言うなら──」


    「腕が気になるか、若僧」


    　不意に声がかかってぎょっとして、全員が振り向く。いつのまにそこにいたのか、最長老であるジャック・ベイカーがブルゾンに野球帽というラフなスタイルで彼の背後に立っていた。


    「いや、伝説の工作員って触れ込みのアンタを知らないわけじゃない。ただ──」


    「ジジイの俺がまともに銃を持てるのか、不安なんだろう？　いいさ、気にすることじゃない。ただ俺にも意地がある。……射撃練習場に行こう」


    　そう言って、ジャックは〝若僧〟と連れだって射撃練習場へと消えていった。


    「放っておいていいのか？」


    「いいでしょ。たぶん、認めざるを得ないと思うわ。二十年前、引退間際のジャックが射撃で打ち立てたハイスコアは、未いまだに誰も破れていないもの」


    　シャーリーの言葉は正しかった。十分後、目を白黒させた工作員が飛び込んできて「あの爺じいさんは悪魔だ！」と断言した。どうやらジャックさんの腕は、まだまだ衰えていないらしい。


    



    　そうして、諸々の計画が決まるとシャーリーはぱん、と手を叩たたいた。


    「作戦決行は六日後。四日後にチリに飛び、前日に潜水艦へ。そうそう、楼ろう樹きにイヌガミ。とりあえず、三日で潜水のコツを覚えてもらうから。よろしく」


    　……海中から機雷だらけの海に潜入するのだから当然といえば当然か。


    「分かった。お手柔らかに頼む」


    　僕の言葉にシャーリーはニヤリと笑った。


    「大丈夫よ。たった三日しかないんだから、スピード勝負。徹底的に覚えてもらうわ。イヌガミ、アンタもよ。心配しなくても、軍用犬だって練習するんだから」


    　ぐるるるる、とイヌガミが不服そうに唸うなった──が、こればかりはどうしようもない。


    　僕とイヌガミは顔を見合わせ、[image: ]そろって溜ため息いきをついた。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　ＣＩＡ本部地下プール。職員たちのレクリエーションのため……などではなく、僕のように海からの潜入任務を与えられた工作員たちがトレーニングを積むための深いプールである。


    　機雷を模した物体を慎重に躱かわしていく。近付くたびに鳴り響く電子音が、否いや応おうなく緊張を駆り立てる。トレーニング、という心が安定する状況のせいだろう。最初の二、三度は〝爆死〟してしまった。どうも僕は、本番のみ優秀な成績を残せるタイプのようだ。


    　とはいえ、それはそれで不安だ。なので、シャーリーの手加減なしの厳しい指導を受け、お陰でひとまず機雷を避けながらの遊泳は合格点を貰もらえた。


    「あ、でも油断したらわりとあっさりと死ぬから。気をつけてね」


    　僕たちのインストラクターだったシャーリーは、さばさばとした調子でそう言うと鼻歌交じりで駆け出していった。恐らく、また別の仕事があるのだろう。タフネス過ぎる。


    「やれやれ、疲れた」


    　同意する、とばかりにイヌガミが吼ほえる。僕たちは与えられた部屋に戻り、ベッドに潜り込んだ。シャテアは今も、ＣＩＡの端末を大喜びで弄いじくっている。どうやら、彼女もまだもう少しだけ関わることになりそうだ。


    　……残り三日。僕のやるべきことはあと一つだ。


    　ベッドに潜り込むのをやめて、起き上がる。瞼まぶたを閉じる──イメージトレーニングだ。


    　適度な疲労のお陰で、雑念を払いやすい。


    　わずかな眠気は放置して、眼前に〝敵〟を召しよう喚かんすることに集中する。


    　不幸中の幸いか、僕はその敵とは一度殺し合っている。今までの戦いで、唯一決着をつけたとは言い難い少年。


    　同世代、金髪、薄く微ほほ笑えむ唇、武器は蛇骨剣、僕と同種、即ち殺人に天性の才能を持つ人間────アストライア。


    　彼を脳内で徹底的に再現する。そうして、想像で殺し合う。シチュエーションは公平に。ドイツの古城で繰り広げた戦いを思い出し、彼の動きと自分の動きを対応させる。


    　そうして、戦う。自由自在、あらゆる武器の使用を許す。許さないのはアストライアの手加減だけだ。


    　戦い、戦い、そしてまた戦う。


    　敗北した、敗北した、敗北した。どんな手を使っても──勝ちへの道がまるで見えてこない。身体能力ステータスの差ではなく、立ち位置ポジシヨンの差で敗北している。


    　相手は既にして人をやめた存在であり、僕との戦いのために全てを捨て去るだろう。僕も彼も生物である以上、限界は存在する。


    　……あの〝慈愛アフエクシヨン〟との戦いで、僕もまた捨て去る力を得た。


    　後はもう、望めば望むだけ人から逸いつ脱だつすることができる。真っ当な人間であったときの記憶を捨てていけば、それだけ戦闘において最適な行動を取ることが可能だろう。


    



    　人としての記憶は、僕を縛る軛くびきでしかなくて。


    　解き放たれれば、それだけ怪物になれるのだ。


    



    　なんて便利な肉体、便利な脳みそ、便利な魂。


    　歯を食い縛り、いとおしい記憶に触れる──生まれたときのことから、あの楽しい高校生活までの十七年間、六千二百九日、十四万九千十六時間、八百九十四万九百六十分、五億三千六百四十五万七千六百秒。

  


  [image: ]


  
    　それらを一つ一つ、焼却炉の中へと投げ入れていく。


    　捨てるたびに、記憶が戻ることはないという事実が身に刻まれる。


    　忘却できる自分に泣きたくなる。


    　父との思い出を捨て、母との思い出を捨てた、姉との思い出も、友達との思い出も、嫌いやな奴との思い出も、優しかった先生の思い出も、厳しかった先生の思い出も、全て捨てていった。


    　幼い頃に行った遊園地の思い出も。


    　姉との喧けん嘩かも、仲直りも、一緒に怖い映画を見て震ふるえたときの思い出も。


    　志望校に入るために努力した思い出も、番号を見つけたときの喜びも。


    　あの高校で過ごしたかけがえのない日々も、捨てた。


    　何もかも、燃え盛る焼却炉の中へと投げ込んだ。思い出はたちまち燃えて、何だったのかも判別できない消し炭となった。


    　捨てたものは思い出せない。燃やしたものは取り戻せない。


    　僕にはたぶん、父と母がいたのだろう。兄弟姉妹もいたかもしれない。でも、忘れた。


    　僕にはたぶん、友達がいたのだろう。でも、忘れた。


    　僕には大切な少ひ女とがいる。それだけは、それだけは未練がましく忘れられない。


    　貴き島しまあやな──その名前と、その顔と、彼女と共に過ごした日々の記憶だけは。まだかろうじて残っていた。


    　代わりに、アストライアの記憶をより多く取り込んでいく。


    あの古城での戦いを、朧おぼろ気げなものからより精密なものへと変えていく。彼の一挙手一投足、言動、思想、信念、こちらの言葉への反応、そういったものを徹底的に思い出す。


    　強くなるためではなく、アストライアを殺すために──思い出す。


    　殺すために。殺すために。殺すために。ただただ己おのれの記憶を削っていく作業は、とても楽しかった。何も悩まず、何も悔やまず、何も考えないでいられるのだから。


    　ああ──そうだ。楽しいと思わないと、やっていられない。


    



    　ふと気付くと、僕は生まれた頃からずっと殺し合いをしていた気がしてならなかった。


    　いや……そうなったのか。


    　失ってしまった以上、それはゼロと同じ。求めても見つからず、そもそも求める気すらない過去になった。


    　僕の誕生はじまりは、あのレントブロアの地下病棟。そこからが、〝ケモノガリ〟としての人生の始まりだ。


    　あやなと、もう顔も覚えていない誰かを助けたような気もする。それは、かつての僕にとって誇りを持てる出来事だった。


    　だけど──もう、今となってはどうでもいいことだ。


    



    　くぅん、というイヌガミの声。スマートフォンは持っていないが、なんとなく彼が僕を案じているのは分かる。


    　僕はイヌガミに、どこかさっぱりとした口調で告げた。


    「イヌガミ。僕はもう、失ったよ。ほとんど何もかも、失ってしまった」


    　──大切だったものを、とうとう捨ててしまった。


    　──僕の名は赤神楼樹ケモノガリ。ケモノを殺すために存在する、不退転の怪物である。


    　イヌガミは無言で、僕の膝ひざに頭を擦こすり付けた。


    「君もそうだったね。何もかも、失った。……たぶん、お姉さんを殺すことで完全に失うんだろうね」


    　イヌガミはこくりと頷うなずく。僕以上に、彼は失っている。人間としての肉体、最愛の姉、人間としての理性に至るまで。今に、僕も彼と語り合えなくなる──それは、寂しかった。悲しく、寂しいことだった。


    　僕は今まで、一度も撫なでたことのなかったイヌガミの頭を軽く撫でた。


    「君も僕も、色々と失った。……だけど、まだやるべきことが残っている」


    〝クラブ〟の壊滅。それが今の、僕にとって全てだった。そして全てが終わった後は、眠りにつこう──役割を果たした機械のように。


    　イヌガミは同意するように、声高らかに吼ほえた。
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    　シャーリー・ワードワーズはもちろん、ボランティアで赤あか神がみ楼ろう樹きに協力しているわけではなく、人には言えない目的があった。


    　無論、それが果たされたからといって協力をやめるわけではない。これは言うなれば商取引ビジネスの一環だ。赤神楼樹はシャーリーにそれを与え、シャーリーはその代わりに赤神楼樹のやろうとしていることに協力する、というものだ。ただし、本人には伝えていない。同行を切り出した当初から、彼も薄々「何かしてほしいことがあるのだろう」と考えてはいただろうが、ここまで来ればそれも忘れているに違いない。


    　赤神楼樹は、敵に対してはまさに〝無敵〟だ。だが、味方に対しては限りなく無力だ。もちろん裏切った瞬間に敵に回るので、味方であり続けなければならないが。


    　問題は、それをいつ切り出すかという点だ。何しろ、当の本人からすれば絶対に断りたい部類の依頼である。


    「……やっぱり前日がいいんでしょうね」


    　誰にも知られず、こっそりと。掠かすめ取るのが一番いいだろう──それはまあ、同意を得ての交渉ではないのが、少し残念ではあるのだけれど。


    



    　それはそれとして、シャーリーは支給された装備品を一つ一つ確認していた。ここまで来て、万が一の不具合があってはたまらない。


    　まず、メインウェポンとサブウェポン。


    　メインウェポンはファブリックナショナルＦＮ社製、特殊部隊用戦闘アサルトライフルSpecial operations forces Combat Assault Rifle──通称、ＳＣＡＲ。七・六二ミリＮＡＴＯ弾使用タイプ。シャーリーはそれに加えて、銃身下部にセットするグレネードランチャーと減音器サプレツサーもつけている。銃弾は軍用ボディアーマーを貫通するための特注完全被甲弾フルメタルジヤケツト。一方、ストックは折りたたみ式を選択した。減音器がある以上、どうしても銃身が長くなるためだ。


    　潜入任務ではあるが、それが露ろ呈ていした場合、およそ五百人の傭よう兵へいを相手どらなければならない。その状況でも対空ミサイルを破壊しなければ、全滅は免まぬかれない。そのための火力がどうしても必要だった。


    　サブウェポンは愛用のベレッタＰｘ４、こちらもサプレッサー付き。


    　これに加えて軍用タクティカルナイフと予備の小型ナイフ。軍用タクティカルナイフは、ハリウッド映画のヒーローが持つような大きく、分厚く、刃背が鋸きよ刃ば状になっているものではない。３Ｄプリンタによる削り出しで造られた、接近戦武器としての性能を突き詰めたナイフである。予備ナイフは精密な作りの混合セラミックナイフで、軽いくせに強度は鍛え上げられた鋼鉄とほぼ同等だ。


    　それからＣ４爆薬、スタングレネード。楼ろう樹きが使用しているバトルスーツと同じ材質の防弾ベストもシャーリーは装備品に加えていた。銃弾の衝撃に応じて内部に敷き詰められた硬化セラミック球が破裂し、エネルギーを拡散させる。最新技術で作られたこのジャケットは、以前の重たいボディアーマーが騎士鎧よろいだとすれば、アロハシャツの如ごとき軽さだ。


    　楼樹のものは、動きを阻害しないように薄手だがこちらは動きを多少阻害する分、防御力は彼のそれをさらに上回る。ダイバースーツとしても使用可能な点もよい。


    　その他、データ送受信に利用する小型タブレット、暗視装置ナイトビジヨンにキーナンバーを打ち込む際に使用する汎用アンロッカーデバイスなど。それぞれでき得るだけの軽量化を図ってみたものの、ここまで装備を[image: ]そろえるとさすがに重い。


    　他の九人も装備はほぼ共通だ。ただ一人、狙撃手スナイパー役の人間だけはアサルトライフルやＣ４爆薬などは持たず、その代わりにセミオート式の狙そ撃げき用ライフルを所持していた。


    　具体的なプランはこうだ。


    　こちらが所有している潜水艦で島の機雷区域より少し離れたところまで接近、ＳＤＶを利用して機雷を躱かわしつつ、島へと上陸。なお、敵潜水艦に発見された場合はＳＤＶで接近しているグループが爆破工作を行う。


    　セント・マクシモス島は大おお雑ざつ把ぱに言って東半分がジャングル地帯、西半分が〝クラブ〟の基地となっている。南米にある以上、アマゾンのジャングルとそれほど違いはあるまい。危険な毒蛇や大蛇アナコンダ、虫……あたりが脅威と成り得るだろうが、さしたる問題ではあるまい。


    　予定上陸先はジャングルを一時間以内に抜けられる南東の浅瀬部分だ。


    　地雷が敷設されている可能性が高いので、浅瀬を抜けるのに多少の時間がかかるだろう。それでも、基地はほど近い。対空ミサイルは恐らくトレーラー移動式だが、基地から完全に離れているというわけではないだろう。ぼんやりした画像でしか判断できないが、当たりはついている。


    　手持ちのＣ４爆薬なら、全て吹っ飛ばしてお釣りが来るレベルだろう。問題は携帯式の対空ミサイル──スティンガーだ。こればかりはどうすることもできない。急襲を仕掛けて、ヘリを迎撃する余裕をなるべく与えないように仕向け、それでも駄目だった場合はヘリが撃ち落としてくれることを願うしかない。


    　その後、増援と合流。制圧ではなく、殲せん滅めつを目標として基地を破壊する。……できれば、会員や運営者の個人情報なども獲得したいところだが、それは望みが高すぎるかもしれない。


    　増援を投入しても基地の殲滅が困難だと判断された場合は、仕方ない。脱出しての爆撃に踏み切るしかない。こういう状況に備えて、ＣＩＡ直下で動ける空軍部隊が存在する。


    　これが通常の作戦ならば、極めて困難かつ危険な任務ではあるが可能な範囲内だ。だが問題は、相手が〝クラブ〟だということだ。


    



    　──彼らには、〝娯楽提供者エンターテイナー〟がいる。


    



    　娯楽提供者エンターテイナーたちは、戦闘能力という点において比類なき存在だ。だが、彼らの問題はそこにはない。娯楽提供者エンターテイナーとは、戦闘に対する目的意識が常人と全く異なるのだ。


    　自分を含めた多くの人間は、戦闘を最終手段と捉えている。交渉その他でどうにもやりようがない場合の単純明快な問題解決策というわけだ。どれほど残ざん虐ぎやくな兵士でも、そこは変わらない。


    　訓練に次ぐ訓練で心を凍らせ、機械のように速やかに〝コト〟を為す。それが、人間が殺害に耐え得る手段だ。


    　娯楽提供者エンターテイナーはそこが違う。


    　戦闘──否いな、殺さつ戮りくそのものが彼らの目的と化している。その異常性が、常人たちを恐怖に駆り立てる。それは、鍛え上げられた兵士たちでも例外ではない。まして、相対するのは油断すれば恐怖が毒のように[image: ]むしばむ戦場だ。


    　そこに、娯楽提供者エンターテイナーのような具現化した恐怖が投入されれば、戦場は文字通り地獄と化す。


    　厄やつ介かいなことに、娯楽提供者エンターテイナーには〝平均〟というものが存在しない。それぞれが、思い思いに異常性を伸ばしていった結果だろう。閉じられたびっくり箱のように、まさに何が飛び出してくるのか分からない。


    　……例の娯楽提供者エンターテイナーの量産。


    　あれが完全に確立していないことを祈るばかりだ。娯楽提供者エンターテイナーとの戦いは、どうしても赤あか神がみ楼ろう樹きでなければ圧倒できない。


    　さらにあそこには娯楽提供者エンターテイナーばかりではない。七人の〝聖父フアーザー〟──その残り四人がいる。


    　なかでも問題は〝無垢イノセント〟たるアストライアと、もう一人。〝慈愛アフエクシヨン〟の肉体を強化させた、凶悪な〝悲哀グリーフ〟という誰かだ。


    　……彼らばかりは赤神楼樹とイヌガミに任せる外ほかあるまい。人を超えたケモノを討つには、ケモノガリでなければならないのだ。


    　ただ、楼樹の話によれば聖父は全員が戦闘能力を保有しているわけではないらしい。少なくとも、彼が最初に出会った〝ミスター〟という男は、戦闘能力という部分に関しては、全くただの人間でしかなかったという。


    　恐らく、聖父とは役職でしかないのだ。ただ、〝クラブ〟の性質上イカれていればイカれているほど、上に昇りやすいというだけで。


    　残り二人が、せめて自分たちでも抗しうる存在であれば助かるのだが──。


    「いやいや、期待はしないと。常に最悪の結果を考えなきゃね」


    　とはいえ、シャーリーにとって最悪の結果とは自分が死ぬことだ。自分が死ねば、その時点で世界も終わる──ただそれだけのコト。そういう風に物事を割り切って考えなければ、命懸けの作戦などできはしないのだ。


    　幸い、メンバーはほぼ最高レベルの人間を[image: ]そろえることができた。コルキルト・ダンカンが裏切り者だったのは残念だが、それ以外は文句なしだ。


    　コードネーム〝ナヴァロン〟……イタリア系アメリカ人、男性。爆破工作のスペシャリスト。


    　コードネーム〝コサック〟……ロシア系アメリカ人、男性。狙撃手スナイパー。元狩猟者ハンター。


    　コードネーム〝チトラカ〟……アフリカ系アメリカ人、男性。オリンピックに出ても[image: ]そん色しよくのない走力は驚異的。


    　コードネーム〝ウェイター〟……インド系アメリカ人、男性。主にチームのバックアップを務める。


    　コードネーム〝シャカール〟……イギリス系アメリカ人、男性。一流のアルピニストであり、サバイバリスト。


    　コードネーム〝ロック〟……アフリカ系アメリカ人、男性。十八時間以上の拷ごう問もんに耐え抜くタフさを持つ。


    　コードネーム〝クリーナー〟……スコットランド系アメリカ人、男性。敬けい虔けんなカトリック。ちなみに、先ほどシャーリーに真っ先に賛同したのは彼だ。


    　コードネーム〝バッド〟……ヒスパニック系アメリカ人、男性。取り立てて突出した才があるわけではないが、とにかく悪運が強くどんな戦場でも生き残る。


    　コードネーム〝ボーパルバニー〟……フランス系アメリカ人、女性。斥候スカウトを務める予定。


    　これにシャーリーを含めた十人は、恐らく現在のＣＩＡで望める最高の工作員だろう。それでも、五百人からいる傭よう兵へいたち相手では勝ち目がなく、潜入も成功確率は極めて低い。


    　赤あか神がみ楼ろう樹きとイヌガミというイレギュラーが、どこまで食いつけるかだ。


    



    　潜水艦の準備ができた、との連絡も入った。


    　バチカンの同胞であるダスティ・ガープリングにも連絡したし、バチカンを通してバレルガニアにも一報が入っているはずだ。建国まもなくて未いまだ混乱が続いているが、この戦いに参加しないはずがない。あの国は〝クラブ〟に全てを弄もてあそばれていたのだから。首相であるグレタ・クラインは、必ず介入してくれるはずだ。


    　あとはもう、待つしかない。生還確率は極めて低い任務だが、シャーリーはまるで気にしてなどいなかった。商取引の結果を知るためにも、シャーリー・ワードワーズは絶対に生き残らなければならないのだ──。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    
      ──バチカン　ローマ法王執務室

    


    「荷物が届いた、だって？」


    　現ローマ法王、エイレナイオスⅠ世──ヴァレリオ・ロベルティは困惑した程度でその荷物を受け取った。


    



    　かつてローマで『十二使徒のゲーム』に参加させられ、数少ない生き残りとなった二人は、〝クラブ〟に対抗するために、様々な策を講じていた。


    　Ｖバチカン　　Ｓシークレツト　　Ｓサービスも存続の危機に立たされたものの、海外へ派遣されていた人間を呼び戻し、スイス傭兵団などからも有望な人材を搔かき集めた。無論、身元調査は欠かさない。ＣＩＡのシャーリー・ワードワーズにも密かに協力を依頼し、〝クラブ〟と無関係かどうかを徹底的に洗い出した。


    　……その過程で、数人が脱落した。彼らはＶバチカン　　Ｓシークレツト　　Ｓサービスによってテロリストの名簿に掲載され、国外追放となった。


    　また、法王となったことで否いや応おうなくこれまで疎遠だった幾人かの枢すう機き[image: ]きようとも会合を開かねばならなくなり、彼らの身元調査もまた厳重に行われた。


    　そして分かったことは、バチカンには想像以上に〝クラブ〟の根が広がっていたということだ。我慢しきれず、法王が直じき々じきに面会した際に〝クラブ〟の協力者であったコリント枢機[image: ]は平然とこう答えた。


    「彼らが狩っているのは、異教徒か神を敬うやまわない不信心者ばかりではないですか。何を躊躇ためらうことがありましょうや」


    「黙るがいい、コリント枢機[image: ]。彼らが狩り立てているのは弱き者たちだ。お前はお前の欲望を肯定するため、後から言い訳を塗りたくっているに過ぎない。罪を認めよ」


    「罪？　一体、何の罪があるというのです」


    　ヴァレリオはこれだけは言いたくなかったが、と嘆息して告げた。


    「私は赤あか神がみ楼ろう樹きと行動を共にし、彼に命を救われた」


    「赤……誰、ですって？」


    「君たち〝クラブ〟の間では、いつからかこう呼ばれていたそうだな。『ケモノガリ』と」


    　途端、彼の表情が見る見るうちに青ざめていく。ローマ法王は恐れまい、もしかすると神すらも恐れていないかもしれない。自分の振る舞いが、神の御心に沿う行為だと信じていたなら。


    　だが、ケモノガリだけは駄目だ。論外だ。どれほど神に救いを求めても、あの怪物は敵と見なした者を容赦せず、喰くらい尽くすだろう。


    　コリント枢機[image: ]が泣き喚わめきながら縋すがり付いた。


    「そ、そん、そんなっ！　そんなっ！　嫌いやだ！　嫌だぞ！　お助けを！　慈悲を……！」


    　その手を離し、法王は告げる。


    「お前に手た向むける慈悲は、少なくとも私にはない。……祈れ、最も早はやそれしかお前には残されていないのだから」


    　恐怖のあまりむせび泣き始めた彼をよそに、ヴァレリオはその場を立ち去った。


    　そうして嘆息する。ローマ法王たる自分より〝クラブ〟の関係者は遥はるかに赤神楼樹を恐れていることに。あの少年が、そんな領域に[image: ]たどり着いてしまったことに……深く、心を痛めた。


    　戦いは続く。ローマ法王の下にはあらゆる困難が押し寄せる。〝クラブ〟だけではなく、異なる宗教間での対立や、科学と信仰の狭間に苦悩する人々、あるいはもっと俗っぽい──財政事情、など。


    　……そんな風に忙しい日々が続いていたとき、思ってもいない者から思ってもいない贈り物を届けられ、法王は戸惑いを隠せずにいた。


    



    　件くだんの〝贈り物〟を渡したダスティ・ガープリングもまた困惑している。プレゼントというだけならば、バチカンのローマ法王に届けられる贈り物は毎日引きも切らない。もちろん、いかなる人間の贈り物だろうと、厳重に調べ上げられる。


    　そして、今回は贈り主の異常さにダスティが全権を掌しよう握あくした上で、毒や爆発物などの反応を完全に調べ上げたのだ。異常がなかったことに、ダスティは驚くしかない。


    「はい。亡くなられたアレッシオ・ロベルティ神父からのお荷物です。調べによると、あの方が存命中に預けた荷物であり、自分が死んだことが発表され次第届けられるよう知己の神父に頼んでいたようです」


    　もちろん、その神父が〝クラブ〟と繫つながりがないかは徹底的に調査した。結果はクリーン、朴ぼく訥とつで、素朴で、実に神父らしい神父といったところだった。


    「もちろん、荷物自体も徹底的に分析しました。毒物反応、爆発物反応はクリア。金属反応はわずかに出ていますが、スキャンした結果、留め金のようなものだと分かりました。それでも──何しろ、弟君の贈り物ですから、こちらの判断で開封させていただきました」


    　弟──アレッシオ・ロベルティは〝クラブ〟に加担していた〝娯楽提供者エンターテイナー〟の一人である。もっとも、彼自身は何かの力があったわけではない。彼が武器としていたのは、聖セシリア──盲目にして最強の戦闘技能を誇ったシスターだった。


    　そして最後には道具として利用していたそのセシリアに罰を下された。


    　最後に出会った彼は、ヴァレリオに成り代わろうとしていた。兄を兄とも思わず、人を人とも思わない〝クラブ〟の〝娯楽提供者エンターテイナー〟に相応ふさわしい思考回路だった。


    　アレッシオは兄に対して並々ならぬ憎悪を燃やしていた。兄に成り代わろうとしたのは兄への憧れではなく──法王という地位への憧れだった。


    　そんな弟からの贈り物が、ただの贈り物であるはずがない。それだけに、この荷物に関してはダスティの独断で開封を決定した。


    「責めはお受け致します」


    「いや、いい。それで荷物は何だったのかね？」


    「日記です。さすがに内容を読むわけにはいかず、私は本を逆さにした状態で全ページを[image: ]めくり、危険がないかチェックしました。怪しい部分はありません。毒物反応もクリアしました。ですが法王、読む際には念のため手袋をおつけください」


    　ダスティはそう言って、恭うやうやしく手袋を差し出した。ヴァレリオは頷うなずいてそれを身に着け、革装丁の分厚い書物を受け取りかけ──手を止めた。


    「……これは、まさか」


    　受け取ろうとした手を止めたまま、絶句するヴァレリオにダスティが不安そうに声をかける。


    「いかがなさいましたか？」


    　ヴァレリオは驚きよう愕がくと嫌悪も露あらわに呟つぶやいた。


    「……以前、ナチスドイツの強制収容所跡地へ祈りを捧げるために赴いたことがある。その際、収容されていた方々と対談できる機会に恵まれてな。一人の人間が物珍しい本を持っていた──ちょうど、これと同じような材質の革だった」


    



    〝その本は、あなたの本ですか？〟


    〝さようです、枢すう機き[image: ]きよう。これはナチスの連中がわたしで作ったものです〟


    〝貴方あなたで作ったもの？　それは──〟


    〝わたしの背中の皮を剝ぎ、作ったものです。感染症で危あやうく死ぬところでしたが、奇跡的に助かりました。おぞましく、恐怖の思い出ですが──それを決して忘れぬように、わたしは持ち歩いているのです〟


    



    　本のカバーには、それが人皮だと証明するかのように。


    　ナチスが囚人を管理するために人体へ刻んだ番号の刺青タトウーが残されていた。


    



    「私はその体験が忘れられなくて、彼との会話を著書に書いた。……当然、アレッシオもそれは知っているだろう。だから、この本を送って分からせようとしたのだ。同じようにカバーに刺青タトウーが残っている、人皮の本だということを」


    「なっ……！」


    　ダスティは本を危うく取り落としかけたが、ヴァレリオはそれを躊躇ためらわずに受け止める。


    「法王、そのようなものを──」


    「いいんだ！」


    　一喝。ダスティが沈黙すると、彼はその本をしっかりと手にした。


    「……もう一つ問題がある。これは、弟の日誌ではない。筆跡が私のものでもなく、当然弟のものでもない」


    　兄であるヴァレリオに成り代わろうとしていたアレッシオは、筆跡をヴァレリオのそれに酷似させていた。ページを[image: ]めくった先にほっそりとした羽根ペンで記された文章は、明らかに両者とは異なるものだ。


    　となると、さらに[image: ]は深まる。一体、何な故ぜアレッシオはこれを死後送りつけようとしたのか。


    　贖しよく罪ざいではないだろう。となれば──。


    「では、読むぞ」


    　ヴァレリオはひとまずそう宣言して読み始めた。最初の数行で肩が震ふるえ始め、一ページが終わる頃には、痛々しそうに本を閉じかけていた。


    「法王。医者を──」


    　念のために、ドアの向こうに医者を待機させている。もし、ヴァレリオに何かあれば直ただちに治療を受けてもらうためだ。歴代の法王と比べて若いとはいえ、法王の重責は始終纏まとわり付いている。この上、精神的に疲労させるのは、何とも申し訳なかった。


    　だが、法王は首を横に振って医者を拒絶する。


    「気にするな。これは私の罪状だ。読まねばならない……彼らのためにも」


    　断固たる決意とともに、ヴァレリオは震ふるえる手でページを[image: ]めくり始めた。


    　ページを[image: ]るたびに、悲壮さは一層増していった。ダスティは図らずとも、〝クラブ〟とヴァレリオに纏まつわる因縁を知ってしまった。


    　ヴァレリオはローマ法王に選ばれるだけの胆力を持ち合わせており、その過去をしっかりと受け止めてなお、前に進むことができる強い人間だ。


    　それだけに、ここまで悲愴な表情を浮かべることが信じられない。アレッシオが裏切り、ヴァレリオの命を狙ねらっていたこと以上に悲惨な事実などあるはずもないのに。


    　最後のページまで読み終わったヴァレリオは、無言で立ち上がった。スーツケースに本を放り込むと、それをダスティに持たせて言った。


    「ダスティ。焼却炉へ案内してくれ」


    　有無を言わさぬ、という口調だった。ダスティは頷うなずいて、廊下で控えていた部下とともに地下の焼却炉へと向かった。


    　焼却炉の管理者である老人が、突然やってきた法王を見て跳び上がる。それから、恭うやうやしく帽子を脱いで頭を下げた。


    「法王様、何な故ぜこのような場所に……」


    「いいんだ。やらねばならないことがあってね、この焼却炉について少し教えてくれないか。燃やさなければならないものがあるのだ」


    　バチカンの長たる彼に言われれば、老人が拒否できるはずもない。老人は丁寧に焼却炉の使い方をレクチャーした。


    「では、温度を最高にするにはこのつまみを右に回せばいいのだね？」


    「はい、さようでございます。ですが、あの──」


    「いや、すまない。これは一人でやらねばならないことなのだ。申し訳ないが、君は下がってくれ給たまえ」


    　……そのヴァレリオの表情に何か畏おそれ多いものを見て取ったのか。老人は平伏して、その場を立ち去った。後に残ったのは、法王以外にはダスティただ一人だ。


    「スーツケースを」


    　ダスティは持っていたスーツケースを開く。


    ヴァレリオはそれを手に取ると、十字を切って焼却炉の中へと放り込んだ。それから、つまみを最大限に調節する。


    　燃え盛る炎を二人は沈黙のまま眺め続けていたが、やがてヴァレリオがぽつりと呟つぶやいた。


    「お前は何か私に問わないのか？」


    「問い掛けて答えが得られるならそうしますが──」


    「そうだな。……こればかりは、たとえお前といえども秘密を明かすことはできん。信頼していないからではなく、信頼されていることが分かっているからだ。だが、いつか語らねばならぬ」


    　ヴァレリオはそう告げて、もう一度十字を切った。


    「……神よ、許し給たまえ」


    　全てが終わり、完全な灰になったのを確認したヴァレリオはダスティに告げる。


    「もうすぐ、君はＶバチカン　　Ｓシークレツト　　Ｓサービスとともに出立すると聞いている」


    「はい。もちろん、警護の方も抜かりありません。幸い、本日から一週間ほど法王の公務はこのバチカン内部に限られています。……間違っても外に出られませんように」


    「いや。……済まないが、私も君たちと同行する」


    　──と、ヴァレリオは有り得ない言葉を告げた。


    「何ですって……!?」


    「行かなければならんのだ、ダスティ。私は君たちとともに行き、会わねばならぬ人間に会う。これはローマ法王として、そしてヴァレリオ・ロベルティとしてなさねばならないことなのだ。分かってくれ、ダスティ」


    　ヴァレリオの言葉にダスティは低く呻うめいた。


    　長年彼とともに歩んできた故ゆえに、よく分かる。こうなったら絶対に引かない。たとえ自分一人でもヘリコプターを運転してやってくるだろう。ちなみに彼はヘリコプターはおろか軽飛行機の飛行機免許すら取得している。


    「……分かりました。ですが、一つだけ約束してください。私が危険だと判断したら逃げてください。間違っても単独で行動しないように。いいですね？」


    「ああ、無論だ」


    　ダスティは一体誰と会おうとしているのか、と問い質ただすことは避けた。ヴァレリオが答えるとは思えないし、何よりも──彼が酷ひどく心を痛めているのがありありと見て取れたからだ。


    　あの人皮の装丁と思おぼしき日記は、それほどまでに強烈な〝呪のろい〟を与えたらしい。


    　こうなれば仕方ない。


    　まさに命を懸けて、法王を守らねばなるまい。そういえば、ＣＩＡのシャーリーから情報を得た件くだんの場所──セント・マクシモス島には、赤あか神がみ楼ろう樹きが独立の手助けをしたというバレルガニアの首相も駆けつけてくるとか。


    　ダスティが思うに、これは決して表沙ざ汰たにならない──世界の命運を懸けた戦いなのだ。


    　その中心にいるのは、当然の如ごとくあの少年だ。


    　わずか十七年生きただけの彼に、世界の命運が懸かっている。ダスティには、それが何とも痛ましいことに思えた。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    
      ──セント・マクシモス島

    


    　星を見ていた。


    　空気が綺き麗れいだからだろう。眩まばゆく輝き、煌きらめく星は先進国ではまず見られない美しさだった。


    　空に視線をやると、吸い込まれるような錯覚を抱くのは万国共通らしい。空があまりに雄大だからか。それとも、あるいは本当にこちらを吸い込もうとしているのか。下らないことをつらつらと考える自分が珍しい、とアストライアは思う。


    　それでも、すぐに彼はそれに飽きてしまう。常人ならば見飽きることのない星空も、彼には道ばたで転がっている石ころとなんら変わりはない。星を見ながら、ぼんやりとアストライアは赤あか神がみ楼ろう樹きのことを考える。かつて、楼樹に「同種だ」と告げた。人という枠組みから外れてしまった、哀しく醜いケモノなのだと。


    　楼樹からは否定されたが、今でもその考え自体は変わらない。


    　世界は美しく、世界は素晴らしく、世界は神聖なもので。だからこそ、アストライアや赤神楼樹のような極めつけの〝異物〟を排除するようにできているのだ、と。その証拠に十七年の間、赤神楼樹は自身の才能に気付くことがなかった。


    　あそこまで追い込まれなければ、ただの平凡な人──の皮を被かぶった誰かとして、一生を終えていたはずだ。自身が平凡な存在だと誤認したままの、あまりにも無意味な生命消費。


    　それは、哀しいことだとアストライアは思う。


    　誰もがその才能を発揮する権利があるのに、その権利を執行できぬままに多くの人間が無意味に学び、無意味に働き、無意味に老いて死んでいく。


    　才能というものを、神が与えたとするならば。それにはきっと大切な意味が込められていて。


    　それを発揮せぬままに死ぬのは罪悪に外ほかならない。


    　だから──アストライアは〝選択〟した。


    　殺人の才能があるのなら、それを生かそうと考えた。人を殺すために人を殺す。金銭も、憎悪も関係なく、ただ殺すために殺す。


    　快楽の海に溺おぼれるようなものだ。どっぷりと嵌はまり込み、もう二度と抜け出すことは叶かなわない。この世界に存在する、ただ一匹のケモノとして。


    　赤神楼樹は、それを拒絶している。殺すために殺す生物になればいいものを、あれこれ理由を作らねば、人を殺せない。


    　人を殺すために生まれた生き物が、人を殺すことを拒絶して何になるというのだろう。


    　それは、神に逆らう愚かな行為だ。


    



    　──ああ、だからこそ眩まぶしく尊とうといのか。


    



    　アストライアは真逆のことを考える。神に逆らい、天に逆らうからこそ赤あか神がみ楼ろう樹きは輝くのかもしれない。


    　沸ふつ々ふつと内側で滾たぎるものを感じる。理性で制御できるはずの欲望が加速し、発汗するほどに強烈な感情となってアストライアを苛さいなむ。


    　震ふるえながら歯を食い縛り、激情を堪こらえる。本来ならば、アストライアは赤神楼樹以外にも気を配るべきだった。奇襲を仕掛けるであろうシャーリー・ワードワーズ率いるＣＩＡに対する迎撃態勢を整え、作戦を練り上げるべきだった。


    　だが、アストライアはそれらを〝謙虚モデステイ〟であるクレア・ゴッドスピードに一任した。赤神楼樹との再戦が、今のアストライアにとっての全てだった。


    　他の人間もそれを薄々感づいているのだろう。


    〝無む垢く〟たるイノセンスに話しかける人間は、この基地にただの一人もいなかった。あの鈍感な〝悲哀グリーフ〟ですらそうだった。


    　もっとも彼の場合、赤神楼樹をアストライアより先に殺害することを想像して楽しんでいたのだが。


    　ただ、この日に限ってはアストライアに話しかけるケモノが一人いた。


    「アストライア。話せる？」


    「……ん？　ああ何だ、君か。いいよ、外ほかならぬ君の頼みなら仕方ない──ミス・ロートケプヒェン」


    　白いドレス、真っ赤なケープ。腰にはスティレットと呼称される針の如ごとき細剣。


    　赤ずきんロートケプヒエン──かつてドイツでアストライアに見み出いだされた少女であり、イヌガミの実姉、ゲルトの肉体と父マクシミリアンの脳を持つ〝娯楽提供者エンターテイナー〟だ。


    「大おお袈げ裟さね、アストライア。……もうすぐ、ハインツがやってくるの。だから、お別れを言おうと思って」


    「お別れ？　君、死ぬ気かい？」


    　不審げに眉まゆを寄せるアストライアに、ロートケプヒェンは無言で首を横に振った。そして、恋する乙女おとめのようなはにかみを浮かべて言う。


    「違うわ。ハインツと私は殺し合う。どちらが勝つかなんて、それこそ神様でもなければ分からない。でも、一つだけ確実なことがある。ハインツが勝てば、私は死ぬ。私が勝てば、ハインツは死ぬけど──私も私でなくなるの」


    「……へぇ、なるほど。そういうことか」


    　納得したようにアストライアは頷うなずいた。


    　ロートケプヒェンは己おのれの絶望的な現状を、全く頓とん着ちやくせずに明かした。


    「そう。今の私はゲルトの意識とマクシミリアンの意識がブレンドして、奇跡的に釣り合った状態。それは、ゲルトが心底ハインツを溺でき愛あいしていたから。実弟に手た向むける慕情ではなく、一人の男に手向ける愛情として。だから、彼を殺したらゲルトの意識が死に絶え、必然マクシミリアンの意識が残る」


    「するとどうなるんだい？　例えば、君はマクシミリアンになるとか？」


    　ロートケプヒェンは薄ら笑う。


    「まさか。マクシミリアンの意識が残っているといっても彼の行動や言動の一部に名な残ごりがある程度でしかない。記憶などない、自身がかつてマクシミリアンだったという認識すらもないわ。……思えば、哀れね。永遠の生を望んで手術に臨んだはずだったのに」


    　確かにそうだ、とアストライアは笑う。


    　マクシミリアンは当初、自分の意識が残ることを前提にして脳移植に踏み切ったのだ。意識がなければ、生きているとはいえまい。


    　脳の内部で永遠に眠り続けるならば、生きていてもそれは死んでいるのとさほど変わりはない。まして、意識が〝ない〟となれば、蘇よみがえるチャンスすらもない。


    「しかし、そうなると。君は──どうなるのかな？　勝った場合だけど」


    「ええ、死ぬわ。推測だけど、私は狼ヴオルフになるのよ。赤ずきんが食べられたなら狼になるより外ないでしょう？」


    　ロートケプヒェンは、自分の死をまるでお伽噺ナーサリーライムのように喩たとえた。


    　なるほど赤ずきんは狼に喰くわれるが運命さだめ。そうなれば、最も早はや人とは呼べないだろう。


    「ふぅん、狼か。野生に還って、戻れない？」


    「ううん。戻らない」


    　戻らない──つまり、狼になることはロートケプヒェンたっての希望ということらしい。


    　……当然ながら、〝クラブ〟に脱会はない。正気に戻った〝娯楽提供者エンターテイナー〟や理由は不明だが悔かい悛しゆんした会員メンバーが稀まれに脱会しようと画策するが、彼らは容赦なく踏み潰つぶされた。


    　だが、今回の一件は例外中の例外だろう。何しろ、本人にもどうすることもできない。


    「オーケー。戦いが終わったら、君は自由だ。好きに喰らって、好きに殺せばいい。人も獣も、敵も味方も、何もかもを全て」


    「分かった。もし、貴方あなたを殺したらごめんね。今のうちに謝っておくわ」


    「いいさ、別に。僕の方こそ、君を返り討ちにしたら申し訳ない。今のうちに謝っておこう」


    　くすくすとロートケプヒェンは笑い、アストライアは久方ぶりに赤あか神がみ楼ろう樹き以外のことで笑みを零こぼした。


    　しばらくの沈黙。ロートケプヒェンが不意に空を見上げて呟つぶやいた。


    「……星が、綺き麗れいね」


    「ああ、綺麗だ」


    「狼になってしまえば、この星の美しさも理解できないのかしら」


    　それだけは残念──と、ロートケプヒェンは溜ため息いきを零こぼした。


    　勝ってしまえば人でなくなるというのに、彼女にとっての無念は、星の美しさを理解できなくなることくらいらしい。


    「もう行くわ。私はハインツを分断するために、ここから離れた場所に行くつもり。適当な場所、どこか知らない？」


    「……ならここを東に五キロほど行くと、フェンスがある。いわゆるアニマルエリアでね。凶暴なライオンだの、アナコンダだのが放し飼いにされている。もちろん全員〝人喰いマンイーター〟だけど、君たちなら問題あるまい。邪魔されたくないなら、そこが理想的だね」


    「そうね、理想的。──それじゃ、アストライア。元気でね」


    　その声を背中で聞いて、アストライアは右手を掲げた。


    「心配しなくても、僕は不死身さ。いずれまた」


    　もう二度と会えないというのに、ロートケプヒェンはアストライアのことなど気にもかけておらず、アストライアもまたロートケプヒェンに無関心だ。


    　冷淡なわけではない。

  


  [image: ]


  
    　ただ、二人はぼんやりと歩む道が異なっていることを理解したのだ。


    　アストライアは明確に愛情と憎悪を区別する。アストライアは赤あか神がみ楼ろう樹きを同種の生物であると理解し、その生き様に眩まばゆいものを感じても──根底に流れるものは、憎悪という感情の塊に外ならない。


    　認める一方で、認めたくない。鏡に映った自分でないもの。ならば、世界から排除しようというのは当然の理屈だ。


    　ロートケプヒェンは違う。彼女は、ハインツのことを今なお愛してやまない。憎んでいるから殺すのではなく、愛しているから殺すのだ。


    　常識など知らない。ロートケプヒェンにとって、殺すことは愛情表現の一つでしかない。たまたまハインツが自分を殺そうとしていた。だから殺し合うことも愛を交歓する一つだろう、と認識しているだけだ。


    　別に愛し合ってもよかった。


    　抱き締め合うことで愛を交歓できるなら、それでもよかった。


    　だが、ハインツは殺害を選んだ。姉の体を持ち、今はもう名前すら忘れかけている誰かの脳を持つ自分を殺そうとした。


    　なら、仕方ない。ハインツは愛しているから私を殺そうとしているのだ。だから、自分も愛しているから殺そう。


    　実際、殺すことは大好きだ。ハインツがその手段を取ってくれるなら、ロートケプヒェンとしても望むところだった。


    　ロートケプヒェンはたった一つだけ理解できていないことがある。


    　ハインツ──イヌガミは、殺すことをただの一度も娯楽や趣味嗜し好こうと結びつけたことはない。


    　イヌガミがロートケプヒェンを殺害するのは、それが義務だからだ。


    　かつてハインツ、と呼ばれていた少年としての義務デユーテイ。


    　人間に近い姿形を持つロートケプヒェンの思考回路は凶獣そのもの。


    　犬の姿をしたイヌガミの方が、真っ当な人間に近いというのは皮肉という外ほかない。


    　だが、そもそもが両者ともに奇跡の結晶のような存在で。しかもその奇跡は日を追うごとに目減りしていく。


    



    



    　そしてもうまもなく、互いの奇跡は零ゼロになる。

  


  
    第二章　ミッションＤｏＡ


    



    　シャーリー・ワードワーズが名前をつけた。ＤｏＡ作戦、それが今回のミッション名である。


    『生死を問わずDead or Alive』


    『到着時死亡Dead on Arrival』


    　どちらの意味合いにも取れる、そしてどちらの意味合いでも実に嫌いやな作戦名である。僕はもうちょっと希望[image: ]あふれる名前にすべきではないか、と提案したが「こうすれば必死になる感じが出ていいでしょ」と取り合ってもらえなかった、やれやれ。


    　会議室に呼び出され、ずらりと[image: ]そろったＣＩＡの非合法工作員イリーガルズの前に僕とイヌガミは立っていた。全員がジロリと僕を見る。思わず怯ひるむ僕の肩をシャーリーが叩たたいた。


    「じゃあ、全員の紹介をするわ。心配しなくても、貴方あなたの力を疑っている人間はいないから」


    「別にそんなことは、あまり気にしてないよ」


    　まあそれでも、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの人間たちに見つめられると──少々萎い縮しゆくする。気持ちでも負けないように胸を張る。……その場にいたのはシャーリーを除いて九人。男が八人、女が一人だ。


    「俺はナヴァロンだ。よろしく、坊主」


    　ベレー帽を被かぶった陽気そうな男だった。顔に火傷やけどの痕あとがうっすらと残っているが、決して醜くはない。微かすかな火薬の臭いが、男の危険性を強調させていた。


    「ナヴァロンは爆破工作担当よ。この男の爆弾技術は天下一品」


    　なるほど、火薬の臭いはそれか。


    「爆破に重要なのは座標と時間軸、そして愛情だ。心配するな、お前さんを巻き込んだりはしないさ。巻き込んだときは、お前が助かるってことだ」


    　……ニヤリと笑って、肩を叩かれた。そして、入れ違いに次の人間が前に出る。


    「彼はコサック。狙そ撃げきを担当するわ。ま、見ての通りの爺じいさんだけど、まだギリギリ現役」


    　くつくつとシャーリーが笑う。


    　コサックは寡か黙もくそうな、初老の大柄な男だった。髪は白く、豊かに生えた髭ひげも白い。だが、握手して驚いた。手だけは、まるで二十代の若者のように若々しいのだ。


    「コサックだ。狙撃は得意か？」


    　どうだろうな、あまり、と言った方がいいかもしれない。僕の言葉にコサックは頷うなずき、言った。


    「ならば、山に籠こもるがいい。弓矢は駄目だ、あれは自然の造形物に近すぎる。木と鉄、プラスチックと鉄でなくてはならぬ。その山に相応ふさわしからぬ武器を使って自然に挑め」


    「……ああ、まあ。そのうちに」


    　コサックは満足げに頷うなずいた。


    　三人目──チトラカと名乗った。マッチョというよりは研とぎ澄まされた刀、あるいは洗練された肉食獣のようなイメージを抱かせる肉体だった。握手する際、微かすかに関節を極きめようとする素振りを見せたので、ジロリと睨にらんだ。すると、彼は笑って即座に解といた。


    「よろしくな、少年」


    「こちらこそよろしく。ところで、チトラカってどういう意味？」


    「実を言うとだな……………………意味はないんだ」


    　深刻極まる顔でそう言うと、唐突にゲラゲラと笑い出した。……陽気な人間らしい。


    「これで重武装のまま百メートルを十一秒で突っ走るんだから、世の中分からないわよね」


    　シャーリーが肩を竦すくめた。さらりと言ったが、十一秒は凄すごい。僕でも、たぶん無理だろう。


    　四人目……ウェイターと名乗った男は、優雅な仕草で一礼した。どちらかというと、その身のこなしは執事バトラーに近いんじゃないか、と何となく思った。


    「俺はバックアップを務める予定だ。困ったことがあれば、ひとまず俺に相談してほしい。ただし、女性関係は自分で始末してくれ」


    　ならまあ、困ったことがあれば頼ろう。……女性関係で困ることは、まずない。


    「五人目。シャカール」


    「初めまして、赤あか神がみ楼ろう樹きくん。シャカールです」


    　なんと目の前の金髪碧へき眼がん、典型的なアングロサクソンの伊だ達て男は実に流りゆう暢ちような日本語で応対してくれた。驚いたまま、手を握る。節くれ立った指は、シャーリーの紹介通り一流のアルピニストの風格が漂っていた。


    「エベレストには登ったことがあるんですか？」


    「エベレストはないが、Ｋケー２ツーを踏破したことはある」


    　Ｋ２、エベレストに次ぐ高さの山岳であるがその難易度はエベレストを上回る、らしい。


    　……つまりは超一流ということなのだろう。


    　六人目は、九人の中では一番の大柄だった。まるで山のようだ。


    「ロックだ」


    　彼はやや躊躇ためらいがちに僕の手を握る。軽けい[image: ]べつされているわけではない──むしろその眼まな差ざしは、ひどく同情的だ。


    「お前が戦うなんて、感心しないな。……いや、済まない。分かってはいるんだが。ガキの頃に、銃を持たされた身としてはな」


    　少年兵、というやつだろうか。僕はそのことについて踏み込まないことにした。誰にだって、語ることすら辛つらい過去というものはある。僕はそれすら、捨てざるを得なかったのだけど。


    「ロックはＣＩＡのギネス記録保持者なの」


    「へえ、ギネスって何の？」


    「十八時間ぶっ通しの拷ごう問もんに耐え抜いた。睡眠時間なしでは、俺が最長だ」


    　どこか誇らしげに威張る──僕は思わず問いを投げかけた。


    「耐え抜いた後、よく復帰したね。僕は、それが一番凄すごいと思う」


    　拷問に耐えることは、我慢強い人間であれば何とかなるかもしれない。国家、あるいは家族や仲間に対する愛情があれば、耐えられる人間は出てくるだろう。


    　だが。その後に復活するのには、拷問に耐えた際に使うものとはまた別の力が必要だ。僕は、その方が凄いと思う。


    　僕がそう伝えると、ロックはどこか気恥ずかしげに頭を搔かいて再び握手を求めた。


    「……ありがとよ、少年。お互いに頑張ろう」


    　そして、七人目。……実を言うと、無意識レベルではあるが僕はこの人を一番警戒していたと思う。十字架をぶら下げ、茶色の髪をクルーカットに纏まとめた中年の男。若々しさも、老ろう獪かいさもないが、冷徹さがあった。非合法工作員、あるいはもっと単純に暗殺者アサシンと呼称されるに相応ふさわしい存在だと、僕は思った。


    「クリーナー。見ての通り、この中では一番の『担い手』よ。ああ、何の担い手かは説明するまでもないわね」


    　何となく理解できて、僕は頷うなずいた。武器の使い手……というよりは、殺しの担い手という方が正しいか。〝娯楽提供者エンターテイナー〟のような遊びがない分、下手をすると一番苦戦するかも──と思わせるだけの力がある。


    「よろしく」


    　淡々とした口調で手を差し出される。……さて、普通は脇の下などにホルスターを入れていると、どうしたって服が膨ふくらんで拳銃を持っていることが露ろ呈ていしてしまう。服の膨らみがなくとも、どこかぎこちのない動作によって僕やシャーリーは銃の所持に関する有無は即断できる。


    　しかし、彼にはそれがない。てっきり拳銃を持っていないのか、と思ったが──。


    「ところでクリーナー。悪いんだけど、服の前を広げてちょうだいな」


    　シャーリーの声に、彼は無言でスーツのボタンを外して広げた。……脇の下に拳銃が、きちんとホルスターに納まっていた。


    「……どうやったの？」


    「企業秘密だ」


    　僕の問いにクリーナーは厳げん粛しゆく極まる表情でそう言った。冗談ではなく、本気らしい。


    「ま、頼りになるから安心してね」


    　シャーリーの言葉にも、彼は眉まゆ一つ動かさない。鋼鉄の男、というキャッチフレーズが僕の頭に浮かんで消えた。


    「さて、八人目。バッド──アンタの特技は？」


    　シャーリーにバッドと呼ばれたヒスパニック系の男は、ニヤリと笑って安っぽい回転式拳銃リボルバーを取り出すと、五発式のシリンダーに三発銃弾を装そう塡てんした。


    「おい、ちょっと待──」


    「確率六十パーセント」


    　そう言って、彼は周囲の制止をよそにあっさりと銃ひき爪がねを引いた。


    　カチリ。銃弾が飛び出すことはなく、彼の頭が弾けることもなかった。


    「……ほら、な」


    「何がほら、よ。……まあいいわ。これがバッド。悪運が強くて、これまでどんな過酷な状況でも、どういったわけか生き残っているわ」


    　なるほど。ある意味で、最強の味方かもしれない。僕は殺人の才能はあるが、幸運の所有者ではない。そして生き残る、というのは何より優れた才能だ。もっとも──幸運は気き紛まぐれで、限りがある。そのことを知らないシャーリーでもないだろうから、それなりの実力は持ち合わせているのだろう。


    「最後にボーパルバニー、油断すると首をスパッと切られるわよ。そういう専門なの」


    　──とシャーリーが言うと、握手をしようとしていた彼女はたちまち顔を顰しかめた。


    　美人なのだが、何というか……どこか大人しい、陰りのある美女だった。金髪はやや薄いプラチナブロンドというやつ。柳眉は先ほどのシャーリーの言動で顰ひそめられているが、不快というよりは不安──庇ひ護ご欲よくを搔かき立てられる表情を浮かべている。


    　なるほど、危険だ。彼女に囁ささやかれれば、まず間違いなくスパッといかれてしまうだろう。


    「本業は斥候スカウトよ。首を切るのは、私のようなタイプを標的が好むときの派遣業ね」


    「よろしくお願いします」


    　柔らかな表情で、彼女は僕の手を握った。途端、彼女の表情が悲しげなものへと変わる。何かしただろうか、と反射的に狼狽うろたえかけた。


    　だが彼女は首を横に振って、そっと僕を抱き締めた。


    「よく、ここまで頑張ったのね。敬意に値するわ」


    「……ええと、ありがとうございます」


    　まあ、何が何だか分からないが。僕は彼女に悲しみを抱かせる『何か』があったらしい。


    「そして私、イヌガミ、それから貴方あなた──赤あか神がみ楼ろう樹き。以上十二名で、今回の作戦は遂行されるわ。何か問題はあるかしら？」


    　僕は集まった面々を見渡し、ゆっくりと首を横に振った。過去において、これほど戦いに赴く前が頼もしかったことはない。まさに総力戦に相応ふさわしいメンバーだ。


    「ないよ、全く。万全過ぎるほど万全だ」


    　僕の言葉に、皆が笑った。


    



    　準備は全て整った。必要なのはバッド以外のメンバーの幸運くらいだろう。


    　そして僕たちには幸運を分け与えてくれる少女がいた。言わずとしれた、シャテア・アンデラーデである。


    「えへへ、大丈夫大丈夫。わたしの分の幸運はみんなに分けてあげて。はい、これ！」


    　シャテアから笑顔でペンダントを渡された。


    　一つの革紐ひもに二つのペンダントがぶら下がっており、そこにはキリスト教の聖人らしき人物がラミネートされていた。


    「昔、教会に行ったときに貰もらったものなの。これに随分助けてもらったけど、わたしはもうこれ以上の幸運は必要ないし、ロウキにあげる」


    「……いいのかい？」


    「うん。少しでもロウキの力になってくれるなら、それがいいもの」


    「分かった、遠慮なく貰っておくよ」


    「えへへ、つけたげる」


    　シャテアはそう言って、纏まとまっていた革紐を伸ばして僕の首に引っ掛けた。ちょうど四角い枠の中に首を入れるような仕組みになっている。その枠の角部分に伸びた二本の革紐にペンダントがそれぞれぶら下がっており、胸の部分と背の部分にペンダントが分かれる。


    「エスカプラーリオっていうの。これで『貴方あなたの表も裏もお守りします』ってこと」

  


  [image: ]


  
    　なるほど。聖人がそれぞれ正面と背後を見守っているということか。


    「うん。本当にありがとう。シャテアも、もう少しだけよろしくね」


    　シャテアは当然潜入組ではないが、重要な役割が与えられている。シャーリーたちが基地のネットワークとシャテアの持つコンピュータと接続することで、ハッキングを試みるらしい。


    　そうなれば、警報の無力化や監視カメラの擬装など圧倒的に有利に立てる。


    「ちょっとぉ。私たちには何もないわけ？」


    　シャーリーが不服そうにシャテアの両肩を揉もむ。うざったそうにシャテアはそれを払い除のけると、シャーリーとその背後にいた隊員たちに「はいこれ」と手渡した。


    「あら、ミサンガ？」


    「ブラジルこっちではボンフィンとかフィタとか呼んでる、一応手作り。……言っておくけど、エスカプラーリオはロウキに上げた一つしかないから。贅ぜい沢たく言わないでね」


    「いいえ、ありがとハニー」


    　シャーリーは笑ってシャテアにキスをする。ますます鬱うつ陶とうしそうにシャテアはシャーリーから離れて、僕の腰にしがみついた。


    「嬢ちゃん、ありがとよ」


    　笑いながら、今回のメンバーの一人がシャテアの頭を撫なでた。それを嚆こう矢しとして、他の隊員たちが次々とシャテアに礼を言っては軽く肩や頭を撫でた。


    　そうした者から、順にその場を立ち去っていく。これから僕たちはチリで一日を過ごした後、決戦の場へと向かうのだ。


    　緊張しないはずがない。


    　死ぬ覚悟はとうに決めている。


    　だからこそ、彼女シヤテアのくれたものは救いになるのだろう。彼女は僕たちにとっての可か憐れんな守護天使であり、愛らしい女神なのだ。


    「さ、イヌガミも。足首につけるね」


    　イヌガミは迷惑がることなく、片脚を上げてミサンガを巻き付けさせた。シャテアはそれから念を押すように告げる。


    「いい、イヌガミ？　これは千ち切ぎれたら願いが叶かなうの。だから、気にしないで動いてね」


    　ワン、と一声吼ほえる。犬扱いされることをよしとしないイヌガミだが、シャテアの前だと犬に近い仕草をするのに躊躇ためらいはないようだ。シャテアは無む垢くな笑顔で、イヌガミの頭を撫でてそっと抱き締めた。


    「じゃあね、イヌガミ。元気でね」


    　やがて彼女は名な残ごりを惜しみつつも、イヌガミから離れた。それを見計らって僕はシャテアに別れを告げる。


    「よし。……それじゃ、行ってくるよ」


    「うんっ」


    　笑顔でシャテアはそう頷うなずいた。僕ケモノガリが関わって、決して不幸にならなかった彼女は、本当に──眩まばゆく太陽みたいな存在だったと思う。


    　彼女がいることが、僕には勇気となった。それはとても小さなものだけど、決して消えることのない色鮮やかな記憶だった。


    「ロウキ！　イヌガミ！」


    　歩き出した僕たちに、背中から声がかかる。


    「また会おうね！　絶対だからね！　約束破ったら、破ったら、絶対に承知しないんだからっ……！」


    　涙混じりの声で、シャテアは叫んでくれた。


    　最後に見たシャテアの顔が泣き顔なのはあんまりなので、僕は振り向こうとしなかった。代わりに、無言で右手を掲げ拳を突き上げる。


    　胸の温かなものを、最後の最後で僕は放り捨てることになるのかもしれない。


    　……それでも、シャテアとは綺き麗れいに別れたいと思ったのだ。
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    　──そうして。あの人は行ってしまった。わたしに振り向くことなく、何かを堪こらえるように拳を突き上げて。


    　それは頼もしさを感じさせるのと同じくらい、切ないものがあった。


    　筋骨隆々のＣＩＡの〝殺し屋〟が意気揚々と向かっていくのは、頼もしい。シャーリーだって、あの大人びた雰囲気とこちらを子供扱いする態度に思わず反発してしまうが、戦うときはきっと頼もしいのだろうな、と確信している。


    　でも、あの人たちだけは違う。


    　わたしの王子様、赤あか神がみ楼ろう樹き。そして──よく分からないけど、天才犬のイヌガミ。


    　あの二人（犬を一人と数えるのは変だと思うけど、わたしはどうしてもそう数えたい）は、戦うことを哀しいことだと考えている。


    　辛つらいことで、痛いことで、憎むべきことだと考えている。


    　なのに、何な故ぜ戦うのだろう。そんなものは放り捨ててしまえばいい、誰もロウキに戦えなんて強制していない。イヌガミに命令なんてしていない。わたしの生まれ育った場所では、悪徳も生きるための手段として扱われる。暴力や殺人で人の何かを奪い、生きていくことが認められている。


    　だけど、あの二人はそうじゃない。そうじゃないのに──そうせざるを得ない。


    　運命と呼ぶべきものなのか、因果と呼ぶべきものなのか、業ごうと呼ぶべきものなのか。


    　わたしには分からないけれど、ロウキとイヌガミはそうしなければ生きていけないのだろう。どれほど憎んでいても、やらなければならないのだ。……それは、やっぱりわたしには哀しいことだった。


    「どうか、あの二人が──幸せでありますように」


    　生死を左右できるほど、自分の祈りに価値があるとは思えない。彼らは戦いに赴くのだから、勝ちを願った方がいいのかもしれない。


    　けれど、シャテアが願うのは。ただ特別な二人が幸せであるよう、希望を抱くことだけを願う、ささやかな祈りだった。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    
      ──チリ　プンタ・アレーナス空軍基地

    


    　僕たちは専用の飛行機に乗り込み、数時間でチリに到着した。外交官特権で運んだ荷物を受け取り、ＣＩＡのセーフハウスへと集合。到着するとすぐに装備品を綿密に点検し、それが終わると軽い運動で体を解ほぐした。


    　シャーリーは打ち合わせに次ぐ打ち合わせで大忙し、他の工作員たちも似たり寄ったりだ。イヌガミは屋根に上って、空を見上げていた。どこか他者を拒絶しているように見えたため、邪魔するのは憚はばかられた。


    　取り残された僕は手持ち無ぶ沙さ汰たで、セーフハウスの書棚にあったＣＩＡ特注のサバイバル・マニュアルなんかを読んでいた。どうやら南米のジャングルを想定しているものらしく、今一番欲しい情報だった。


    　一応予定では、ジャングルへの踏破は一時間とされているが夜間のうえに灯あかりをつけることも難しい状況だ。道に迷う、という滑こつ稽けいな展開も決して捨て切れない。


    　夜のジャングルは昼間とはレベルが違う。夜行性の獣や虫が活発に動き回るのに、昼間と異なりこちらはそれが全く分からない。例えば沖縄にいる毒蛇として有名なハブは夜行性だ……そして、南米にもハブと同種の毒蛇が生息している。今から行く島に、そういうものがいないという希望的観測を、僕は持っていない。


    　……というよりも。もしも、その島が丸ごと〝クラブ〟の所有地ならば、ジャングルを残していること自体が罠わなのような気もするからだ。


    　毒蛇やサソリ、あるいはそれ以外の獰どう猛もうな動物。


    　いかにも連中が好みそうなものだ。特に毒蛇。以前ファーレンヴァイダーのナイフで強烈な毒に苦しんだ身としては、ごめん蒙こうむりたい。戦闘力の低減は免まぬかれないからだ。それでもどうにか勝利できたが、アストライアに限っては万全の態勢で臨みたい。


    　一応、血清は持っていくことになっている。使う機会がないといいが。


    　僕の装備品リストは、シャーリーを含めた他の工作員とは当然ながらまるきり異なっている。


    　まず真っ先に挙げられるのはククリナイフ〝ヴィジャヤ〟と〝ソワカ〟。それから、ＣＩＡの戦闘でも使用したボディスーツ。バックアップ用のワルサーにスタングレネードといったお馴な染じみの装備。


    　それから、基地潜入に必要だろうとフック付きのロープを渡された。縄の材質はパラアラミド繊せん維い、細くて軽くて頑丈で燃えにくい。


    　その他、細こま々ごまとしたもの──ライターやコンパス付きの腕時計などを一通り確認する。


    　もう、準備は整った。


    　やたらと昂たかぶっていた気持ちは、ここにきて急激に収束を開始していた。何というか、アストライアと出会うまでに、その熱を消費するのがもったいないという気がしてきたのだ。


    　心は凍るように冷たくて。


    　そのくせ、核となる部分は熱かった。


    　サバイバルマニュアルをぱらぱらと[image: ]めくっていくと、最後に誰かが殴り書きをしていた。恐らく、この本を読んだ工作員の誰かだろう。


    



    〝怪物と戦う者は、その過程で自分自身が怪物にならぬよう心がけよ。深しん淵えんを覗のぞき込んだとき、その深淵もまたこちらを見返しているのだから〟


    



    　ニーチェが自身の書籍で語ったあまりにも有名な一節だ。


    　僕にはもう遅いアドバイスだな、と思った。


    　怪物となってしまった僕は、深淵を覗き込み続けるしかない。せめて墜落しないように、祈るばかりだ。


    　決行は明日の夜。今日はまさに最後の一日だ──。そう考えているとドアをノックする音が三回なった。「どうぞ」と告げるとシャーリーがひょいと顔を出す。


    「こんな時間にどうしたの？　シャーリー」


    「あー、うん。入ってもいい？」


    　シャーリーが申し訳なさそうに言った。「いいよ」とドアを開く。シャーリーは普段通りのラフな格好で、手にワインボトルを持っていた。それは構わないのだが、ワイングラスが二つある。


    　どうやら、僕にも飲めということらしい。


    「ワインは飲めない」


    「心配しなくてもいいわ。ただの葡ぶ萄どうジュースよ」


    　小さな部屋で、テーブルや椅子のようなものはない。僕はベッドに腰掛け、シャーリーは床にあぐらをかいて座った。


    「ジュースのくせに結構高いのよ、これ。こういうときのために、取っておいたんだから。さ、飲んで飲んで」


    　ワイングラスを押しつけられ、やむなく受け取る。シャーリーの手で注がれる赤紫色の液体は、宝石を溶かしたように綺き麗れいだった。


    「さ、乾杯」


    　シャーリーがワイングラスを突き出す。


    「何に乾杯？」


    「勝利に」


    　勝利、か。何をもって勝利というべきか、〝クラブ〟の壊滅は間違いなく勝利だがその後、僕がどうなることやら──。


    　いや、それを考えるのはよそう。


    　少なくとも〝クラブ〟は壊す。僕のこれまでの過去、これからの未来全てを捧げてでも、必ず叩たたき潰つぶしてやる。


    　分かりやすい目標を改めて設定したことで、少しだけ肩の力が抜けた。その勢いで、僕はグラスに注がれたジュースを口にした。


    　市販のジュースとは比較にならない味の濃さだった。


    「明日が明日だからね。念のために、お酒はなし」


    　そう言って、シャーリーも自身のグラスにジュースを注いだ。楽しむようにグラスをゆっくりと回す。


    「出会ってから一年くらい経つけど、ずいぶんとまあ、世界を旅して回ったものね」


    　確かにそうだ。出会う前はともかく、出会ってからはシャーリーに助けられ通しだった。僕は戦闘能力においては、このセーフハウスにいる全員に負けない自信はある。だが、潜入工作となるとそうはいかない。


    　シャーリーがいなければ、短期間にこれほど多くのケモノを狩ることはできなかっただろう。


    「前から言おうと思っていたんだけどさ」


    「ん。何？」


    「……本当にありがとう。シャーリーには、どうやっても返せないほどの恩がある」


    「いいのよ。こちらもこちらで、色々と目的があったのだし」


    「目的、か。打倒長官とか？」


    「あれは後付けの目的。もう一つ大事な目的があるのだけど──貴方あなたには、教えてあげない」


    「何だよ、それ」


    　子供じみた拗すね方をすると、シャーリーは愉快そうに笑った。


    「たまに子供に戻るのよね、貴方あなた。それが結構魅力的なのよ」


    「……褒められている、と受け取っていいのかな？」


    「そういうときはありがとう、とシンプルに返答なさい。穿うがった物の見方をする男はあまりモテないわよ」


    　決戦の前日にしては、あまりに気の抜けた会話だった。どうでもいいよ、と僕は素っ気なく告げる。


    「貴方に待ち受けているものが、私には大体分かっているわ」


    　不意を突くように、シャーリーが言った。シャーリーは微ほほ笑えみを浮かべているが、彼女の真意も心底も、どうにも摑つかめない。


    「分かっているなら、なんだっていうんだよ」


    「別に。私が今まで、作戦以外で貴方の人生を縛ったことがあった？　私は常に貴方の選択を尊重してきたでしょう？」


    　確かにシャーリーの言う通り。彼女は作戦を立案することもあった、だが人生の選択という点において一度も口出しすることはなかった。


    「ただ、一つだけ覚えておきなさい。人生には思いも寄らぬ出来事があるわ。空からカエルが降ってくることだって珍しくない。いい？　問題はそのときに何を選び直すかよ。選び直す権利は、誰にだってあるのだから」


    　──彼女の言葉は、奇妙なくらい僕の胸に染み渡った。もしかするとこれまでシャーリーがくれたものの中でも、最高の贈り物だったのかもしれない。


    　不意に眠気が襲う。


    「……何か入れた？」


    　恐る恐るそう尋ねると、シャーリーはにんまり笑って言った。


    「眠れるお薬よ。さ、しばらく体を休ませなさい」


    「そうする、おやすみ──」


    　僕は意識を喪失した。夢も見ないほどに、深く深く寝入っている。なので、この空白の時間は完全に無防備だった。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　よかった、ちゃんと効いた──とシャーリーは胸を撫なで下ろした。何しろ赤あか神がみ楼ろう樹きである。睡眠薬の効果がないという可能性も充分有り得たのだ。とはいえ、この状況はセーフハウスがほぼ百パーセントに近い確率で安全であるという確証があるからだろう。


    　もしシャーリーが拳銃を握れば、その臭いを嗅かぎ付けて楼ろう樹きは自動的に反撃する可能性が極めて高い。……そういう生物なのだ、彼は。なので、今のシャーリーは銃や武器を一切身につけてはいない。下着に仕込んである絞殺用ワイヤーも外してきた。万が一、目が覚めれば手が付けられない。


    「楼樹。悪いんだけど、このチャンスを逃のがすと二度と手が届きそうにないのよね。だから、まあ……犬に嚙かまれたとでも思って、気にしないでちょうだいな」


    　赤あか神がみ楼樹が起きていたら、間違いなく全力で逃げ出すであろう台詞せりふを呟つぶやいて、シャーリーは楼樹に覆い被さり、せめてもの詫わびにと唇くちびるを重ねる。


    　暗い部屋で彼女は蛇のように絡みついた。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　──目が覚めると、シャーリーはいなかった。時刻はなんと昼を過ぎてまもなく夕方だ。十時間以上は眠っていただろうか。このところの連戦で、疲労が溜たまっていたらしい。


    　枕元にメモが置いてあった。シャーリーの字体だ。


    



    〝ありったけの感謝を込めて〟


    



    　署名の最後に、口紅が付着している。


    「キスマーク……？」


    　一体これが何を意味するのか、さっぱり分からない。……まあ、人から感謝されるというのは悪い気分じゃない、と脳裏に過よぎる疑問をさっさと放り投げた。


    　……今日は、出立の日。つまり、夜にはセント・マクシモス島へと向かうことになる。


    　それまではでき得る限り平常心で過ごそう。戦いに、悔いを残さないように。


    　だから僕は、努めてアストライアや〝娯楽提供者エンターテイナー〟のことを考えるのはやめた。


    　与えられた個室で無心になってククリナイフを振るって汗を流し、柔軟体操を行った。それから、高カロリーの軍用レーションでこの日一日たっぷり動くだけのエネルギーを補充する。


    　味については、なるべく考えないようにする。……まあ、アメリカ人らしい、といえば大体の想像はつくと思う。別に不ま味ずいわけではないが、不意に白飯が恋しくなった。


    　イヌガミは分厚いステーキに食らい付いている。鋼鉄の牙きばは、どんな硬い肉だろうが容赦なく切り裂くだろう。


    　食事を済ませて、イヌガミと二人で過ごす。会話はない、思考もない、ただ──あまりにも穏やかな時間を楽しんだ。


    



    　夜になって、部屋で精神統一をしているとノックの音が響いた。こちらが応じるより先に、問答無用でドアが開く。


    「出発よ」


    　シャーリーの言葉に頷うなずき、荷物を抱える。既に僕も含めた全員、戦闘用のボディスーツに着替えていた。ダイバースーツも兼ねているので、このままで問題ないらしい。


    「あと十分で潜水艦が指定の地点に浮上するわ。浮上から潜水までに許される時間は三分。それを過ぎたら、いきなり遅刻で失敗ね」


    　僕たちは急いでセーフハウスを出ると、すぐに二台のバンへと乗り込んだ。僕とシャーリー、そしてイヌガミ、そして三人の工作員──チトラカ、シャカール、クリーナーが同乗した。一応全員の顔は把握していたが、彼らが潜水用のマスクを装着すると誰が誰だか分からなくなった。それは向こうも同じだろうが。


    「イヌガミ、つけるわよ」


    　イヌガミは大人しく軍用犬用のダイバーセットを身につけた。ところでイヌガミは並の軍用犬と比較しても相当に大きい。それが軍用犬のダイバーセットを身につけると、最も早はや一つの兵器のようにも思える。


    「立派ね。今の貴方あなたなら灰色熊グリズリーにだって勝てるでしょうね」


    　シャーリーがそう呟つぶやくと、イヌガミは前肢で器用にマスクを外すと、胸のポシェットにあったいつもの対話用スマートフォンとタッチペンを器用に口で引き[image: ]ずり出し、素早く言葉を打ち込んだ。


    



    〝もう三回勝っている〟


    



    　沈黙。


    　それは失礼、とシャーリーが詫わびて僕は思わず吹き出した。他の三人は、イヌガミが言語を操る様さまを見て目を白黒させている。前提の知識として与えられてはいたが、さすがに信じていなかったのかもしれない。


    　チトラカが「この間、食べ残しをやろうとしたらそっぽを向かれたのはそれでか……」とやたら納得していた。


    　バンでの走行は極めて短かった。五分もしないうちに、運転手が車を停止させる。僕たちは後部ドアを開いて降りた。


    　すぐに二台目のバンからも、残りのメンバーが降りてきた。予あらかじめ準備されていたゴムボートに僕たちも乗り込む。夜の海は静かで、暗くて、そこはかとないおぞましさを感じた。


    　言うまでもなく、ＣＩＡが所有している潜水艦がチリのドックに入れるはずもない。なので、このゴムボートでしばらく海を行くことになる。


    　全員がゴムボートに乗り込み、バンの運転手がそれを見送った。海の向こうで、赤い火花が上がった。照明弾だ。


    「急ぐわよ」


    　ゴムボートのエンジン音はそれほど大きくはなかったが、何しろ暗く静かな海の上だ。酷ひどく響く感じがして、どうにも落ち着かなかった。


    　照明弾が打ち上がった傍そばまで来ると、僕の目にも潜水艦が見えた。誰かが誘導灯を振って、こちらを案内しようとしている。


    　操縦していたロックは器用にゴムボートの軌道を変えて、潜水艦の壁面にぴたりとくっつけた。そこにあった梯はし子ごから、順番に登っていく。イヌガミは、一番大柄なロックが抱えていった。


    「ＤｏＡ作戦メンバーの諸君、ようこそ『アーロン・バー』へ」


    　ハッチから体を出していた艦長らしき人間がシャーリーに握手を求めた。


    「よろしく、艦長。プランは通達済みね、何か問題はある？」


    　応じたシャーリーの言葉に、艦長は肩を竦すくめた。


    「今のところはないが……本当にデフコン１が必要なのかね？」


    　艦長の訝いぶかしげな声。デフコン、とは本来アメリカ国防総省が規定した戦争への準備状態を指す。最小ミニマムは５ファイブ、最大マツクスは１ワン。つまり、デフコン１とは事実上の戦争状態ということを指し示している。


    　もちろん、今回の場合はこの潜水艦内部での状況に限る。つまり、この任務はただ特殊工作員をどこかに送り届けるだけの簡単な任務ミルク・ランではないということだ。


    「必要よ。一応、潜入任務だけど魚雷発射の準備は整えておいてちょうだい。敵潜水艦は、私たちが対処する予定だけど──どうしようもないときって、あるものだから」


    



    　僕たちは潜水艦に乗り込み、ゴムボートはそのまま置き去りにした。一定時間が経過すると、ゴムの空気が抜けて沈没するように設計されているらしい。士官の案内で、僕たちはＳＤＶが設置されている区画へと誘導された。目的地までは約三十分。計画の遅延は今のところない。


    「その犬に小便はさせないでくれよ」


    　士官がおどけた表情でそう告げると、イヌガミはジロリと睨にらんだ。クリーナーがぽん、と彼の肩を叩たたいて、耳元で囁ささやいた。


    「謝った方がいい。彼はとても怒っている」


    　ぎょっとした顔で士官がイヌガミを見る。同意するようにイヌガミが頷うなずき、一歩踏み込んだ。からかった士官は、慌てて謝罪すると「それでは何かあったらお呼びください」と言って出て行った。


    　クリーナーはそれを見てニヤリと笑う。イヌガミは礼を言うように、彼を見ながら尾を振った。


    「全員、酸素ボンベを背負って。今のうちにマスクの無線通信を起動させて、障害がないか確認してちょうだい」


    　僕たちは潜水用の酸素ボンベを背負い、マスクを装着した。顎あごの部分にあったスイッチを入れて、通信を起動する。少し経って、耳元で各人の声がした。


    《ロック……通信オーケー》《ボーパルバニー……通信オーケーよ》《コサック……オーケーだ》


    　各人の声を全部拾い上げ、僕も通信オーケーと伝え、イヌガミも吼ほえて通信が届いていることを示した。


    《ワードワーズ……通信オーケー。よし、それじゃあ準備に入るわよ。私たちの班はここから階段を上って二階にあるＳＤＶに向かうわ、行きましょう》


    　エアロックの扉が完全に閉じられる。


    『浸水開始します。マスク着用をご確認ください。緊急時の際は扉横のスイッチを──』


    　警告を聞き流しつつ、僕たちは注水を待つ。どっ、と水がエアロック内部に押し寄せる。幸いにもここは南米だ。夜であるが、海水はそれほど冷たくはない。加えて、今着込んでいるボディスーツが完全に冷気を遮断していた。イヌガミの方は金属の体毛があり、内臓器官などが冷えることはなさそうだ。


    　胸元まで水がせり上がる──トレーニングは積んだものの、この瞬間はいつも緊張する。やがて、水はエアロックの隅々までを充たした。


    《全員、呼吸は大丈夫ね？》


    　イヌガミも含めて皆がオーケーサインを交わした。それを見て、シャーリーはドライデッキシェルターへの扉を開いた。


    　床を蹴けり、壁の手すりに摑つかまりながら階段を上っていく。


    《あれがＳＤＶよ》


    　ＳＤＶ──小型潜水艇は人間が乗り込むようにはできていない。細長い、まるでイルカかシャチのようなスタイルをした潜水艇だ。中に乗り込むわけではなく、側部にあるグリップを握って引っ張られるだけだ。ドライバーは一人で、バイクのようにＳＤＶにまたがり、タッチパネルと操縦桿かんで操縦する。


    　こちらの運転手はもちろんシャーリー。向こうの運転手はロックのようだ。


    《残り時間は十八分二十四秒。全員、配置について》


    　シャーリーの言葉に、皆がＳＤＶの脇に移動する。イヌガミはグリップを握ることができないので、いわゆるハーネスを改良したものを結びつけてある。僕はイヌガミの後ろに位置し、彼のハーネスが何かに引っ掛からないよう注意を払うよう伝えられていた。


    　残り時間五分を切る。


    《こちら『アーロン・バー』艦長。まもなくセント・マクシモス島が確認できる……くそ、何てこった。機雷反応多数！》


    《落ち着いて、艦長。向こうに感知されるギリギリで、私たちを切り離して！》


    《ああ、分かっている。おおよそ三分後に切り離す、そこが発見されないギリギリの地点だ》


    　全員に緊張の色が滲にじむ。さすがに僕も、少々落ち着かない。海中は僕にとっても未知の世界だ──浮力で肉体のコントロールが効かないという点が、やはり恐ろしい。


    《ライトが消えるわ。暗視装置ナイトビジヨンは自動的に起動するから、慌てないで》


    　シェルターのライトが消えて、真っ暗闇となった。と同時に、マスクの暗視装置ナイトビジヨンによって視界が再び取り戻される。緑色の世界が、眼前に広がっていた。


    《言うまでもないけど、海中で一番やっていけないことはパニックよ。状況によっては味方に殺されることもあると覚えておいて！》


    　どれほど一流のダイバーでも、一度パニックに陥るとどうしようもなくなるらしい。


    　浮上している、と思って海溝奥深くに潜っていったダイバーすら存在するそうだ。素人ではなく、屈指のベテランが、だ。


    　海中ほど未知の世界はなく、心を砕く場所はない。たとえわずかな時間のダイブだとしても、それは覚悟しておいた方がいい──とシャーリーは僕に言い含めた。


    　暗視装置ナイトビジヨンがあるとはいえ、視界は本来とは比べものにならないほど制限されている。周囲を見失わないようにしなければ。


    《三十秒前。ＳＤＶを起動するわ》


    　シャーリーがＳＤＶにまたがると、スイッチを入れた。防水加工された液晶パネルが鮮やかな色を帯びる。エンジンが唸うなりを上げ、僕の背後にあるプロペラが力強く回転を始めた。


    　無機質な声が無線越しに響き渡る。


    《デッキシェルターが開放されます。デッキシェルターが開放されます》


    　屋根が開いた。同時に、ＳＤＶがぐんと宙に浮き上がる。水の抵抗が強いため、僕たちは必死にグリップにしがみついた。


    《点呼準備。アルファ隊──ワードワーズよし》


    　僕たちはシャーリーに従って、次々と点呼する。ブラボー隊……一階のＳＤＶから発進した残りの六人も、全員無事に離脱できたようだ。


    《まもなく機雷よ。上下左右に動くから、グリップにしっかりしがみついて！》


    　暗視装置ナイトビジヨン越しではなかなか見えにくいが、ＳＤＶのソナー機能によってシャーリーには既に機雷が見えているらしい。


    《頼むぞ、シャーリー》


    　祈るような声。彼女の操縦に、全員の命が懸かっているのだから当然だろう。


    　シャーリーが操縦桿かんを動かすと──ＳＤＶは緩ゆるやかに曲がり出した。僕たちのすぐ傍そばを、球状の物体が通過する。赤く点滅するそれは、間違いなく機雷だった。


    《神様》


    　誰かが神に祈る。その気持ちは僕にもよく分かった。何しろ水中である以上、避けることすらできないのだから。まさに運を天に任せるしかない。


    《下降するわ、気をつけて》


    　シャーリーの言葉と同時、ぐんと体が海へと引き[image: ]ずり込まれていく。機雷が頭を掠かすめて背筋がゾクリとする。ここから先は前後左右天地、どこを見ても機雷だらけだ。


    《右──》


    　慣性の力で体が左に流されかかるのを、グリップにしがみついてどうにか耐えた。イヌガミが辛つらそうなので、咄とつ嗟さに彼の体をＳＤＶに押しつける。イヌガミが目で礼を告げた。


    　機雷、機雷、ひたすら機雷の群れ。


    　歩く死体リビングデツドに気付かれぬよう、こっそりと歩いている気分。僕にできることは何もないし、ここで機雷の爆発に巻き込まれればさすがに死ぬ。


    　しかもまあ、無様な死だ。潜入の第一段階から突破できないなんて。ハードル走で、最初のハードルに足を引っ掛けた気分……だろうか。いや、さすがにそれよりはもっと重いか。


    　今度の機雷は耳を掠める──ぞっとするほど冷たい感触。耐えろ、と自分に必死になって言い聞かせる。僕ですらこうなのだから、シャーリーやロックにかかっているプレッシャーは並大抵のものではあるまい。


    《なあ、ま……まだなのか？　くそ、耐えられない》


    　誰かの声──逼ひつ迫ぱくした調子。パニックに陥る寸前らしい。


    《落ち着け、ウェイター。シャーリーは上う手まくやっている。しがみつくことを忘れるな》


    　クリーナーが冷えた声でそう言った。彼の言葉に、僕は改めてグリップを摑つかみ直す。


    《なあに。機雷に触れたらサヨウナラ。何が起こったかも分からないうちにあの世行きだぜ》


    　バッドが何とも気楽な様子で告げた。


    《ちょっと。静かにしなさいよ、こっちは集中したいの。そら、次は上よ》


    　彼らの軽口で、少しリラックスしたのか。シャーリーの声にも緊張が消えていた。


    《どこまで続くんだろう？》


    　僕の呟つぶやきにシャーリーが応じた。


    《もう少しで抜けられるはずよ……そら、抜けた》


    　機雷がなくなり、視界が広がった。安あん[image: ]どの息を零こぼしかけ──僕の脳に、ズキリと痛みが走った。危機的状況下に突如陥ったという感覚。


    《シャーリー！　気をつけろ！》


    《噓うそ、何かいる……!?》


    　僕は咄とつ嗟さにグリップを離した──こういうときは、理性に勝る本能に従って行動した方がいいと、僕は経験則で知っている。


    　背中のククリナイフ、〝ヴィジャヤ〟と〝ソワカ〟を引き抜く。水を蹴けって、僕はシャーリーの言う〝何か〟の方角へと向かった。


    《楼ろう樹き!?》


    　視界は狭苦しいが、水の微かすかな震動が体に触れる。悪寒──咄嗟に体を仰のけ反ぞらせて躱かわす。


    　僕の脇を何かが通過した。背後の機雷にそれが到達、爆発した。


    《シャーリー、ここはいい。急げ！》


    　僕の言葉に、ＳＤＶが慌てて右へと曲がっていく。僕はそれを横目で見つつ、先ほどの攻撃の正体を探ろうと試みる。


    　暗視装置ナイトビジヨンの視界は覚おぼ束つかないが、僕の第六感シツクスセンスは極めて鋭敏に働いている。


    　方向を過あやまつことなく、僕は前へと進む。ただし、水中のスローモーな動きだけはどうすることもできない。もっとも、それは〝娯楽提供者エンターテイナー〟も同じだろう。


    　暗視装置ナイトビジヨン越しに、ようやくその姿を捉えた。……捉えて、今しがたの考えが過ちであることがよく分かった。


    《楼樹、大丈夫!?》


    《……鯨だ》


    《はい？》


    　僕の呟つぶやきに、シャーリーが無線越しにきょとんとした様子なのが面白い、とこんな状況で考えてしまった。


    《鯨の頭を被ったコスプレ男だ》


    　しばしの沈黙の後、シャーリーはぽつりと呟いた。


    《……そりゃ、〝娯楽提供者エンターテイナー〟以外の何者でもないわね》


    　手には水中銃と巨大な銛もり。鯨の頭は驚いたことに、本物らしい。生臭くないのかな、と思うが多分、そんなことはとっくの昔に気にならなくなっているのだろう。


    　鯨頭は、奇妙な音を出した。鯨の鳴き声のようなものが、周囲に響き渡る。警告か、あるいは殺意の現れか。いずれにせよ、水中戦を覚悟せねばならないようだ。


    《シャーリー、行け。どっちみち、僕はここから別行動なんだ》


    《分かった。幸運を！》


    《君もな！》


    　通信が切れ、僕は眼前の〝娯楽提供者エンターテイナー〟に全神経を集中させる。


    　鯨頭は水中銃をこちらに向けた。爆薬が仕込んであるのは、先ほどの一撃で経験済みだ。させるか、とばかりに僕は横へと水を蹴ける。想像以上にまどろっこしい動きに焦あせりが募る。


    　鯨頭が水中銃の銃ひき爪がねを引いた。


    　払い落とす、あるいは防御するという行動は捨てた。どちらにしても、爆発によるダメージが避けられそうにないからだ。従って、発射された爆装槍スピアボムを全力で躱かわすしかない。


    　動作に一切の余裕がない。全身の力をありったけ使用して、水を蹴る。本当にギリギリで槍を躱す。息つく間もなく、鯨頭が銛もりで襲いかかってきた。


    　近接戦闘を選んでくれたことに安あん[image: ]どしつつ、僕はククリナイフで向かい合う。水の抵抗で、斬ざん撃げきはほとんど効果がない。だが、それならそれで戦いようはある。


    　二刀のククリナイフを交差させ、僕は一目散に突貫する。突き出された銛を、交差させたククリナイフで弾いた。分厚い刀身を持つこのククリナイフは、銛ごときで貫けるはずもない。


    　懐に入り込み、ククリナイフの刃を肩口に当てた。本来なら首筋を狙ねらうべきだが、鯨頭が邪魔をしているのだ。……だがまあ、いずれにせよ結末は同じだ。


    　分かるだろう、鯨頭。この距離なら関係ないんだ。


    　力を込める。肩口に触れている以上、水の抵抗はゼロだ。鋭い刃はあまりに容易に、肩口から心臓までを引き裂いた。


    　もがき苦しむ鯨頭をよそに、僕は既に次──シャーリーたちと合流するために、水を蹴って彼から離れようとした。


    　が、水を蹴った足を摑つかまれた。振り向くと、鯨頭が目に血を迸ほとばしらせながらこちらを見つめていた。その視線、その悪意に気付いた瞬間、僕は全力でこちらの足首を摑んだ手を蹴った。


    　──だが、少し遅かった。


    　鯨頭が持っていた水中銃に装そう塡てんする爆装槍、それら全てが爆発した。水流が乱れ、視界が完全に塞ふさがれる。僕の体が、ぐるぐると回転した。


    　パニックに陥るな、という教えを思い出すが……どこに向かえばいいのかも分からない！


    　爆圧が僕の体を弄もてあそぶ。両腕をばたつかせながら、ともかく上へ──僕が上だと思った方向へと向かう。


    　どうか海底へと向かっていないことを、僕の直感が間違っていないことを信じる外ほかない。


    　空気エアの残存は五分もない。あと五分で海面に浮上できなければ、事態は最悪だ。


    　……いや、大丈夫。まだ空気は残っている、残っているのだ。それでも無意識に息苦しさを、肺が押し潰つぶされそうな感覚を抱いてしまう。


    　僕は上へ向かっている──大丈夫、直感を信じろ。だが問題は空気の残量だ。既に一分を切っている。駄目だ、海面はまだ先のように感じる。


    　空気が切れた、僕は迷わず背中のボンベを投棄した。自然破壊、などという言葉が思い浮かぶ。後で回収するよう頼んでおく、と言い訳して僕は全力で水を蹴った。


    　僕の潜水限界はどのくらいだろう。二分？　それとも三分？　人によっては、二十分を超えるらしい。ただ、その為には五時間前の絶食や純酸素の取り込みなど、様々な要素が必要らしいので、現状の僕にはあまり参考にならない。


    　集中──集中する。海の中は、おぞましい悪意が渦巻く世界だった。海全体が、人間という存在を拒絶しているような感覚だ。


    　長時間海に浸かるだけで、人は死ぬ。寒さ、皮膚の柔やわさ、近付いてくる捕食種、とにかくあらゆる武器を使って、海は人を殺す。


    　誰が殺されてやるものか。僕は目的を果たすまでは、絶対に死なない──そう決めたし、そう誓ったのだ。


    　三分が経過。息苦しい、だがパニックはない。死んでたまるものか、という強烈な使命感が酸素の有無を棚上げする。五分後──僕の腕は、冷えた空気に触れた。さらに水を蹴けって、海面から顔を出す。


    「……………………は、あっ……………………！」


    　息を吸う。酸素を肺に充じゆう塡てんする。はっ、はっ、ととにかく呼吸し続ける。五分間の潜水は自己新記録だ。そうして、酸素を思う存分味わったところで僕は気付いた。


    「……シャーリー？」


    　無線呼び掛け──応じない。雑音だらけで、無線は役に立たないようだ。


    　それからもう一つ、致命的な事実に気付く。


    「くそ、最悪だ」


    　ククリナイフが僕の手から消えていた。恐らくあの爆圧の際に、手から離れてしまったらしい。戦闘能力の低下については問題ではない。問題は、アグニが僕に託してくれた武器をなくしてしまった、という点だ。


    　死の間際に、僕に敬意を払ってくれたあの〝娯楽提供者エンターテイナー〟の厚意を踏みにじってしまった。


    　だが、失ったものを悔やんでも仕方ないし──その余裕もなさそうだ。僕の第六感シツクスセンスは、既にジャングルの中にいる〝何か〟の気配を感じ取っている。


    　装備品のほとんどはさきの自爆で失ってしまった。……唯一、腰に巻いていたフック式のロープとそれに絡みついていた戦闘用のブーツだけは無事だ。これの他には……ああ、右腕に巻いた腕時計がある。


    　武器、と呼べるものはない。だが、これも問題ないだろう。……〝調達〟すれば済む話だ。そしてその調達先は、幾らでも心当たりはあった。


    　武器はない。だが服は着ている。腕時計もロープもある。何より僕の神経は冴さえ渡っている。


    　ならば、まあ──戦闘行動に支障はないさ。


    　僕は歩き出す。夜のジャングルは、世界で最高に凶暴で凶悪な場所だろう。けれど、それがどうした……凶暴というならば、今の僕はジャングルのあらゆる生物にだって負ける気はしなかった。
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    　世の中には、本当に壊れた人間たちがいる。


    　しみじみとその場にいた全員がそう思っていた。五十人のチップ会員たちは、啞あ然ぜんとした様子で残った会員メンバーたちを見守るだけだ。


    　大金を支払い、人を狩る──その時点で、自分たちは人間として完全に壊れていると思った。それが誇りでもあったのだ。


    　しかし、そうではなかった。真にブッ壊れた人間たちは、その段階すら踏み越える。


    「いやいや。思っていた以上に、手術を受ける方々が残っていて僕としても感動ですよ」


    　アストライアがそう呟つぶやくのも無理はない。


    〝クラブ〟に残った十一人の会員たちそれぞれが〝娯楽提供者エンターテイナー〟ロビン・フッドの、あるいはファーレンヴァイダーの遺伝子を投与し、己おのれの肉体を変化させていた。


    　人を狩るためならば、金を幾ら注いでも惜しくはない。そう思っているうちはまだ甘い。自分すら捨てる気になって、ようやく一人前の会員というべきだ。できれば〝悲哀グリーフ〟の遺伝子を投与したかったのだが、残念ながらアレは実験的に製造されたものらしい。


    「それでは十一人の会員の皆々様！　そして三十九人のスタッフ諸君！　これが最後のゲームです！　皆さん、力一杯狩りハントを楽しんでください。そして五十人のチップ会員の皆様にとっても、恐らくこれが最後のゲーム。この五十人のハンターの誰かが赤あか神がみ楼ろう樹きに殺害されるごとに、チップ会員の中の誰か一人が生け贄サクリフアイスとなって死にます。皆さん、どうか見知らぬ誰か、見知らぬ貴方あなたの救世主が生き残ることを祈っていてくださいね」


    　五十人の会員たちは、引き攣つった笑みを零こぼした。


    　相手は外ほかならぬ赤神楼樹。かのバレルガニアで一千人を殺害したクラブ史上最強の〝獲物〟だ。


    　彼らは全員、椅子に縛り付けられている。チップ会員五十人はずらりと円形に並べられており、彼らの頭上にはそれぞれ、鋼の剣が吊つるされていた。


    　狩人である会員やスタッフが死ぬと、剣が落下する。躱かわすことはできない、せいぜい突き刺さる場所を脳天にするか、首筋にするかくらいだ。どちらにせよ、死ぬ。


    「それじゃあ、スタッフのみんな。後はよろしく！　このゲームは、別に誰かが楽しむためじゃない。本当に面白いゲームとは、自分の命を[image: ]け金チツプにしなければ実感できないという、ありきたりの真実を教えるためのものさ」


    　チップ会員たちは項うな垂だれた。


    　心底後悔していた。こんな、彼らのような完全に壊れた存在と関わり合いになるべきではなかった。その必要はなかった。金さえ出せばどんなものでも見ることができるという好奇心と、どんなコトでも思い通りになるという傲ごう慢まんさが、自分たちの仇あだとなった。


    　一方、狩人である十一人の会員メンバーたちはいずれも筋金入りだ。赤あか神がみ楼ろう樹きのことを知っても〝クラブ〟から逃げることなく、立ち向かうための力を欲し、それが自分を犠牲にするものだと知っても喜んで受け入れるような破は綻たん者しやたちだ。


    　三十九人のスタッフと十一人の会員は、今やかつて存在した〝娯楽提供者エンターテイナー〟たちと一体化している。


    　ローマにおいて赤神楼樹は十二人の〝娯楽提供者エンターテイナー〟を相手取って戦った。だが、今回は五十人に膨ふくれ上がっている。


    　まさに、ラストゲームに相応ふさわしい壮大さだ。


    　赤神楼樹はそれでも全てを乗り越えて、この〝無垢イノセント〟の前に立ちはだかってくれるだろうか？


    　あらゆるものを失い、絶望し、憤怒し、それでもこの自分の前に立つだろうか。


    　いや、立ってくれなければ困る。もし彼が自分と戦う前に死んでしまえば、この胸を搔かき毟むしりたくなるような喪失感は、二度と埋まることがないだろうから。


    「……ん？」


    　ふと、耳鳴りのような音をアストライアの耳が拾い上げた。そう言えば、既に〝彼女〟の方も待ち人が来た頃だろうか。


    　正直、二人の戦いを見てみたくはある。監視カメラもあるし、画えも音も拾い上げることができるのだが──不思議と、アストライアはその気になれなかった。


    　その行為は、どうにも二人の戦いを穢けがすような気がしてならなかったのだ。


    　だから、アストライアは待つ。かつて友であった少女が勝利することを、そっと心の中で祈るのだ。
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    　シャーリーたちは無事にセント・マクシモス島への潜入に成功した。浮上地点も予定通りである。ただ──赤神楼樹だけが、その場にいなかった。


    「どうする？」


    　ロックが自分たちの痕こん跡せきを始末しながら、シャーリーに尋ねる。シャーリーは無言で首を振った。


    「どの道、彼には別行動をとってもらうつもりだったし。先を急ぎましょう」


    「心配ではないのか？」


    「他人の心配をしている余裕はないわよ、私たち。……ボーパルバニー、斥せつ候こうをお願い。予定通り進めるわ。イヌガミ、途中まで同行する？」


    　イヌガミはこくりと頷うなずいた。全員が銃を構え、時計の時刻を合わせる。


    「行くわよ」


    　そうして、彼らはジャングルにその身を投じた。夜のジャングルは光など皆無だ。斥候を務めるのはボーパルバニー、殿しんがりを務めるのはシャカールだ。


    「……方位磁針が効かない」


    　ボーパルバニーが舌打ちをした。もしかすると、島の土地が強烈な磁場を帯びているのかもしれない。稀まれにある現象だ。


    「大丈夫？　方角は分かるの？」


    「植物の群生体や星の位置で、大まかには分かります。問題ありません」


    「オッケー、進むわよ」


    　暗闇の中を、彼らは慎重に歩き出した。ジャングルは歴戦の勇士である工作員たちを怯おびえさせるほどの深い、深い闇に覆おおわれている。


    　暗視装置ナイトビジヨンで見えるのも、ほんのわずかな距離だ。さらに視界が普段より遮さえぎられるのが、たまらない圧迫感を抱かせる。


    　時折踏み締める小枝のポキリ、という音すら耳に響いて彼らを落ち着かせない。


    「生命の気配があります」


    　ボーパルバニーが呟つぶやいた。彼女の言う通り、耳を澄ませば微かすかな息づかいのようなものが聞こえてくる。


    「蛇か？　サソリか？」


    「アナコンダやラットモンキーでないことを祈っていてください」


    　ボーパルバニーが素っ気なく告げる。彼女はジャングルの生物が、どれほどに危険なのかを理解している。軽口を叩たたく気になれないのだ。


    「……！」


    　手を掲げて停止のサインを送ったボーパルバニーの指示に従い、彼らは足を止めた。


    　しゅぅしゅぅという、奇妙な呼吸音がする。肉食動物の呼吸音ではない、鼻で嗅かいでも肉食獣独特の臭いを感じない。


    　暗視装置ナイトビジヨン越しに、動物の動きを見る──確定。


    「全く……言ったそばから、アナコンダです。警戒しているようなので、[image: ]う回かいしましょう。遠回りになりますが、その方が──」


    　その言葉に反応したイヌガミが、無造作に前に進み出た。


    「え……」


    　慌ててイヌガミを止めようとするボーパルバニーを、シャーリーが制した。


    「大丈夫。彼に任せてみて」


    　イヌガミはのそりと、アナコンダの警戒する領域に踏み込んだ。シャァァ、と音を立てて攻撃態勢に移ろうとした三匹のアナコンダは、ぴたりと動きを停止した。


    　アナコンダは蛇の頂点に立つほどの攻撃性と残ざん虐ぎやく性を有する。鰐わにや河か馬ばですら食らい付くその様さまは、まさに怪物の名に相応ふさわしい。


    　彼らは本能で動く生物であるが、それでも捕食獣プレデターとしての誇りはあった。だが──たった今、それが一瞬にして脆もろくも打ち砕かれた。


    　警戒の音すら忘れ、アナコンダたちはにじり寄ってきた怪物を見つめる。


    　小さかった。とても、小さな生物だった。恐らく、自分たちの顎あごならば丸まる吞のみできる程度だ。だが、アナコンダの拙つたない脳でも想像できてしまう。


    　巻き付いた瞬間、体を食い千ち切ぎられる。吞み込もうとした瞬間、逆に頭を引き千切られるだろう。そもそも、巻き付かせてくれるかどうかすら怪しい。


    　今、眼前の生物は足に力を溜ためている。彼がその力を解放すれば、この中の誰かが死ぬ。


    　いや──ひょっとしたら、纏まとめて殺されるかもしれない。


    　本能に従うアナコンダにとって、領域外に存在する怪物を相手に戦うなどという選択肢は存在しない。


    　彼らはたちまち、全速力で自身の縄張りから逃亡した。たとえ産卵期だったとしても、子供を置いて逃げたに違いない。


    　イヌガミはそれを見送ると、軽く吼ほえて安全を知らせた。


    「……アナコンダがいなくなってますね」


    　様子を見に来たボーパルバニーが啞あ然ぜんとした様子で呟つぶやく。シャーリーはだから言ったでしょ、と少し自慢げに彼女の肩を叩たたいた。


    「さあ、進みましょう。ボーパルバニー」


    「り、了解です」


    　再びボーパルバニーが前に出て、隊は前進を開始した。


    



    　変わらずジャングルは闇だ。だが、危き惧ぐしていた獣たちは全く出てこない。今では、隊の全員がその訳を理解している。


    　──イヌガミを恐れている。


    　イヌガミが足を止めて、軽く唸うなる。ただそれだけで、前に立ち塞ふさがっていた獣の気配が、悉ことごとく雲うん散さん霧む消しようしていくのだ。隊はジャングルを楽に進み、目標とする時間を上回る速度で歩き続けた。


    　……が、イヌガミは突然足を止めた。ピクピクと鼻をひくつかせ、微かすかに唸うなる。


    「どうしたのかしら？」


    　斥せつ候こうのボーパルバニーは念のため、隊の進行を停止させた。シャーリーがイヌガミの見事な逆毛の背中リツジバツクを軽く叩たたいた。


    「イヌガミ。……いたの？」


    　振り向いたイヌガミは、申し訳なさそうに項うな垂だれて尻しつ尾ぽを軽く一度振った。


    　シャーリーは寂しそうに、彼の頭を撫なでる。


    「そう。じゃあ、これでお別れね。皆、聞いて。イヌガミは兼ねてからの予定通り、ここで離脱するわ。彼には彼で、なすべき戦いがある。見送ってあげて」


    「参ったな。ここから先はイヌガミなしか」


    「よし、頑張れよ。イヌガミ」


    　隊員たちがぽん、と背中を叩いて別れを惜しむ。イヌガミはそのたびに、軽く尾を振った。最後に殿しんがりのシャカールと別れの挨あい拶さつを交わし、イヌガミはジャングルの闇へと歩いていく。


    　そして、去り際に彼らに聞こえる程度の声で一声啼ないた。


    　シャーリーは目尻の涙を拭ぬぐう──これが、今こん生じようの別れだと理解しているのだ。イヌガミはもう、勝とうが負けようが自分たちの知るイヌガミではなくなる。


    　隊は再び侵攻を開始した。とはいえイヌガミが離脱したせいだろう。これまでより、その進行は遅い。彼がいるうちに時間を稼いでいたお陰で最終的には予定通りの時間に落ち着きそうだ、とシャーリーは素早く脳内で計算した。


    「……正直、あいつの嗅きゆう覚かくを当てにしていたんだがな」


    　ウェイターが歩きながら愚痴を零こぼす。犬の嗅覚は人の数千倍を誇る。ただ、鋭敏なだけではない。嗅かぎ分けること、追跡すること、それらを人間には絶対に不可能な領域で遂行できるのだ。惜しむのは当然だろう。


    「仕方ないわ。彼は彼でやるべきことがある。そして、彼がやるべきことをやってくれないと、こちらが不利になるのよ」


    　残念なことに、イヌガミには極めて執念深いストーカーが一人ついている。彼が誘おびき寄せてくれなければ、襲いかかってくる可能性が高い。


    「……！」


    　ボーパルバニーが手を上げた。ぴたりと全員の動きが停止する。彼女は地面に耳をつけると、その震動を聞き取った。


    　しばらくして起き上がった彼女は、右手の指を二本立てた。意味は「敵が二人」。続け様ざまに、手を広げて手首を折り曲げた。こちらの意味は「索敵行動」──つまり、警備の巡回などではなく、何かを意図的に捜索中だ。


    　シャーリーはふと、予感が心臓を凍るような手で撫でるのを感じた。通常、こういう場合はナイフなどでの無音暗殺サイレントキリングが好まれるが、多少音を響かせるにしても集中攻撃を行った方がいいと判断──指示を下した。


    　全員、戸惑いつつもそれに従う。身を隠し、ボーパルバニーが手を広げ、五秒前からカウントダウンを開始。


    　ぽきり、と枯れ枝を踏ん付ける音がした。同時に、ボーパルバニーが拳を握る──一斉射撃。ＳＣＡＲの七・六二ミリＮＡＴＯ弾が微かすかな破裂音とともに放たれた。


    　たたらを踏んで崩れ落ちた二人に、シャーリーは迅速に近寄って拳銃で眉み間けんを撃った。


    「やりすぎだぜ」


    　ナヴァロンが顔を顰しかめてそう告げると、シャーリーは首を振って否定する。暗視装置ナイトビジヨンを外すと、二人を拳銃のタクティカルライトで照らした。


    　てっきり見張りの傭よう兵へいか誰かだろう──と予測していた彼らは、その姿の異常さに絶句した。


    「何だ、これ……」


    　一人は半裸の男だった。弓矢を持ち、腰にはトマホーク。背中には狙そ撃げき銃じゆうを背負っている。体には赤いペイントが施ほどこされていた。もう一人は、コートの内側に無数のナイフを隠し持っていた。


    「んー、これは楼ろう樹きの言ってたロビン・フッドかしら……トマホークだし。こっちはファーレンヴァイダーかしらね。気付かれていたら最悪だったわ」


    　ファーレンヴァイダーといえば、毒を塗ったナイフだ。掠かすめただけで致命傷と成り得るだろう。今回は速やかかつ徹底した殲せん滅めつ攻撃で仕留めることができたが、そうそう上う手まくはいくまい。


    「なあ、シャーリー。こいつら何だ？　俺たちの相手はカルト宗教団体か何かか？」


    「〝娯楽提供者エンターテイナー〟の紛まがい物ね。ほら、高速道路での戦いにもいたでしょう。二人ほど」


    　一人はバズーカ・バンシー、もう一人はノーベルだったか。遺伝子を投与することで、突出した異常性アブノーマリテイを獲得した、量産型の怪物たち。


    「まあ、簡単に言えば贋作フエイクよ。でも、贋作だろうが何だろうが怪物に変わりはない。レベルは違ってもね。ただの傭兵なら、ナイフ一本で事足りた状況でしょうけど、コレは徹底的に殺しておかないと、危険だわ」


    　その言葉に、他の人間も同意せざるを得なかった。プロ同士の戦いならば、自分たちに一分の長があると彼らは認識している。ＣＩＡの工作員として、あらゆる戦争に携わった経験があるからだ。


    　だが、今目の前にいるのは現地のギャングや傭兵などといった連中とはレベルが違う。


    　強い弱い、というよりは〝異常〟。それが、彼らの恐怖を搔かき立てる。


    「……ただ、一つだけ救いはあるわ」


    「救い？」


    　訝いぶかしげにクリーナーが問い掛ける。


    「彼らは私たちを追っているわけじゃない。彼らが追うのは、あくまで赤神楼樹ケモノガリ。私たちが遭遇したのは運が悪かっただけね」


    「……君は、彼が生きていると望んでいるのかね？」


    　クリーナーの問い掛けに、シャーリーは笑って言った。


    「彼が生きている、というのは願望でも希望でもなく、単なる事実よ、クリーナー。武器もなくたった一人で百人以上いた〝クラブ〟の敵を返り討ちにし、ククリナイフ一つで一千人を殺害し、地獄の釜底だったローマを生き抜いた赤あか神がみ楼ろう樹きよ。十分、二十分溺おぼれた程度で死にはしないわ」


    「そう祈るとしよう。で、あれば。我々は労せず目的地に[image: ]たどり着けるわけだ」


    「……ええ。行きましょう」


    　シャーリーたちは死体をそのまま置き去りにした。いずれ露ろ呈ていすることだ、それにこの先は幾らでも死体が増える。その確信がシャーリーにはあった。


    　彼女は正しい。シャーリーたちの与あずかり知らぬところで。この広大なジャングルで──五十人の〝娯楽提供者エンターテイナー〟とケモノガリの殺し合いが、繰り広げられようとしていた──。
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    　フック付きのロープはＮＡＳＡでも使用されるという最新の繊せん維いを使用しているからだろう。頑丈で、軽く、あらゆる状況に対応可能だった。


    　武器の少ない今、まさに命綱というわけだ。黒色のロープは、視界が狭まる暗視装置ナイトビジヨンでは捉えきれず、肉眼ではほぼ間違いなく視認は不可能だ。


    　僕はジャングルの中に身を投じた。


    　森で過ごしたことは何度かあるが、本格的なジャングルは初めてだ。空気はじっとりと湿っているようで……そのくせ、[image: ]やきつくようでもいてなんとも不快。光は皆無に等しく、暗視装置ナイトビジヨンはない。つまり聴覚と触覚、そして嗅きゆう覚かくを頼りに進むしかない。


    　身を低くしてしゃがみ込み、手にロープを握り締めながらジャングルを歩き続ける。さすがにいつものような速度では歩けない。途中、前方でちゃぷんという水音がした。


    　僕は一旦足を止めると、靴で前方の地面を突っついた。ぬるりとした感触──どうやら、ここから沼か水たまり、あるいは湖になっているらしい。ロープを木に引っ掛けて直進することも考えたが、かえって手間取りそうなので大人しく[image: ]う回かいすることに決めた。


    　滑って転べば、何を刺激するか分からない。ゆっくり、ゆっくりと歩き────ドボン！


    　……反射的に立ち止まる。今のは僕が出した音ではない、どうやら沼地に何かが落ちた音らしい。じゃぶじゃぶと、水を搔かき分ける音。どうやら、相当に大きな動物らしい。早く逃げ出した方がよさそうだ、と僕は足を速める。


    　ようやく沼地を[image: ]回した途端、今度は別の音がする──これはマズい。


    　──人の足音だ。


    　地面に伏せて耳を澄ませる。虫の行き交う音、小動物の微かすかな気配に混じってこちらへと向かってくる足音がある。真っ直すぐ──というわけではない。時折、足音が乱れる……というか、立ち止まっていた。


    　索敵している。対象は間違いなく僕だろう。いわゆる銃器を持ったスタッフたちの動きではない。その証拠に強い足音の直後、上空から枝のしなる音がした。


    　恐らく跳躍して木の枝に跳び移ったのだ。


    　……以上の理屈から判断して、敵は〝娯楽提供者エンターテイナー〟、または量産型もどきの類だ。


    　だがいかんせん──数が多い。恐らく十名というところだろうか。十二名の〝娯楽提供者エンターテイナー〟と戦ったことはある。だが、そのほとんどは一対一での状況に持ち込んで、かつククリナイフを使っての戦いだ。


    　有利か、不利かと問われれば不利と言わざるを得ない。


    　もしかすると、今までで一番過酷な状況下かもしれない。


    　けれど……これだけは断言できる。過酷かもしれないが、致命的ではない。


    　致命的というなら、ロビン・フッドとの戦いがそうだ。完全被甲大鷲フルメタルイーグルとの戦いがそうだ。アストライアとの戦いがそうであり、セシリアとの戦いだって致命的で、絶望的で、過酷なんてレベルを超越していた。


    　いずれ劣らぬ……鍛えに鍛え、精練され続けた怪物たち。セシリアとて──彼女の立場、彼女の人生を視野から外せば、間違いなく強敵の一人だった。


    　ならば。


    　今は、ただ──数が多いだけ、だ。


    



    　視覚は乏しい。だが、聴覚と触覚は鋭敏そのものだ。大地に体を伏せて、さらに詳細な情報を収集する。


    　まず──彼らは僕の存在に気付いてはいない。僕がここにいる、という漠然とした予想も立ててはいない。犬はいない、足音や息づかいが存在しないのだ。自信を持った歩き方は暗視装置ナイトビジヨンをつけているからだろう。


    　十人のうち、先行しているのは二人だけだ。一人は歩き、一人は木に登り、枝から枝へと跳び移っている。僕の傍そばまで[image: ]たどり着くのに、あと三分──いや、二分だ。


    　暗視装置ナイトビジヨンは当然、可視光を増幅する微光暗視方式のはずだ。最新式なら遠赤外線方式に切り替えることもできるだろうが、ジャングルを自信満々に歩くには、可視光を増幅する方式でなければ不可能だ。


    　では、彼らが遠赤外線──つまり、人間の体温を感知しようと切り替えるのは、どんな状況だろうか。答えは当然、何か物音を聞きつけたときに決まっている。


    　……逆に言えば。音を感知しない限りは、彼らは暗闇を歩き続けるだけだ。


    　方針を決めた。僕はこの斥せつ候こう二人を無視することにした。この二人と戦い、始末するのは簡単だ。だが、後続の八人に気付かれず倒すというのは不可能に近い。


    　二人に奇襲を仕掛けるよりも、後の八人に奇襲を仕掛けた方がいい。八人は油断こそしていないものの、奇襲されるという可能性は彼らの中で順位が低いはずだ。


    　僕はフック付きロープでトラップを仕掛けた後、手近にあった木の枝にナマケモノのように抱きついた。顔や人間としての姿形は樹木に吊つり下がる無数の蔓つるが隠してくれるはずだ。


    　ロープの端を握り、自分が擬装されていることを祈りつつ──待機する。


    　しばらくして、僕がしがみついている枝がぎしりとしなった。いる、この枝に斥候役である〝娯楽提供者エンターテイナー〟が跳び移っている。


    　彼が体温を感知する状態で下を覗のぞけば、高い体温を持つ人体が丸見えだろう。ボディスーツで首から下は隠せても、剝むき出しの顔は隠せない。


    　だが、彼には見えていない。僕が気配を消している以上、ロビン・フッドの力をもってしても僕の存在が露ろ呈ていすることはない。


    　二人はそのまま進んでいった。僕という存在に目もくれず、致命的なことを見過ごしたことに気付きもせず。そして──少し遅れて草木に何かが触れる音がした。


    　リラックスした足音、間違いなく暗視装置ナイトビジヨンを使用しているがそれだけではない。


    　斥候に引っ掛からなかったという微かすかな安あん[image: ]どがある。だが、ほんのわずかだ。やはり、これまで僕が[image: ]ほふってきた連中とは違う。彼らは望んでこの狩りに身を投じている。今や狩られる側になったことも覚悟の上で。


    　心を引き締める。紙一重の差であることを肝に銘じる。呼吸は自然と同化している、気配は絶無。人によっては、僕の目の前を通り過ぎても気付くことはないだろう。


    　八人が歩く。


    　八人が僕の目の前を通り過ぎようとする。


    　八人を殺す。


    　僕は無造作にロープを引っ張りあげた。ロープには予あらかじめ、尖とがった枝を巻き付けてある。それらが何人かに上う手まく突き刺さった。


    　悲鳴が上がる。悲鳴を聞いて凍りつく。立ち直るまでに要する時間は二、三秒もあるまい。


    　けれど、その二、三秒こそがもっとも欲しい時間だった。僕が枝から跳躍して、彼らの頭上へと襲い掛かる──悲鳴を上げた男の武器は、無数のナイフだった。


    　人気じゃないか、ファーレンヴァイダー。まあ、僕もお前には痛い目に遭ったものな。


    　組み付いて、目を塞ふさぐ。その状態のまま、コートの内側にあったナイフを引き抜いた。このナイフには、間違いなく即効性の毒が塗ってある。ファーレンヴァイダーならば、間違いなく『そうする』からだ。


    　そして頸けい動脈を切断する。最初に死んだこの気の毒な男は、血がそれこそ噴水のように[image: ]あふれ出た。周囲の人間は、噴出する血液が顔に直撃した。悲鳴こそ上げないが、暗視装置ナイトビジヨンの視界が完全に血で塗り潰つぶされたため、さらに抵抗が弱まった。


    　詰め将棋のように。ここから先、一つの誤りも許されない。迅速的かつ精密に、残り七人を静かに殺害する。


    　タン、タン、タンとリズミカルに。僕は両隣にいた二人の〝娯楽提供者エンターテイナー〟──バズーカ・バンシー（男だが）とニコラ・テスラの膝ひざと腹部にナイフを突き立てた。


    　ロビン・フッドに向けてナイフを投とう擲てき、反射的にトマホークでナイフを弾き飛ばす──そこへ、急所へ蹴けりを叩たたき込む。蹲うずくまった彼の背にある狙そ撃げき銃じゆうを手に取り、負い紐スリングは彼の首に引っ掛けたまま、ボルトを引いて銃を撃った。


    　狙ねらいをつける必要はない。狙撃銃はレミントンＭＳＲ、七・六二ミリのウィンチェスター・マグナム弾はたまたま目の前にいた人間の頭を吹き飛ばした。


    　銃弾を装塡ボルトアクシヨン。


    　さすがにここまでくると、全員が奇襲をはっきりと察知している。ロビン・フッドは負い紐ひもに首を絞められてもがいているが、僕は彼の背中に回っているために身動きが取れない。


    「キィィァァァェェェェェェェッ！」


    　幸運だ、と僕はそのとき思った。目の前にいるのは、集団戦闘で最悪の手合いだった。


    　ナパームゴースト──ローマで戦った、〝炎〟に魅せられてしまった〝娯楽提供者エンターテイナー〟。彼の持つ火炎放射器がこちらに向けられる。


    　だが、当然ながら僕が撃つ方が早い。ウィンチェスター・マグナム弾は彼の足を引き千ち切ぎるほどの威力を見せた。


    　僕の狙いに感づいたのか、生き残りが慌ててナパームゴーストに駆け寄ろうとする。だが、そこに再びロープを引っ張りあげる。駆け寄ろうとした人間が、足をもつれさせた。


    　腹部と足を刺されたうえに、毒が回り始めたバズーカ・バンシーは蹲っている──彼が手にしていた多目的ロケット擲弾発射器ＳＭＡＷを奪い取り、さらに腰のベルトを奪い取った。


    　ベルトには、予備の擲てき弾だんがずらりと吊つるされている。それをナパームゴースト目掛けて放り投げる。全員、僕の狙いを理解した──────が、何もかも手遅れだ。


    　射出された擲弾は、ナパームゴーストと彼が背負う燃料タンクに直撃した。炎は広がり、先ほど放り投げた擲弾が、凄すさまじい誘爆を引き起こす。


    　なるべく遠ざかっていた僕ですら、その爆風に吹き飛ばされた。ファーレンヴァイダーを盾たてにしつつ、それでも足りずに後方へと跳躍したお陰で怪け我がはない。


    　数十リットルの燃料と十二発の擲てき弾だん、偉大なる力、偉大なるニトログリセリンというわけだ。


    　僕は瀕ひん死しになっていたファーレンヴァイダーから、容赦なくコートをひっぺがえした。無念そうに彼は僕を睨にらんでいる。記憶はなくとも、本能で理解できたりするのだろうか。


    　僕は以前、お前を殺したことがある。これで二度目だ。


    　事切れたファーレンヴァイダーのことを頭から退けて、僕は目当てのものを探る──発見。


    　斥せつ候こうを務めていたロビン・フッドとアンダーワールド・クリーパーがこちらへ向かってくる。僕の姿は捉えているのだろう。怒りに満ちた声をあげ、ロビン・フッドが弓に番つがえた矢を放った。


    　僕は右手でコートからナイフを引き抜き、投とう擲てき。なおかつ、左手で矢を摑つかみ取る。


    　どちらも上う手まくいった。特にナイフの方はロビン・フッドには痛烈な一撃だったろう。


    　先ほど確認した通り、彼は飛んでくるナイフを弾き返すだけの技量は持っている。けれど、それが不可視インビジブルだった場合話は別だ。


    　彼の眉み間けんには、透明な短剣が突き刺さっていた。不可視の刃を弾き返すだけの技量を、このロビン・フッドは持っていなかった。


    　残り一人。死体の山を前にしてもなお怯ひるまず──アンダーワールド・クリーパーがアフリカ式投げナイフを手に、絶叫とともに躍りかかってきた。


    　僕の手には二本のナイフ──と、コート。まずコートを放り投げる。アンダーワールド・クリーパーはそのコートを躊ちゆう躇ちよなく引き裂いた。そこに、ダガーを投とう擲てきする。

  


  [image: ]


  
    　だが、アンダーワールド・クリーパーの遺伝子を取り込んだ男は見事なナイフ捌さばきで二本のダガーを迎撃した。そこに、僕は右腕の腕時計の竜りゆう頭ずを外し、ワイヤーを引っ張り出す。


    　ＣＩＡ専用の腕時計は、ただ時間を見るためだけのものではない。長いワイヤーが内部に組み込まれており、鋭い刃がある──「いざというときのため」だ。


    　その執念深さがまさにこの状況で役立ってくれた。


    　首に巻き付けられたワイヤーはあっという間に食い込み、僕が渾こん身しんの力を込めて締め上げると一瞬でアンダーワールド・クリーパーを絶命に追い込んだ。


    　さて、今しがたの爆発でもう敵も味方も僕の存在に気付いただろう。僕は手早く、その場にあった武器を調達すると、再び森の中へと姿を消した。何人いるのか分からないが、僕はまだジャングルで戦い続けなければならない。


    　僕の動きが派手であればあるほどに。シャーリーたちは、上う手まく基地へと潜り込めるのだから。そして同時に、今の爆発はシャーリーたちに伝えてくれたはずだ。


    



    〝僕はまだ生きているぞ〟


    



    　だから、安心して潜入してほしい。僕はこれ以上ないくらい、体力が尽きるまで暴れて暴れて暴れ続けてやる。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　フェンスを乗り越えると、なるほどそこかしこに凶暴な動物の気配がした。だが、近寄ってくる彼らは、侵入者が一いち[image: ]べつするだけで逃げていく。


    　本能で理解したのだ。この、いかにも簡単に肉を引き裂けそうな人間の少女は、自分が敵意を見せた瞬間に、殺し尽くすだろうと。


    　だから逃げるしかない。その一方、別の方角からやってきた小さな獣に手を出そうとした者もいた。脳を弄いじくられて凶暴になったゴリラが、牙きばを剝むきだして吼ほえ立てた──その小さな獣が、軽く睨にらみ返しただけで〝殺された〟と勘違いしてしまった。


    　ゴリラは虚脱し、そのまま頽たおれた。ふん、と小さな獣はそれを乗り越えて──目的の場所へと向かう。


    　あの犬笛は、遠方からでもよく聞き取れた。最初からの約束だ。イヌガミはシャーリーたちと離れ、一人でロートケプヒェンに立ち向かうことにした。


    『……元気でね』


    　少しだけ寂しそうなシャーリーの言葉が、イヌガミの胸にいつまでも残っていた。


    　どうやら、彼女も薄々何かを感づいていたらしい。


    　今日で終わることがある。


    　今日で終わらせなければならないことがある。


    



    　彼女が自分を呼びつけた場所はジャングルでも、草原でもなかった。


    　人工的に植林したと思おぼしき木々が電灯とともに整然と並んでいる。よくよく見ると、人間の足跡も幾つか垣かい間ま見える。……微かすかに残る、血の臭いも嗅かぎ取れた。


    　ここは、〝クラブ〟が所有する狩り場の一つなのだろう。


    「──素敵ね。ここは南米なのに、まるで私たちの故郷みたい」


    　場違いな声がした。


    　もう驚きはない。彼女の言葉を思考する余裕すらあった。


    　確かに彼女の言う通りだ……ここは、自分たちの故郷とどこか似ている。


    　イヌガミは改めて前を見る。暗闇の森だが、その臭いは絶対に忘れようがない。血の臭いと、香水の匂いが入り混じった──赤ずきんロートケプヒエンの臭いだ。


    　電灯が一斉に瞬またたき、周囲を照らし出す。その眩まばゆさに、イヌガミは目を細めた。


    「いい夜ね、ハインツ。とてもいい夜。最後の日には相応ふさわしいわ」


    　──全くだ、とイヌガミは同意する。


    「さあ、ハインツ。もう邪魔は入らない、入らせない。私も決して、ここから逃げないわ。だから愛し合いましょう、螺ら旋せんのように果てしなく。輪りん廻ねのように繰り返しましょう。殺し合い、愛し合い、殺し合い、愛し合うの──永遠にね」


    　──それはごめんだな、とイヌガミは思う。


    　永遠などに興味はなく、輪廻など知ったことではない。イヌガミが考えることは単純明快、シンプルな回答だ。


    



    〝この戦いに全力を尽くし、ロートケプヒェンを葬り去る〟


    



    　それは鎮魂の儀式のようなものだ。この世で誰より愛していた少女を、安らかな眠りに。


    　四肢に力を込める。


    　力の装そう塡てんは既にして済んでいる。ロートケプヒェンは針剣ステイレツトを構えている。


    　どうやら。殺し合ってもいいらしい。


    　撃鉄を起こす。


    　銃爪トリガーを引く。


    　イヌガミにとっての、ロートケプヒェンにとっての、最後の戦いが始まった。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　十人が死んだ。チップ会員メンバーたちの顔が恐怖に歪ゆがむ。


    　五十人のうち、十人が死ぬ。その証拠に、彼らの頭上で待機していたスタッフが大鋏クリツパーを使って、剣を吊つるしている糸を切断しようとしていた。


    「……ま、待って！　待ってくれ！　駄目だ！　違う！　こんなのはルール違反だ！　俺じゃない、俺じゃないぞ！　コイツだ！　隣のコイツ！　本当はコイツが────────ぶぎ」


    　悲鳴は一瞬。


    　剣はその重量でもって、男の脳天を見事に断ち割った。即死ではあるが、痙けい攣れんは止まらない。


    　隣に座っていた会員たちが恐怖の悲鳴を上げた。


    　それをのんびりと聞きながら、スタッフは残りの九人の糸を切断して回る。


    　そのほとんどは即死したが、不運なことに暴れていたせいで脳天を外れて胸から突き刺さり、もがき苦しみ続ける者もいた。


    　そして最後の一人の糸を切る。その男は、自分が死ぬことが信じられないという表情を浮かべていた。スタッフたちはさして気にもならなかったが──。


    「あ」


    「どうした？」


    　大鋏クリツパーで切断していたスタッフが、困ったように肩を竦すくめてチップ会員たちの一覧表を見せた。


    「……ああ、隣と間違えたか」


    　頭ず蓋がいを割られ、飛び散った脳を顔面で受け止め茫ぼう然ぜん自じ失しつしているスペインの国会議員。本来は彼が死ぬはずだったが、うっかり隣の糸を切ってしまったようだ。


    「間違ったものは仕方がない。次で調整しよう」


    　だが、大した問題ではない。この後誰かが死んだ際に、彼を優先すれば済む問題だ。ここに来て剣を吊された以上、世間でどれほど偉くとも、元会員であったとしても、だ。


    　ただ無造作に消費される命であることに変わりはない。


    　アストライアに報告するまでもない、とスタッフたちはそのまま任務を続行した。

  


  
    第三章　ティル・ドーン


    



    　シャーリーたちが一時間でジャングルを抜けた頃、遥はるか彼方で突然爆発が起きた。慌てて全員が振り返る──シャーリーは直感で理解した。


    「ほら、言ったでしょ。赤あか神がみ楼ろう樹きは無事。作戦は続行よ」


    「……まだあれを赤神楼樹がやったと決まったわけではあるまい」


    　クリーナーの至し極ごくもっともな指摘にも、彼女は余裕の笑みを崩さない。確信しているのだ。この状況で、あんな馬鹿げた爆発を引き起こす存在など──赤神楼樹しかいない。


    「さて。問題はここからです。どうしますか、シャーリー？」


    　シャカールは格調高いキングス・イングリッシュでシャーリーに問い掛ける。九人は今、基地を取り囲むフェンスが見える場所まで[image: ]たどり着いていた。まだ明け方までには余裕がある……が、悠長に構えられる状況ではない。


    　明け方までにミサイルを無力化できるかどうか、全てはそこにかかっていた。


    　シャーリーたちは持ち込んだポータブル地勢スキャナーによって、基地の大まかな構造を把握していた。


    〝クラブ〟の本拠地は広大な盆地にあり、緩ゆるやかな傾斜が続いている。背後は切り立った山になっており、そこからの潜入は間違いなく不可能だ。


    　正面は重機関銃ヘビーマシンガンが二挺ちよう、見張りが五人。さらに装甲車などで突撃されることを防ぐための防護柵が設置されている。正面から仕掛けても、十人ではまず迎撃される。


    　となれば、フェンスを潜くぐり抜けるしかない。だが、それはそれで巡回に引っ掛かるという一つの問題があった。


    　基地そのものは、何かの工場のように巨大だった。高さは四階から五階。外壁の色合いなどから推察するに、繊せん維い補強された高強度コンクリートと鋼板を組み合わせている。恐らく、通常空爆に耐え得るレベルだ。あれを完全破壊するには、地中貫通爆弾バンカーバスターなどを投入しなければならないだろう。


    　屋上にはヘリポート、駐車場にはトラックが十数台。それから広域防空用ミサイルと、それを乗せたトラクターも駐車場に並んでいる。基地の東西南北に位置しており、射程範囲は約三十キロ四方。伸びたケーブルの長さから、やはり基地ネットワークに組み込まれているらしい。


    　やはり東西南北に位置するミサイルを爆破などで無力化させるのは困難であり、ネットワークへのハッキングが適切な攻略手段だろう。


    「残り時間はどれくらい？」


    　シャカールが時計を見る。夜明けまでの時間を含め、素早く算出した。


    「三時間、というところですか。それ以上は一分ごとにこちらの危険度が増します。もって、一時間というところでしょう」


    「四時間で全滅、ね。でもじっくり考えましょう。慌てて突貫したところで、何もいいことはないわ」


    　そう言って、シャーリーたちは三十分で作戦を練り上げた。といっても、その場でじっとしていたわけではない。基地をできるだけ俯ふ瞰かんできる場所を探し、彼らは侵入経路と撤退経路を模索した。


    　ジャングルを抜けた途端、無線が使用可能になったのは幸いだった。恐らく、ジャングルの内部に無線に障害ジヤミングを起こすための装置があったのだろう。だが、基地内部の人間たちは当然、無線で通信するのだから効果範囲に及んでいないわけだ。


    「──決まったわ。これで行きましょう」


    　十人は三班に分かれた。


    　第一班──潜入班。シャーリーをリーダーとしてクリーナー、ロック、シャカールが任務に就つく。当然ながら、もっとも重要な役割である。


    　第二班──狙そ撃げき班。コサックが狙撃手スナイパー。ボーパルバニーが観測手スポツター、ウェイターがバックアップを務める。彼らは第一班の援護を担当する。巡回警備を担当しているスタッフたちの排除など、やるべきことは山ほどある。


    　第三班──陽動班。ナヴァロンによる爆弾設置を行う。バッドとチトラカが援護する。シャーリーの潜入が発覚と同時に爆弾を爆発させ、スタッフたちの目を引きつけさせるという、恐らく一番危険な役割だ。


    「これでお別れかもな、何人かは。あるいは全員が」


    　素っ気ないクリーナーの言葉に全員が苦笑しつつも同意する。チトラカが肩を竦すくめ、飄ひよう々ひようとした口調で呟つぶやいた。


    「何だってこんな任務に就いたんだろうな、俺たちは。正義のためか？」


    　──違う、と彼らは言う。


    「じゃあ、アメリカのためか？」


    　──そうでもない、と彼らは思う。


    「それなら、何だって俺たちはこんなところにいるんだろうな？」


    　──分からない、と彼らは考える。


    「そうだな、俺が思うに……答えは『やらなきゃいけない』って思ったからだ。だろう？」


    　チトラカの言葉に、九人は同意した。


    「我らの星が、輝きますように」


    　クリーナーの祈り。ここにいる九人は、公式にはこの島に存在しない。当然身分証明はできない、死ねば空ゼ白ロになる。


    　家族には、その死の理由が明かされることはない。そもそも、ＣＩＡの人間であることすら明かしていない者もいる。


    　誰かのために、世界のために戦ったことすら記憶されない。だから、彼らは言う。


    「生き残った者は、空ゼ白ロになった者へと花束を」


    「空ゼ白ロになった者は、生き残った者へ祈りを」


    　容易たやすく引っくり返る生と死のコインを手に、彼らは〝消し〟に行く。殺すのではない、戦うのでもない。法的に記録が残らぬよう、その一切を抹消しに向かうのだ。


    



    　コサックたち狙そ撃げき班が基地を俯ふ瞰かんできる場所を確保したとシャーリーたち潜入班に連絡を入れた。


    《警備は歩幅と速度から計測して、おおよそ十分間隔で二人組ツーマンセルが五組、巡回している》


    「オーケー。じゃ、今しがた目の前を通った連中が戻ってくるまでに十分ね」


    　潜入班はフェンスのすぐ傍そばで待機していた。連絡を取り合うシャーリーをよそに、残りの三人は慎重にフェンスを精査している。


    「……高圧電流が流れている。これだけなら、対処は簡単だろう」


    　ゴム手袋をしたロックが、フェンスを切断するためのニッパーを手に取った。


    「だが潜入は早い段階で露見するぞ。見ろ、フェンスの周囲は草木をきっちり刈り取っている。警備はフェンスを確認しながら歩いているから、三十分以内に潜入が露見するということだ」


    　クリーナーの指摘にロックは肩を竦すくめた。


    「だったらどうする、登るのかい？」


    　フェンスの上には鉄条網が巡らされており、登れば間違いなく体のどこかが引っ掛けられる。


    「……ねえ、コサック。ズームで、そこから警備兵たちの表情は分かる？」


    《ああ、分かる。緊張状態……リラックスはしていない。だが、緊張は適度な状態を保っている。過敏さはない。目線の動きに動揺や警戒はないので、こちらの襲撃を予測してはいないだろう。だが練度は極めて高いな。緊急時の銃の構え方が異常にスムーズだ。紅茶野郎ＳＡＳと[image: ]そん色しよくないな》


    「フェンスの穴に気付かないような間抜けじゃない？」


    《お勧めはしない》


    「無警戒状態での全警備排除か、それとも警備に気付かれないように潜入するか──どちらが簡単かしら？」


    《全警備を無警戒状態のまま排除するのは難しいだろうな。……待て、何か動きがある》


    　狙撃班のコサックは、狙撃銃のスコープを最大限にズームさせた。唇の動きが視認できれば、コサックは大方の会話を把握できる。幸いにも、基地は強い照明で照らされており、視認は楽な作業だった。


    《ワードワーズ。赤あか神がみ楼ろう樹きが派手に暴れているらしい。何人かが、そちらのフォローに向かうようだ》


    　コサックの言葉通り、基地入り口が開いてトラックが一台走り出した。後部にはスタッフたちが乗り込んでいる。増援ということだろう。


    《巡回の間隔が開いた。十分から十五分に修正だ。ただし、警戒レベルも増したぞ》


    「大丈夫です、コサック。十五分間隔なら、何とかなるでしょう」


    　話に割り込んできたのはシャカールだった。彼は持ち込んできた荷物から、一つの棒を取り出した。伸縮可能らしく、彼は見る見るうちに棒を一定の長さに伸ばした。


    「飛ぶのか」


    　クリーナーの指摘にシャカールは頷うなずいた。


    「あの高さなら、この棒で充分に飛べる距離です。荷物を預けておきます」


    　そう言ってシャカールは必要な装備を一つ背負っただけの身軽な姿となった。拳銃すら身につけていない。だがシャカールは筋金入りのアルピニストであり、サバイバリストだ。指だけで全体重を支える彼の握力は、鉛玉より破壊力がある。


    《残り三分で次の警備が通過する。音を考えると、五分後が適切だ。お前が中に入ったとしても、十分で残りの三人を入れなきゃならん。いけるか？》


    「問題ありません」


    　シャカールはそう言って、高跳び用の棒を手にそっとフェンスから離れた。シャーリーたち三人は、指定の場所で待機している。そしてシャカールと狙そ撃げき班バックアップ役であるウェイターがジャングル傍そばにある岩まで後退して、次の巡回を待機している。


    《巡回があと一分で通過する。お前の前をすれ違っているはずだ。見えるか？》


    　コサックがスコープで覗のぞき込みつつ、シャカールに伝達した。


    「ええ、見えます」


    《二分後に動け》


    　シャカールはしっかりと棒を握り締めた。重要なポイントは三つあり、その三つを一つでも取り逃のがすとアウトだ。


    　深呼吸。命綱なしのフリークライミングは幾度もこなしたが、そのとき以上の重圧が心に重くのしかかっている。


    　手のツボを刺激し、興奮を和らげながら二分を待ったシャカールは勢いよく走り出した。


    　ポイント一。棒の補助で跳んだ後、きちんと鉄条網を越えられるか。


    　越えられる、とシャカールは確信した。


    　ポイント二。しなった棒を上う手まく弾いてフェンスに触れぬようにできるか。


    　鉄条網を越えたと同時に、彼は棒を弾いた。それをウェイターがキャッチして素早く隠した。


    　ポイント三。マットなどない、剝むき出しの地面に落下して負傷をしない。


    　シャカールは優雅に立ち上がると、すぐに外壁の登とう攀はんを開始した。外壁は硬く、凹凸のようなものは一切ない。


    　だが、コンクリートのせいで微かすかなざらつきがある。その微かな取っ掛かりを利用して、シャカールは見る見るうちに壁を登っていった。


    「大丈夫かしら」


    「ＣＩＡのビル壁を素手で登るようなヤツだ、大丈夫さ」


    　ロックの言葉通り、シャカールはあっさりと外壁の窓枠部分に到達した。


    　残り時間はこの時点で五分……一刻の猶ゆう予よもない。


    　シャカールは背負っていた装備品であるクロスボウを手にした。片手で壁に貼はりつき、片手で重量三キロのクロスボウを構える。


    　超人的な筋力がなければ成し得ない技である。シャカールが銃ひき爪がねを引いた。射出されたフック付きのロープが待機していたシャーリーたちの下へと投げ出された。


    「急いで！」


    　三人は慌ててフックを手近な木に引っ掛けた。シャカールはクロスボウを外壁に貼り付けるように押し当て、銃身にあった電源をオンに切り替えた。


    　たちまちクロスボウの銃身が電磁石の力を帯び、外壁の内側にある鋼板と接着することで固定された。


    　シャカールの荷物を持ったシャーリーたちが張られたロープによる横断を開始する。だが残り時間は既に、その時点で四分を切っている。


    「急げ！」


    　シャカールの言葉を聞くまでもなく、三人は全力で動いた。背負った荷物を考慮すると、フェンス上部にある鉄条網はまさに紙一重というところだ。シャーリーたちは天に祈りつつ、鉄条網とフェンスを越えていく。


    　シャーリーとクリーナーが無事にフェンスを乗り越えた。だが最後のロックは焦あせるあまり、ミスを犯した。リュックサックの紐ひも部分が鉄条網に絡まったのだ。


    「くそ……！」


    　ロックは咄とつ嗟さの判断でリュックサックの紐を切断した。落下したリュックサックを、上う手まくフェンスの向こう側にいたウェイターがキャッチする。ロックはそのまま進んでフェンスを越えた。


    　クロスボウとワイヤーを回収。ロックの装備品は他の人間の装備品で間に合わせることにした。もう、リュックサックを向こうに運ぶ余裕はない。


    　幸いにも、彼だけが持っている装備品というものはなかった。アサルトライフルがないのは痛いが、屋内で戦うことを考慮すると拳銃にもアドバンテージがある。


    「行きましょう」


    　シャーリー率いる潜入班が行動を開始した。待機中だった陽動班も、合わせて行動を開始する。夜明けまではあと三時間。それで、全ての決着がつく。
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    　照明に照らし出された森の中を、二頭の獣が駆け抜ける。


    　体に傷がつくたび、幼い頃の思い出が一つ一つ塗り潰つぶされていくようだった。


    　しかし、それをイヌガミは苦にしない。今はただ、眼前の少女を完殺することへ全神経を注いでいる。


    　奇妙なことに、大切なものを破壊する行為には乾いた悦よろこびがあった。


    　痛みはある。少女の持つ針剣ステイレツトが体を切り裂くたび、絶叫したくなるほどの苦痛が迸ほとばしる。


    　なのに、苦しくはなかった。互いの痛みは悦びであり、コミュニケーションだった。


    　ロートケプヒェンは強い──絶望的なまでに強い。熱を帯びた針剣は、突き刺すたびにイヌガミの臓はらわたを[image: ]やく。


    　縮地による移動は、完璧なまでにイヌガミの攻撃を躱かわし切っている。防戦すらできず、彼はただひたすらに傷つけられた。


    「ハ、ァッ…………!!」


    　ロートケプヒェンが感極まったような嬌きよう声せいを上げた。相手を傷つけることが、彼女にとっての愛情表現。一方的で、残酷で、最悪の愛だ。


    「ハインツ、ハインツ、ハインツ……！」


    　蕩とろけるように甘い声。そのくせ、攻撃に一切の容赦はない──いや、だからこそか。


    　愛すればこその苛か烈れつで残ざん虐ぎやくな攻撃。イヌガミはせめて逆であれば楽だったろうに、と内心で嘆息する。


    　既にロートケプヒェンも気付きかけているだろう。先ほどから一方的に、殺意を充満させた攻撃を仕掛けているにもかかわらず──イヌガミを仕留めきれない。


    　躊ちゆう躇ちよしているわけではもちろんない。ただ単純に、イヌガミの速度が劇的であるというだけ。


    「どうして？　どうして、ハインツは私の攻撃を躱せるの？」


    　イヌガミは既に限界。いや、最も早はや破は綻たんしているといってもいい。傷は深手が三つ、軽いものは数え切れない。それでも己の潜在能力全てを限界まで引き出しているなら、まだ理解できる。


    　問題は──むしろ迅はやくなっているという事実である。


    　速度が増している、踏み込みは一層大胆になり、縮地の軌道を読み取るようにロートケプヒェンの体を切り裂いた。


    「……ッ!!」


    



    　イヌガミ、は、分かって、いる。


    



    　これで　　　　　　　　　おわり　という、　　が　　　　　　　　。


    



    　　　　　ヒト　では　　　　　　　なく　　　　　　　　　　　　　　　なって　、


    



    　　　　　　　　　　　　きえ　　　　　　　て　い


    



    　ああ、でも──。


    



    　それでも。私はまだ、私イヌガミである。


    



    　精神が、加速する。


    　塗り潰つぶされるものも加速していく。人間らしさが消えていく。否いな、そんなものは元より存在しなかったと。お前はただの獣なのだと。誰かが囁ささやいている。


    　それを受け入れ、それを認め、それでも抗あらがう。


    　二頭の獣に、致命的なすれ違いがあるとすればこの一点。そして、圧倒的有利だったはずのロートケプヒェンを踏み越える力だ。


    



    　──ロートケプヒェンは過去を視みていて。


    　イヌガミは未来だけを視ている────。


    



    　吼ほえた。その咆ほう吼こうに、ロートケプヒェンに巣食った獣としての本能が初めて怯おびえを抱いた。


    　己おのれの無敵さを誇った獣は、初めてそれを上回る獣の登場に怯えたのだ。


    　だが、怯えぬからこその絶対殺さつ戮りく者しや。その怯えは、戦闘において余分なものでしかない。


    



    　──どうして、と姉は問い掛ける。


    　──どうでもいい、と弟は切り捨てる。


    



    　閃せん光こうのように、イヌガミがロートケプヒェンから離れた。噴出する血、ぶら下がる腕。


    　胸元に穿うがたれた傷を代償として、イヌガミの一撃は少女の左腕を食い千ち切ぎった。


    　怯おびえが消える。いや、むしろ増幅したのか。〝ここでお前を殺さなければ、私が生きて帰れない〟という至し極ごく当たり前の事実に、彼女の本能が加速する。


    



    　──約束があった。だが、どうでもいいことだった。


    　──約束があった。もしかすると、この状況より大切なことだった。


    



    　人間としての誇りがあり、義理がある。


    　それはロートケプヒェンが、なんてくだらないと唾だ棄きするものだ。しかし、それがあるからこそイヌガミは踏み留とどまっている。


    　赤あか神がみ楼ろう樹きを助けるのだ。助けたいのだ。彼の手に余る何かを、手伝いたいのだ。


    　いつものように。ともに戦う──そうして、救う。


    　自分以外の誰か、見も知らぬ誰か、名前も知らぬ誰か……弱く、ケモノに狩られていた人々を、救う義務が己おのれにはある。


    　貴族としての義務。かつて人を狩り殺していた己への罰。贖しよく罪ざい。そして愛していた姉を、あるべき姿に戻すこと。


    　弱々しい動機と思えば思え、笑えば笑え。


    　だが、今のイヌガミぼくは──それだけが、それだけがこの戦いに勝つべき動機だ。


    　戦いの歓喜などない。


    　殺さつ戮りくに悦よろこびなどない。


    　こんなものが楽しいわけがない、愉たのしいはずがない。だってそうじゃないか。


    　戦いは痛く、辛つらく、苦しいものだ。だからこそ──戦わなければならない。


    　ロートケプヒェンはこの一瞬が永遠に続けばいいと願う。


    　イヌガミは、今すぐにでも終わってしまえと考える。


    　思考は加速する。両眼は既にしてロートケプヒェンを通して未来を捉えている。


    　ああ、彼女はああいう風に笑い、ああいう風に攻撃するのだな。ならば自分はこう躱かわそう、こう動こう、こう嚙かみ砕こう。


    　縮地がどうした。人外の速度がどうした。そんなものは、予測しうる手段の一つでしかない。


    　凍るような思考は、全く明めい晰せきに容赦なく少女を暴きにかかる。


    　次第についていけなくなるのは、ロートケプヒェンだった。


    「あああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁっ！」


    　悲鳴は当然だろう。残る右腕も食い千切られた。今は彼女の両腕は、針剣ステイレツトを持つ機能すらもない。


    　致命的、致命的な一撃だ。しかし──獣の生存本能は、ここに至って凄すさまじい変化をロートケプヒェンにもたらした。


    「グ────ゥァア────ギィィィィッ!!」


    　一本の針剣を口に咥くわえ、前傾姿勢となったロートケプヒェンが疾走はしる。


    　イヌガミの速度に乗った嚙かみつきが閃せん光こうならば。ロートケプヒェンのそれは、地獄を燃やす焰ほのおのようだ。


    　胸元への一撃は致命的だと、イヌガミにも判別できた。


    　だが、イヌガミは斃たおれない。斃れることなど許さない。次、次こそが最後の一撃となるだろうことを確信する。


    　ロートケプヒェンもまた、同じことを考えていると何な故ぜか分かった。


    　全てを[image: ]けるオールイン──全人生、全生命、全能力、全神経。


    　二頭のケモノは気付いていなかったが、いつのまにか周囲には獣たちが集まっていた。獅子ライオンも、虎も、大猿も、蛇も、全てが皆ロートケプヒェンとイヌガミの戦いに注視していた。


    　獣の頂点に立つ二つの生命、そのどちらかがもうすぐ終わるのだと。


    



    　数多あまたの記憶は塗り潰つぶされ、人として大事な数多のものを喪失した。


    　けれど、イヌガミは──最後の最後で、たった一つの記憶を思い出した。


    　無邪気に花を摘つみ、王冠を作って微ほほ笑えみながら差し出した少女。それを受け取った途端、誇らしい気分になった。


    



    　守るのだと、誓った。


    　騎士のように。英雄のように。少女を数多の敵から守るのだと。


    　あの誓いは、あの想いは、どこに行ったのだろう。どこに消えてしまったのだろう。


    　血の海の中に沈んだのか。蒼そう穹きゆうの向こう側に溶けてしまったのか。


    



    　いや──どこにもいってない。


    　あの誓いは、どこにも消えてなんかいなかった。


    　少女は血に餓えた殺人鬼としての心があったのかもしれない。隠していたのかもしれない。


    　それでもいい。それでもあの日、無邪気に花を手渡した少女の微笑みは──真実だった、はずなのだから。


    



    　走る。


    　牙きばを剝むく。狙ねらうは首筋、頸けい動脈。引き千ち切ぎればいかなる獣でも一瞬で勝負がつく、最大急所。


    　走る。


    　両腕を喪失したとはいえ、ロートケプヒェンは間違いなくこの瞬間、最速にして最強だった。


    　走る。


    　だが、最速も最強も。少年の気高き誓いの前には、何の価値もない。


    　守ると誓った少女の首を、嚙かみ砕く。そのことになんら矛盾はない。


    　救いたかったのは、姉の体ではなく──その柔らかな魂なのだから。


    「あ……」


    　迸ほとばしる黒い血が、少女の全てを朱に染める。崩れる、崩れる、何もかもが崩れていく。


    「……ハイ、ンツ」


    　たどたどしくそう言って、少女は虚こ空くうに手を伸ばす。かつて優しかった少年がいた、かつて彼を愛していた。ああ──なのにどうして、傷つけたいと思っていたのだろう。


    「そっかぁ、私、もっと早く、もっと迅はやく、こうすればよかったんだ」


    　あどけない口調で、少女は微ほほ笑えむ。


    　……もう、少女に世界は見えていない。空を見上げているけれど、彼女の目に見えるのは最愛の弟だけだ。


    「ああ──そんなところにいたのね、ハインツ。ずっと、私の傍そばにいてくれたのね。ずっとずっと、貴方あなたを見失っていた気がするの。私がどこかに行っていたの？　貴方がどこかに行っていたの？」


    　一つだけ、今の少女でも分かることはある。どうやらもう、離れることはないらしい。


    「……あったかいから、どうでも、いいかな……眠いよ、ハインツ。私、すごく眠い」

  


  [image: ]


  
    　少女は穏やかに瞼まぶたを閉じる。それで、全てが終わった。ロートケプヒェンという怪物は死に、マクシミリアンという化け物も死に、ゲルトという少女も死んだ。


    　イヌガミは既に、己おのれを見失っている。


    　獣の本能に犯され、ハインツという人格は消え去っている。いや、それとも──愛した少女とともに、逝ゆこうとしているのかもしれない。


    　敗北した少女の下へ、獣たちが集まり出す。


    　羆ひぐまが少女の体にかぶりついた。あらゆる獣たちが、少女を昇華させていく。それは厳しい自然の摂理ではなく、清らかな鎮魂の儀式だった。


    　少女は消える。


    　この世界から肉体を消し、この世界から魂は遊離する。


    　少年は消える。


    　元より肉体はなく、魂は少女とともにいることを選んだ。


    　だが──イヌガミは残っている。


    　少年の残ざん滓しと、忠犬の魂は残っている。彼の思うことはただ一つ、赤あか神がみ楼ろう樹きの剣となり、盾たてとなること。


    　もう、人としての機能はない。もう、人としての記憶もない。けれど、イヌガミはまだここにいる。ボロボロでも、すぐに死に果てそうな生命でも、未いまだこの大地に根を下ろしている。


    　ならば、動いて戦い続けろ。赤神楼樹を助けるために。


    　それがハインツによって本能に刻まれた、最後の言葉だった。


    　もう、イヌガミは走ることしか頭にない。
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    　──勝てる、と思っていたのか？


    　そう彼らに問い掛ければ答えはイエスだ。負ける覚悟はあった、死ぬ覚悟もあった、最も早はや命のやりとりでしか、己の魂が輝かないことも理解していた。しかし、それでもなお自分たちが身につけた〝娯楽提供者エンターテイナー〟の力があれば、勝てるかもしれないと思っていたのだ。


    　まして武器を失ったという情報が入っていた。この世界における伝説の傭よう兵へい〝炎神アグニ〟、彼が残したというククリナイフ。それをなくしたのだから、戦力は半減だ。


    　しかしまあ、相対した瞬間に理解できることもある。


    　──勝てない。


    　どう足あ搔がいても、どう考えても、どう奇跡を起こしても絶対に勝てない。


    　最高の〝娯楽提供者エンターテイナー〟の一人、アグニの遺伝子を取り込んだ男は、その手に山刀マチエツトを握って、赤神楼樹ケモノガリに戦いを挑んだ。


    　だが、同じように〝娯楽提供者エンターテイナー〟たちの遺伝子を取り込んだ仲間たちはもういない。もう、あっさりと全滅してしまった。


    　あれは暴風のようだった。あるいは、雪崩なだれのようでもあった。


    　踏み込んだジャングルには、急造とは思えないほどの緻ち密みつなブービートラップが張り巡らされていた。ただ仕掛けられていただけではなく、こちらの心理状態を完璧に分析していた。


    　一つのトラップを発見し、得意気に解除しようとした人間は傍そばにあった別のトラップに吹き飛ばされた。それに目を奪われた瞬間、疾風はやてのように何かがやってきて隊列の最後尾にいた男の首を斬きり飛ばした。


    　ロープを使って、ジャングルの木から木へと跳び移る様さまは猿人えんじんのようだった。


    　慌てた彼らは最悪の選択肢を選んだ──散開したのである。各人とも、己おのれが手に入れた力に絶大なる信頼を得ている。〝娯楽提供者エンターテイナー〟が、その壊れた脳で手に入れた術理、技、装置、その他あらゆる殺さつ戮りく能力。


    　だが。掛け値なしの本物の前には、そんなものはまるで通用しない。


    　男は不意に顧客の日本人から聞いた妖怪クリーチヤーの話を思い出した。


    　疾風のように人を襲い、斬りつける鼬ウイーズル──鎌かま鼬いたち。見えない刃で斬りつける妖怪の姿を、不思議なことに誰一人として目撃できない。


    　今ならその理由がよく分かる。風である彼らには──殺気がないのだ。今、自分たちを襲っているケモノガリと同じように、行動に一切の予兆がない。


    〝娯楽提供者エンターテイナー〟は気配を捉える能力に長たけている。こうしている今も、アグニの能力を手に入れた自分は周囲に満ちた小動物の気配すら知覚できる。


    　だが、その鋭敏な知覚能力ですら赤神楼樹ケモノガリを捉えきれない。憎いから殺すのではなく、愉ゆ悦えつから殺すのでもなく、餓えているから殺すのでもなく、ただ殺す。赤あか神がみ楼ろう樹きにとって、自分たちを殺すのと日常の振る舞いは同レベルの行為でしかないのだ。


    　例えば食事をする、という行為。何をどんな風に、どのくらいの時間をかけて食べるか、その程度ならば思考の範はん疇ちゆうだろう。だが、どうやって咀嚼して胃袋に入れるかをわざわざ考える者はいるだろうか？


    　……同じことだ。赤神楼樹にとっては、自分たちはただの[image: ]えさ、ただの義務、ただの行動。


    　最初に〝狩る〟という前提がある。後はただ、それに向けて動くだけなのだ。


    　だから自分たちのことを〝殺してやる〟とすら考えていない。ただ、処理しているだけ。


    　ああ──あまりに起点から違い過ぎる。あまりに思考が隔たりすぎている。宇宙人の方が、まだ話が通じるかもしれない。


    「は────ひぃっ」


    　それでも。男は選んだのだ。〝クラブ〟の会員メンバーとして栄光の生と不名誉の死のどちらかを選ぶと決めたのだ。


    「は、ひっ、ひっ、ひひひっ」


    〝炎神アグニ〟の能力は今も、彼の戦闘意欲を失わせてはいない。極度に怯おびえ、極度に昂こう奮ふんしながら、男は山刀マチエツトを構えた。


    　目の前には屍しかばねと屍と屍の山。流れる血は河川の如ごとく。そして──。


    「──は、ぁっ」


    　傷ついた赤あか神がみ楼ろう樹きが一人。男が戦闘意欲を失わない最大の理由は、これだ。いかに殺気を喪失して襲撃を仕掛けたといっても、自らの命を[image: ]とせば迎撃できないことはない。無論、それには命を代償に支払わなければならなかったが──傷つけることはできた。


    　会員なかまたちが作り出した、最後にして最大のチャンスだ。これを生かさなければ、己おのれは男とは呼べないだろう。


    　そう。ここにいるのは、己が〝男〟だと証明するためだ。父も、祖父も、皆こうして〝クラブ〟で人を狩ることで偉大な男グレイト・マンとなったのだ。


    「証明してやるッ!!　私も！　私も父や祖父と同じ『偉大な男』であると！　お前を狩ることで、証明してやる！」


    「……？」


    　赤神楼樹は首を傾かしげたものの、不意に「ああ」と納得したように頷うなずいた。


    　そうして哀しげに呟つぶやく。


    「──ばかだな、証明できるはずがないだろう。お前はここで、誰にも知られず誰にも理解されずに死んでいく。お前には何も証明できない、この世界に何かを成し得た痕こん跡せきなど、どこにもないままにお前は消える。これは、決定事項だ」


    「ほざけェッ!!」


    　相手は素手だった。ならば、山刀マチエツトを握った自分アグニの方が遥はるかに強い。加えて、この山刀マチエツトはわざわざ日本の刀鍛か冶じに造らせた特注品。


    　吼ほえ立てた男は、彼に向かって一刀両断に山刀を振り下ろした。あっさりと躱かわされる──だが、その避よけ方はとうに読み切っている。


    「キェェッェェェェェェェッ!!」


    　地面に叩たたきつけられる寸前、刃が跳ね上がった。微かすかに見せた楼樹の驚きよう愕がくした表情に、男はこの斬ざん撃げきが彼の予想を上回ったという愉ゆ悦えつに浸る。


    　赤神楼樹の体が揺れる──しかし下から上へ向けての斬撃は、赤神楼樹にギリギリで躱される。だが、男はもう恐れはしない。接近戦ならば、〝炎神アグニ〟の力を得る自分が遥かに優位に立つはずだ。


    　赤神楼樹ケモノガリの体はふらふらと、今にも崩れ落ちそうなほど。恐らく体力の消耗が激しいのだろう、このチャンスを逃のがす手はない。


    　男は絶叫して、山刀マチエツトを振り上げる──脳天から唐竹割りに振り下ろす。男の腕は見事なもので、恐らくこの瞬間に限って言うならば、〝炎神アグニ〟の一撃に限りなく近付いたことだろう。


    　──だが、近付くことと同じことはイコールではない。


    　気付けば、男の首筋に鋭い痛みが走っていた。何だろう、と思って手を当てようとするが、まるで鎖か何かでがんじがらめにされたように、腕はびくともしなかった。


    「……あ、れ……？」


    　首筋の痛みはますます強くなり、次第に首筋から脳天までが凍り付いたように冷たく変わり果てていく。


    　そして、何な故ぜか目の前には赤あか神がみ楼ろう樹き。殴ることすらもできない、超至近距離に彼がいた。


    「は、なせ、よ」


    　次第に、分かりかけてきた。脳は理解を拒んでいたが、〝炎神アグニ〟の遺伝子によって大幅に向上した動体視力は、赤神楼樹がなしたことを完全に捉えていたからだ。


    　それは、まさに一瞬の早はや業わざだった。山刀マチエツトを振り下ろそうとした腕、その手首を摑つかまれて力の流れを強制的に変更させられた。振り下ろそうとしたはずの力は、そのまま彼の首筋を狙ねらう一撃へと変わり、気付いたときには頸けい動脈が断ち切られていた。


    「あ、あ、あ、あ、あ、あああああああ……!?」


    　血、血、血。あまりにも呆あつ気けなく、己おのれの力を発揮することなどほとんどなく、男の命は無意味に流れ出ていく。


    「これで分かっただろ。こんな戦いで〝男〟など計れるものか。お前はただの殺したがりで、僕はそれを殺し返しただけ。お前の父親も、お前の祖父も、ここにいれば同じことだった」


    「い、偉大、偉大な、男に、僕は、なるんだ」


    「──お前は、そんなものになれない」


    　もう一度、冷徹に赤神楼樹はそう宣告して男を突き飛ばした。宙を向いたまま、男はもがく。違う、絶対に違う、赤神楼樹の言葉は噓うそだ、だって父も祖父も人を狩ることで偉大な男となったのだ。だが、今の自分はこうして惨みじめに死のうとしている。


    　だから、もしかすると。父と祖父の時代には、赤神楼樹がいなかった。自分のときには、赤神楼樹がいた。ひょっとして、己と父たちとの違いは、たったそれだけなのか。


    「い……やだ……ちがう……ちがうんだ……ちがうんだぁぁぁぁっ！」


    　絶叫────自身の命がただ無駄に垂れ流されていく恐怖に怯おびえながら、男は死んだ。


    　赤神楼樹は、男が〝娯楽提供者エンターテイナー〟のアグニの遺伝子を取り込んでいたことはすぐに分かった。だが、男の名前は知らなかった……これから先も、知ることはないだろう。


    



    　──疲労は極限に達していた。


    　この一時間は戦いに次ぐ戦いだった。〝娯楽提供者エンターテイナー〟の遺伝子を取り込んだ会員メンバーたちは、怯ひるむことなく波状攻撃を仕掛けてきた。


    　手持ちの武器はなく、ただジャングルという場所だけが僕にとってのアドバンテージだった。木々の間にワイヤーを張り巡らせ、シャーリー仕込みのブービートラップをそこら中に設置。それでもなお、彼らは懲こりることなく幾多の罠わなを突破して僕に接敵した。


    



    　血の雨が降る。


    　人体が一瞬で肉塊へと変へん貌ぼうする。頭ず蓋がいは吹き飛び、臓物は放り出される。


    　最悪なのは、それでも彼らは襲いかかってくるということ。血も、臓物も、彼らにとっては刺激物にしか成り得ない。


    　……人間ならば恐れるはずの鉄てつ火か場ばも、彼らにとっては娯楽でしかない。まさしくここは、会員たちの遊戯場ゲームフイールドだった。


    　野獣のような暴ぼう虐ぎやくを振るう人間と、こちらを機械のように精密に狙ねらう人間が同時に襲いかかってくる──手にはナイフ、ロープ、トマホーク、拳銃、短機関銃、戦闘小銃、狙そ撃げき銃じゆう。果ては拾った土を詰めたブラックジャックまで。


    　あらゆるものを武器にして、あらゆる状況を利用して、僕は殺し続けた。


    



    　──ガスマスクを被かぶり、注射針の手袋をつけた筋骨隆々の男の首を百八十度回転させてへし折った──。


    　──鋼鉄の鎧よろいを身に纏まとった二人目の愚か者バカを転ばせた後、グレネードランチャーで吹き飛ばした──。


    　──俊敏な動きでこちらを惑わせる年増の赤ずきんロートケプヒエンを、クレイモアでズタズタに引き裂いた──。


    



    　しかし彼らも意地があったのだろう。銃弾は雨あめ霰あられと飛び込んできた、山刀マチエツトを持った男に斬きりつけられ、無数の爆弾が転がってきては爆発した。


    　傷つかないはずがない。痛みがないはずがない。


    　──全部を、堪こらえた。ただ耐えた。歯を食い縛って、それに耐えた。


    　アドレナリンは爆発的な噴出力をもたらし、脳は全てをスローに見せる。六十分の一フレームを僕の眼球は読み取り、脳はそれに対する適切な行動を取るように命令した。


    　前へ。ただひたすら、暴力的なまでに疾走する。


    　後退することを己おのれに許さない。後退してしまえば、彼らは一いつ気き呵か成せいに襲いかかってくる。だから、ひたすら攻撃を続けた。


    



    　──ジャングルの枝からロープを巻き付け、吊つるし上げた──。


    　──手にした狙そ撃げき銃じゆうを爆弾魔の脳天に撃ち込んだ──。


    　──突撃槍ランスを持って突貫してきた男を、日本刀で一刀両断した──。


    



    　そうして最後に、山刀マチエツトを持った男の頸けい動脈を断ち切った。沈黙のまま、僕はそこに蹲うずくまる。


    　立っていられなかった。戦いが終わった瞬間、力が抜けたのだ。


    　だが、まだ全てが終わったわけではない。今回のは、言うなれば初戦でしかない。まだ、基地の内部にはアストライアがいる。


    「武器……そうだ、武器を集めなきゃな」


    　大きく息を吐き出して、僕は死体の山から使えそうなものを探す。僕が作り出したこの惨ざん状じようは、僕にとって最も早はや景色でしかない。


    　死体は死体であり、ただの物体だ。……どう足あ搔がいても蘇よみがえることはない以上、僕はここでの休憩を選択する。


    　落ち着いた呼吸を取り戻せるまで、僕は何かを思い出そうとした。幼い頃の記憶、捨て去ったはずのそれが、まだ残っていないだろうかと。


    　……そんな上う手まい話はない。幼い頃の思い出は、何もかも綺き麗れいに消してしまった。貴き島しまあやなとの思い出すらも、曖あい昧まいな影となっている。


    　貴島あやなという何より大切な少女の存在は覚えていても。彼女と関わるようになったきっかけすら、僕は取り戻せない。


    　ジャングルで死体に囲まれ呼吸を整えようとしている今の僕は、果たして彼女の目にどう映るのだろう──。


    　そんな、どうでもいいことを考えてしまう。すぐに後悔して、頭から消す。


    　もういい、もう立ち上がろう。僕は「よし」と呟つぶやいて、どうにか立ち上がった。疲労は極致に達しているが、神経は冴さえ渡っている。


    　既にジャングルから敵対者の気配は消えている。どうやら、僕は思っていた以上に殺し尽くしていたらしい。……彼らが全滅してしまうほどに。


    　露つゆ払はらいは終わった──とはいえ、まだ基地内部にはいくらでも雇われたスタッフたちがいるだろう。だが、彼らが僕の前に立ちはだかる可能性は低い。彼らはあくまでスタッフで、僕は試合に引き[image: ]ずり出された剣闘士グラデイエーターだ。


    　……だから、僕が戦うべき相手はあと二人。七人の聖父フアーザー、〝無垢イノセント〟のアストライアともう一人だけだ。


    「基地は……どっちだろうな」


    　ジャングルを彷徨さまよい続けるというのは、いささかぞっとする。僕が向かうべき道を決めあぐねていたとき──それが、突然島全域に轟とどろいた。


    　咆ほう吼こう、というか絶叫か。苦く悶もんではなく、威い嚇かくであることは明白だった。


    　アストライアではない。彼の獣性は内側に秘めているもので、露骨に外側へ向けられることはなかった。……第一、彼にしては声があまりに野太い。


    　となると、答えは一つ。残った〝娯楽提供者エンターテイナー〟──あるいは。


    「〝悲哀グリーフ〟だったか」


    　七人の聖父フアーザーの中で、アストライアに匹敵するとまで呼ばれた怪物。……あの〝慈愛アフエクシヨン〟が手に入れた力は、〝悲哀グリーフ〟のものだと聞く。


    　間違いなく、この島における随一の難敵だろう。少なくとも、シャーリーたちでは歯が立つまい。


    　だから、僕が行こう。僕が殺そう。そう考えて、僕は立ち上がって──気付く。


    　足が震ふるえている。身が竦すくんでいる。先ほどの咆吼を、僕は恐ろしいものとして認識しているらしい。


    　これまで、どれほどの敵と戦おうともなかったことだった。戦いたくないと考えたのは──セシリアを除けば、恐らく初めてだ。


    　世界は広く、未知なる怪物がいる。僕という突然変異種が存在するなら、向こう側にもアストライアの他に、そういう突然変異種がいる。


    　当たり前の事実で、残酷な真実だ。


    　拳を握る。数多あまたの記憶を搔かき消し、ただ一つ──たった一つの名前だけを胸に刻んで。ここまでやってきたのだ。


    　だから前に進もう、赤神楼樹ケモノガリ。勇気を胸に抱き、その一歩を進ませろ。


    　僕は歩き出す。


    　向かう先は──既に決めていた。


    



    　アストライアは〝悲哀グリーフ〟の咆吼を聞いて顔を顰しかめた。狩人である会員メンバーたちは見事に全滅した。赤あか神がみ楼ろう樹きにはそれなりの手傷を負わせたようだが、恐らくそれが戦闘能力の漸ぜん減げんに繫つながることはないだろう。


    　……だが、問題は〝悲哀グリーフ〟だ。サイクロプス・ジャック。伝説の傭よう兵へい、疑いようもなく世界最強を名乗ることを許される唯一の怪物。


    　誰かが言った。「あれは災害であり、人が戦ってよいものではない」と。アストライアもその意見に半分ほど賛同する。


    　確かに、サイクロプス・ジャックは信念なき怪物だ。せめて獣であれば、まだよかった。本能の赴くままに殺す存在であれば、アストライアは嫌悪しなかったろう。


    　ジャックが最悪なのは、わずかながらの理性と高度な知性を持っている点だ。例えるなら我わが儘ままな赤ん坊だが、その赤ん坊ときたら体長百メートルで核ミサイルにも耐え得るおぞましいバケモノときている。


    　サイクロプス・ジャックは刑務所で生まれた。


    　父親は死刑囚であり、母親はその死刑囚の熱烈な〝ファン〟だった。母親はこの男の子を産むために刑務所で暴動を引き起こし、その間に子を孕はらんだ。


    　ここまでならば、子は母親から引き離されて終わっていただろう。死刑囚が異常だったのは、ここからだ。死刑囚でありながら、囚人たちに絶大な権力を誇った父親は母親を刑務所に匿かこい、極秘裏に出産させた。その際、母親は死亡した。


    　生まれてすぐ、二足歩行で歩いた赤ん坊を男は喜んだ。そして三年が過ぎると、子供を育てることに飽きて、捨てた。


    　だが、サイクロプス・ジャックの方も三歳で自意識を確立させていたし、囚人の残飯で食うには困らなかった。五年経って父親が死刑になった頃には、ジャックの存在を誰もが忘れていた。あまりに異常な状況を信じる者もおらず、彼はいつしか刑務所の都市伝説となって消えていった。


    　また五年経って、十三歳になったとき、ジャックは刑務所の人間を皆殺しにした。


    　言語教育は囚人の会話を盗み聞きすることで覚えた。肉体は、絶望的なまでに過酷な状況をただ生きるだけで鍛えられた。


    　だが、何よりサイクロプス・ジャックが刑務所で学んだ大切なものがある。


    　それは〝邪悪〟だ。善、努力、勇気──悪意はその全てに勝る力だ。ジャックは世間から身を隠しながらも、その悪意を世界にぶつけ続けた。


    　朴ぼく訥とつな村が、一晩で消失したこともある。


    　仲の良かった一家が、無惨な死を迎えたこともある。


    　一度など警察に捕まった──が、護送された先の警察署の署員を皆殺しにした。指紋はあったが、何しろ戸籍もない流れ者である。捕まることも、表沙ざ汰たになることすらもなかった。


    　十五歳まで好き放題に暴れ回っていたサイクロプス・ジャックは人を殺す術すべをさらに学ぶために、戦場へと赴いた。


    　必要とあらば味方ですら平気で殺す彼は戦場で忌いみ嫌われ──同時に恐れられた。寝ている最中に、暗殺を謀はかられるなど毎日の出来事だった。


    　だが、さらに恐ろしいことに。ジャックはその悉ことごとくを返り討ちにした。それどころか、暗殺を企たくらんだ傭よう兵へいの一人を半殺しにしてから写真を見せた。母国にいる妻と娘の、惨殺死体の写真だ。


    　それ以来、誰も彼に手出ししなくなった。上官も、雇い主ですら彼に怯おびえた。


    　その一方で、彼は絶対的な勝利をもたらした。彼を味方につけた方が、勝利する──それが、戦場におけるサイクロプス・ジャックの伝説だった。


    



    　ジャックは無論、誰にも愛されたことがない。だが彼がこよなく愛した者はいた。


    　……子供だ。絶対的な力を持ち、どんな大人をも殺すジャックは何よりも子供を殺すことを好んだ。


    　彼にとっての愛とはそういうもの。親が泣き叫ぶ様さまを見て、ストレスを解消するための玩がん具ぐに過ぎなかったのだ。


    　戦場にいたのはわずか三年。その三年で、彼は〝炎神アグニ〟が打ち立てた戦場における伝説の数々を塗り替えた。


    　死刑囚の父親が、子供を求めたのは、彼なりの好奇心だった。


    



    〝悪と悪が子を育み、極めて純度の高い悪によって育てられたとき、その子は一体どういう存在に成り得るのか？〟


    



    　答えはこれだ。サイクロプス・ジャック。父親の巨きよ軀くを受け継ぎ、母親の邪悪な頭脳を持った生まれながらの怪物。


    　そして三年の傭よう兵へい生活以降、彼は〝クラブ〟へと組み込まれる。〝クラブ〟は、彼の全てを肯定してくれる素晴らしい場所であった。しかし、同時に彼がもっとも嫌いな権力という名の『暴』が、彼を押さえつけることになった。


    　権力を持つのは〝虚無ホロウ〟という名を冠する老人だった。


    　相対した瞬間、弱いとジャックは思った。拳の一撃で、彼の顔面を潰つぶせる自信があった。


    　いや、自分ほどの力がなくとも子供ですら勝てるほどの弱さだ。何しろ、既に百歳を超える老人なのだから。


    　なのに、誰もが皆彼に逆らえないと思っていた。どれほどの権力者であっても、この老人に傅かしずいていた。……ジャックは、それがどうしても理解できない。


    「強くもないのに、威張っている」


    　それが〝虚無ホロウ〟に対するジャックの評価だった。〝クラブ〟の頂点に立つ存在のくせに、一人で立つことすらもできないほどに弱い。


    　……不意に、殺したくなった。


    　アストライアがいない隙を突いて（戦えば勝てる自信があったが、時間稼ぎに持ち込まれてしまえば、増援が来て厄やつ介かいになる）、彼は病室の老人と向き合った。


    　無論、ここに至るまでに〝娯楽提供者エンターテイナー〟やスタッフが迎え撃った。その中には聖父フアーザーである先代の〝悲哀グリーフ〟もいたが、彼も歯が立たなかった。


    　ベッドの老人は、小さく、弱々しく、哀れだった。無数のケーブルが、この老人を無理矢理に延命させている。


    「可か哀わい想そうだから、殺してやるよ」


    　ジャックはそう言って、殺そうとした。眠っているような状態だった〝虚無ホロウ〟は、突然口を開いた。


    「──そうか。だがまあ、私の話を聞いてからにしてくれ」


    　何を？　とジャックが問い掛ける。


    　全てを、と〝虚無ホロウ〟が答える。


    　興味深い、どうせ殺すのだからとジャックは振り上げた拳を元に戻した。


    　そのとき、果たして二人が何を語り合ったのかは誰も知らない。アストライアが駆けつけたとき、ジャックは首を捻ひねりながら出てきた。


    「まあ、いいか」


    　殺す気が失うせたのか、ジャックはアストライアに素直に捕縛された。アルカトラズ島に幽閉されてもなお、彼は大人しいままだった。無論、ジャックに関しては即刻処刑すべき、という意見が出たが〝虚無ホロウ〟はそれを全て退しりぞけ、あろうことか〝悲哀グリーフ〟の座をジャックに継承させると全員に告げた。


    　この〝クラブ〟において、〝虚無ホロウ〟の意見は絶対である。聖父フアーザーたちは渋々とその意見を受け入れて、サイクロプス・ジャックに〝悲哀グリーフ〟を受け継がせた。


    　ジャックはアルカトラズ島の刑務所でそのことを聞くと、嬉うれしそうに笑った。


    　とはいえ聖霊会議の際の態度を考える限りでは、殺意が鎮まったわけでもない。いや、それともあれはポーズなのだろうか。彼は殺せないと知っていて、アストライアたちをからかっているだけなのかもしれない。


    「……ふん。全く厄やつ介かいな」


    　そう言いつつも、アストライアはサイクロプス・ジャックを始末しなかった。まさしく彼はこういう非常事態のために飼われているような存在だ。


    　もっとも、アストライアにとっては赤あか神がみ楼ろう樹きへ突きつけた最後の試練ラストゲームの駒こまに過ぎない。


    　アストライアですら殺し切れなかった彼ジヤツクを殺したのならば、それでようやく──自分が挑戦者になれる。


    　今まで、圧倒的に戦ってきた自分が遂に劣勢となるのだ。


    　アストライアはそれが楽しみで楽しみで仕方がない。一方的ではなく、相互干渉のある戦い。


    　生まれてすぐに誰もが体験し得るはずのそれを、アストライアは生来の戦闘能力のせいで、成立させられなかった。


    　子供の喧けん嘩かなのに、自分だけが銃を持っているようなものだ。圧倒的過ぎて話にならない。


    　それがようやく覆くつがえされる。


    　アストライアは一いち日じつ千せん秋しゆうの思いで、赤神楼樹と相対する瞬間を待つ。


    



    　──一方、サイクロプス・ジャックもまたアストライアの心理を読み切っている。


    　アストライアがジャックを忌いみ嫌うのと同様、ジャックもまたアストライアを忌み嫌っている。殺してやろう、と何度思ったことか、何度空想で実行したことか。


    　それでも、殺害を実行しなかったのは──殺せば、ただそれだけで終わってしまうからだ。


    　アストライアは恐らく、それでは絶望しない。死んだところで「そういうものか」という諦てい観かんがある。


    　だが──ここに、赤神楼樹ケモノガリが加われば話は違う。


    　アストライアにとって、赤あか神がみ楼ろう樹きは救世主メシアにも等しい存在だ。これまでの渇かつ望ぼうを潤うるおす人生で二度と巡り合うことなき好敵手ライバル。


    　そんな貴重な生物、そんな貴重な──親友に等しい間柄の彼を無惨に殺せば、果たしてアストライアはどれほどまでに絶望するだろうか。


    　見たい。その瞬間がとてつもなく見たい。ジャックにとって、強者の絶望ほど欲望を満たすものは存在しない。


    　サイクロプス・ジャックは基地から五百メートルほど離れたミサイルサイロ、その対たい爆ばく蓋ぶたに佇たたずんでいた。


    　特に何か拘こだわりがあったわけではない。ただ、自身ジヤツクと相手ケモノガリの戦闘能力を推し量るに、広い方がやや有利かと踏んだだけだ。


    　赤神楼樹の戦闘能力は、残された映像で把握している。アストライアが執しゆう心しんするだけあって、なるほど比類なき力を持っている。


    　だが──それでも自分の方が上だ。筋力も、耐久力も、速力も、判断力も、運も、知力も、分析力も、何もかもサイクロプス・ジャックが上回っている。


    　人間が漁船で、赤神楼樹が駆逐艦だとすればジャックは戦艦だ。ただ才能を開花させただけの赤神楼樹など、純粋悪として自身を成長させたジャックに比べれば何のことはあろう。


    「ひ、ひ、ひ、ひ、ひ」


    　ジャックは笑う。赤神楼樹を殺してアストライアの絶望を味わい、彼を殺した後は〝虚無ホロウ〟の下へと再び赴こう。


    



    　──私の絶望が欲しいのだろう。だが、残念なことに私はここでどれほど惨むごたらしい死を迎えようとも、恐らく絶望はできない。


    　──私はこの世界における、絶対的な象徴に成り果てている。従って、私を殺せばお前は一生消えることのない痕きずあとを背負うことになる。


    　──私を絶望させられなかったという、どうにもならない痕だ。だが、これを解消するに足る手段が一つだけある。


    　──アストライア。彼を絶望させなさい。彼は私が見み出いだした、次なる象徴。この〝クラブ〟の全てを継ぐに足る存在だ。もし彼が絶望のまま死に果てれば、私もまた連鎖的に絶望するだろう。それだけの愛を注いで、私は彼を育てたのだから。


    　──そう、愛。愛だよ、お前が求めることのなき、終生理解すること能あたわぬ愛という感情。それがあるからこそ、人は絶望する。アストライアも絶望する。お前も、彼の絶望を見てみたいだろう？　私のように。


    　──行きなさい、〝悲哀グリーフ〟。……そう、今からお前は七人の聖父フアーザーの一人だ。愛を永遠に理解できず、はち切れんばかりの欲望をぶつけることで人間を傷つけるお前には相応ふさわしい称号だろう？


    



    「そうさ、〝虚無ホロウ〟。お前はこれから絶望する。文句なしに絶望するさ。おれは最強だからな。戦えば勝つっていうのがうんめいってヤツさ。ひ、ひ、ひ！」


    　ジャックは笑う。笑って、拘こう束そく服ふくをゆったりとした動作で引き千ち切ぎる。二メートル、百三十キロの肉体は彫像のように美しい。


    　だが──その顔は、悪魔のように禍まが々まがしく道化のように滑こつ稽けいだ。そのアンバランスさが、一層サイクロプス・ジャックの醜悪さを強調させる。


    「ほうら、きたきた」


    　薄ら笑いを浮かべて、ジャックは甘く香る血臭を胸一杯に吸い込んだ。こんな離れた場所から、これほどまでに血の臭いを漂わせる男など、アストライア以外には一人しかいまい。


    「ろ・う・き・あ・か・が・み……ひひ、けものがり……ひ、ひ、ひ！」


    　赤あか神がみ楼ろう樹きが、遂に姿を現した。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　巡回警備を行っていたスタッフたちは、不思議なことに軍用犬を連れていなかった。……いや、逆に考えればそれも道理か。


    　だがこちら側には、イヌガミがいる。イヌガミはかつて、ローマで軍用犬を操って大混乱に陥れたことがある。


    　その情報は彼らも得ているだろう。お陰でこちら側は侵入が容易たやすくなった。第二ゲート、シャーリーたち潜入班は恐らく資材関係などの搬出入用に使用されている大型の出入り口から忍び込むことに成功した。


    　駐車されたトラックの下に隠れつつ、シャーリーたちは監視カメラと警備の確認を行った。


    　倉庫は吹き抜けの状態で、三階まで続く金属製の階段がある。二階と三階には、それぞれ別区画へと向かうための金属扉がある──カード認証式の電子錠がかけられているようだ。


    　二階には通風口らしきものが見える。


    「チェック。監視カメラは各階にそれぞれ四つ、それぞれ死角を補うようにセットされているわ。見張りは二人組が一階に一組だけ。緊張状態はやや緩ゆるんだ感じ。武器は二人ともにアサルトライフル……Ｇ３６Ａ２ね」


    「欲しいな」


    　ロックが拳銃片手に呟つぶやいた。やはり、拳銃では心こころ許もとないらしい。


    「ロック、ならその銃を貸し給たまえ。代わりに私のライフルを使え」


    　クリーナーがアサルトライフルと弾マガ倉ジンをロックに手渡した。きょとんとした表情で、彼はそれを受け取った。


    「いいのか？」


    「こちらの方が扱いやすい」


    　クリーナーはそう呟いて、拳銃を二挺ちよう構えた。


    「二人とも、まだよ。ひとまず監視カメラを無力化させるわ」


    「どうするんです？」


    　シャーリーはバックパックから小さな箱を取り出した。中には灰色のネズミが一匹、仮死状態でカプセルに封じられている。


    「何だそれ」


    「九課Ｑが開発した、囮鼠デコイマウス。心配しなくても、生きてるわ」


    　シャーリーはトラックの下から抜け出すと、倉庫扉に匍ほ匐ふく前進で近付いた。倉庫扉は開きっぱなしだが、倉庫内部では監視カメラが互いの死角を捕捉するように設置されている。加えて、やや緊張が緩んでいるとはいえ、見張りが二人。


    「頼むわよ、鼠ねずみちゃん……そらっ」


    　仮死状態を保つカプセルを開くと、シャーリーは倉庫に向けて鼠を投とう擲てきした。意外なほど激しい音に、見張りたちが驚きつつ銃を構えた。


    「本部。……物音がした、カメラで捉えられるか？」


    　見張りがそう言うと、四台の監視カメラが一斉に動いた。期待通り、監視カメラはモニターでチェックされていたようだ。


    　そして四台のカメラが一斉に動いて、一方向を見るということは数秒でも死角が生まれるということだ。倉庫内部の部屋の広さ、搬入物の整理の行い方などからシャーリーは素早く、監視カメラがどこにあるかの推測を打ち立てた。


    （……貰もらった時間は一分ってところね。充分よ）


    　倉庫扉から忍び込んだシャーリーは、監視カメラのネットワークケーブルをドライバーを利用して引き出し、手持ちのＰＣ遠隔操作用デバイスと接続させた。


    　デバイスによってセント・マクシモス島のローカルネットワークから、人工衛星サテライトを経由してＣＩＡの情報分析室へとリンクされる。


    「何だ、鼠ねずみか……くそ、デケぇな！」


    「本部。ただの鼠だ。明日で構わないから、殺さつ鼠そ剤ざいでもバラ撒まいておいてくれ」


    　シャーリーはそれを確認してから、すぐにまた倉庫扉から離脱。数秒遅れのタイミングで、監視カメラが復元した。


    「……よし。聞こえる？」


    《オッケーバッチリ！　それじゃ、ちょっと待っててね！》


    　無線を通して、シャテア・アンデラーデの快活な声がシャーリーの耳に響いた。


    



    　シャテアは助手である情報分析官とともに、監視カメラのネットワークからの侵入ハツキングを試みることにした。


    「ん。さすがにプログラムまで特別製ってことはなかったね」


    「それでも、一流企業並みのセキュリティですよ」


    　緊張しつつ分析官が呟つぶやく。シャテアはケラケラ笑って言った。


    「大丈夫大丈夫。一流企業並みってことは、侵入し得る要素があるってコトなんだから！　これが、私ですら分からない領域のセキュリティだったら、お手上げだったけどさ」


    「ねえ、シャテア。ＣＩＡに入る気はない？　高給優遇するわよ」


    　分析官は真剣に、少女のリクルートを試み始めた。


    「ふんふんふふん。やめておいた方がいいわ。今回みたいに、敵が分かりやすい〝悪〟ってことは滅多にないでしょ？　正義と悪、白と黒はハッキングをやりやすくもするしやりにくくもする。わたしは正義でありたいの。あなたたちはそうじゃないでしょ？」


    「……むぅ。まさしくぐうの音も出ない」


    　お手上げだ、というように分析官は諸もろ手てを挙げた。


    「ま、今回は大丈夫よ。全力で行かせてもらうから……そら、侵入成功！　監視カメラの映像を把握するわ。五分後にモニターの全映像をリピート動画に切り替える。そうしたら、警報装置以外は全部無効化される！」


    《オッケー、シャテア！　愛してるわよ！》


    「シャーリーの愛は必要ないから、その分ロウキの愛が欲しいわね！」


    　ケラケラと笑いつつ、シャテアはさらにモニタールームから基地内部のあらゆるネットワークへの潜入を試みる。


    　予想通り、対空ミサイル管制室以外は全てネットワークで繫つながっていた。だが、管制室だけは独立した端末のため直接デバイスを接続しなければ、侵入は不可能だ。


    「地図を送るわ。頑張ってね、シャーリー」


    　監視カメラを支配したとはいえ、厳重な警備が緩ゆるくなったわけではない。シャーリーたちの正念場は、まさにここからだった。


    



    　倉庫へと突入したシャーリーたち潜入班の動きは、電でん光こう石せつ火かと呼ぶに相応ふさわしいものだった。


    　両手に拳銃を握ったクリーナーは、倉庫の正面扉から堂々と足を踏み入れると、彼らが誰すい何かするより先に、銃弾を彼らの眉み間けんに埋め込んだ。


    「はーい。全員、シャテアから送信された地図をチェックして」


    　シャーリーが持ち込んだ小型のタブレットに、基地の内部構図が表示された。


    「ここが今の倉庫だよな？」


    　ロックが指差した右端の区画を見て、シャーリーは同意した。


    「ええ。ミサイル管制室までは、中央区画の廊下を抜けるのが一番早いけど……」


    「無理があるだろうな。だが幸いこの倉庫は三階まで続いている。傭よう兵へい連中の居住区だから、こちらの方の警備は緩ゆるいはずだ」


    「シャカール。貴方あなたなら通風口から忍び込める？　この通風口からなら、中央区画を避けたまま、管制室近くの──ここで降りられるはず」


    「鋭意努力してみましょう」


    「ここから先は時間との勝負よ、陽動班もそろそろ動くはず。急ぎましょう」


    　シャーリーの言葉とともに、潜入班はさらに分離した。シャカールは倉庫二階にある通風口の蓋ふたをドライバーでこじ開けて体を滑り込ませ、匍ほ匐ふく前進で管制室へと向かう。


    　一方、シャーリーたちは見張りの死体から奪ったカードを使い、電子ロックを解錠して三階の居住区へと向かった。


    　かつてシャーリーが通っていた大学の薬学部棟を思い出させるように、シンプルで幅広の廊下だった。廊下の幅は約三メートル、左右に幾つもの部屋扉がある。扉には電子ロックなどはないようだ……まあ、こんな場所に電子ロックなど無駄極まりないので当然だろう。


    　居住区といっても、三階のこの区画は基地のスタッフたちが主に使用しているせいで、大部屋が多い。恐らく交代制で、今も部屋にはスタッフたちが待機しているはずだ。この時間帯を考慮すると、眠っている者が大多数か。


    　巡回していた見張りを、手早く片付けると彼らはバックパックからＣ４──軍用のプラスチック爆薬を取り出した。先ほどシャテアから送信されたデータで、各部屋の限界居住は三十人でどれだけの広さがあるかも判明している。


    「二つセットして。爆破方式は接触式と時限式の両方。タイマーは三十分後」


    　彼らは素早くＣ４をセットすると、速やかにその場を立ち去った。


    



    　一方、陽動班の三人──ナヴァロン、バッド、チトラカも動き出していた。シャテアのハッキングにより、既にフェンスの高圧電流は解除されている。フェンス上部の鉄条網をニッパーで破壊すると、素早く登った。


    「チトラカ、愉たのしいお仕事だぞ」


    　先輩格であるナヴァロンの言葉に、「イエスサー」とチトラカはふざけて敬礼した。


    「警報で動き出した場合、一番問題になるのは待機している装甲車三両と戦車二両だ。装甲車はスティンガーを強奪すれば何とかなるかもしれんが、戦車は無理だ」


    〝クラブ〟が所有する戦車二両は、ドイツ軍第三世代主力戦車「レオパルト２」だ。セラミックやチタン合金などの材質を組み合わせた複合装甲は、彼らが持ち込んだ武器では破壊不可能だ。


    「仰おつしやる通りで」


    「だが、生あい憎にくと戦車には一つだけ弱点がある」


    「……へ？」


    「キャタピラのシングルブロック・ダブルピンだ。履帯を連結させる役割を果たしているこのピンは、装甲ほどに耐久力はない。ピンが一つでも外れれば、行動不可能に陥る」


    「なるほど。道理だ」


    「俺とバッドは向こう側にある停車状態の戦車と装甲車にセットしてくる。お前は向こう側のあれに爆弾をセットしてこい」


    　ナヴァロンが指差した方角を見て、チトラカは呻うめいた。


    　大音響を響かせながら巡回している戦車が、ナヴァロンの指差す方向にあった。


    「冗談じゃねえ、戦車に轢ひかれろと？」


    「そこでお前の足が生きてくる。戦車と併走して、腕を巻き込まれないように注意しながらキャタピラに爆薬をセットしろ。当然、他の誰にも見つかるな」


    「あんまりだ！　注文が多すぎる！」


    「時間がない、行くぞ。いいか？　キャタピラの内側、ピン上部にきちんとくっつけろよ」


    　ナヴァロンは素っ気なくそう告げて、彼に小さなＣ４爆薬を渡した。キャタピラの内側に貼はり付けるだけなら、この程度の量でも充分だ。


    「分かっているさ。全く、大学カレツジで陸上競技なんか選ぶんじゃなかったぜ……」


    　チトラカはぼやきつつも爆弾を手にすると、不要なバックパックなどを下ろして身を軽くした。


    「よし。……前進せよゴー・アツプ！」


    　陽動班が動き出した。監視カメラを支配下に置いた今、潜入任務の縛りは解けた。全体に警報が鳴らされなければ、それで問題ない。


    　爆破工作の障害になるようならば、あらゆる人間を排除する。


    



    　狙そ撃げき班もまた、行動を開始していた。と言っても、狙撃はまだだ。今行っているのは、基地の傭よう兵へいたちの動線把握である。


    「……正門警備五名、チェック。脅威度ランク付け終了。データ送ります」


    　ボーパルバニーは観測手スポツターである。本来、彼女は狙そ撃げきのバックアップ役であり、風速や距離などを正確に測定することが役割だ。


    　だが、今や観測手スポツターの役割はそれだけではなくなった。高度なデジタル処理が可能となった双眼鏡によって、ボーパルバニーは「マーキング」を行っていく。


    　人体の形は極めて特徴的だ。ギリースーツなどで擬装を行わない限り、動く人間を視認できないということはまずない。


    　双眼鏡はさらにその視覚処理を推し進め、識別した人体をマークしてどれほど動いて身を隠そうとも、レンズで捉えてしまえば追跡を行えるようにした。


    　さらに双眼鏡で捕捉したデータは、コサックが持つスコープに転送される。今、スコープを覗のぞき込んでいるコサックからは、暗視装置ナイトビジヨンなどの処理がなくともオレンジ色のマークが彼らの脳天に浮かび上がり、白線がその輪郭を捉えていた。


    「よし。これで警備含めた全員のマーキングが終了した。ギリギリ間に合ったな」


    「コサック、ボーパルバニー。シャーリーから無線連絡だ。警備厳重につき、即時の排除不可能と判断。カウントダウン開始しろとさ」


    　ウェイターが銃の安全装置セーフテイを解除した。


    「了解」


    　コサックたちは腕時計のカウントロックを解除した。この腕時計もメンバー間でのリンク機能が備わっており、カウントロックを全員が解除した時点で初めてカウントダウンが開始されるようにセットされている。


    　従来のような時報や声を[image: ]そろえてのタイミングなどで生じるズレを解消するためだ。


    　カウントダウンが開始され、数字が十秒から九秒へと切り替わった。


    　コサックは一度大きく息を吸い込んで、ぴたりと停止した──残り八秒。


    



    　シャーリーたちは居住区廊下を歩きながら、次々と警備を排除していったもののミサイル管制室へと向かうためのＴ字路直前で足を止めざるを得なかった。


    　廊下の角から鏡を利用して、視認する。警備は最低でも四人、だがそのうちの一人がこの角からは見えない誰かと話しているので五人以上──恐らく六～八人というところだろう。


    　さらに、視認できる四人のうち二人は通常警備のように軽装だが、もう二人はスタングレネードなどの防御用のガスマスクとフラックジャケットを装備している。さらに、彼らの正面には微かすかに防弾ガラスらしきものも見える。


    　二人は始末できるかもしれない。押していけば、全滅も可能だろう。しかし、無線で奇襲を受けたことを連絡させないまま全滅させるのは不可能だ。最低でも三分以上の時間が必要だ。


    「どうする？」


    「ここまでね。……カウントロックを解除するわ」


    「了解。……ここの突破方法は？」


    「スタングレネードとスモークグレネード。接近戦で決ケ着リをつけましょう」


    　シャーリーは狙そ撃げき班と陽動班、それにシャカールに連絡。全員の同意を得て、カウントロックを解除した。


    　……それが、五秒前の出来事だ。


    　シャーリーたちは両手にスタングレネードとスモークグレネードを持ち、ガスマスクを装着している。これまでの優位性はここで失われる。だが──ここを進むしか、道はない。


    　覚悟を決めた。


    　残り二秒。


    



    　陽動班のチトラカは戦車と併走していた。暗がりとはいえ、気付かれないように動くのは至難の業わざだ。まして、サーチライトがところどころ照らしているとなるとなおさらだ。


    　だが、彼が誇るオリンピック選手以上の健脚は戦車との徒競走によく持ちこたえていた。


    　タイミングを推し量り──キャタピラの音を聞きながら、チトラカはキャタピラのピンにＣ４爆薬をセットした。そのまま、戦車後部に張り付いてカウントダウンを待つ。


    「やりやがった」


    　ナヴァロンはニヤリと笑って、爆弾のスイッチを手にした。


    　残り一秒。


    　一瞬、彼の全身に嫌いやな感覚が満ちた──が、それを無視して爆弾のスイッチを押す。


    　爆弾の起動は、カウントダウン終了とほぼ同時。


    　装甲車三両、戦車一両、そして巡回していた戦車のキャタピラが小さく爆破された。


    　まず、突如停止した戦車の砲塔ハッチが開いた。様子を見ようと考えたのだろう。そこへ、チトラカが一気に襲いかかった。拳銃で出てきた砲兵を射殺すると、間かん髪はつ容いれずに内部へグレネードを放り込んだ。


    　巡回警備を行っていたスタッフたちが、戦車の異常とチトラカに気付いた。


    「敵襲！」


    　だが、そのタイミングでナヴァロンたちがＳＣＡＲを一斉掃射した。軍用ボディアーマーを貫き、スタッフたちが崩れ落ちる。


    　警報が周囲一帯に鳴り響く──だが、ナヴァロンは既にセットしていたＣ４爆薬を段階を追って爆破していった。


    　一斉に爆破させてしまうと、敵は「これで爆破は終わりだ」と信じてしまう。だが、一定間隔ごとに爆破することで、敵は「どこに爆弾が仕掛けられているか」が分からなくなり、調査に時間を食うことになる。


    　望ぼう楼ろうの重機関銃がサーチライトとともに動き出した。戦車の付近にいたチトラカを発見したのだろう。ぴたり、とライトが停止する。その瞬間を狙ねらって、ナヴァロンは再びＣ４爆薬を爆発させた。


    　ずん、という凄すさまじい重低音とともに望楼が揺れる──が、コンクリート製のそれはＣ４の爆発にどうにか耐えきった。


    　しかし、それはナヴァロンの計算通りだ。この手の建造物は基部がある程度崩壊すると、横からの衝撃に耐えられないようになる。


    　ひび割れた部分を狙い、彼は慎重にグレネードランチャーの銃ひき爪がねを引いた。射出されたグレネードは通常のフラググレネードではなく、弾殻シエルが割れると貼はりついて爆発する粘着式の「スティッキー」だ。


    　爆発は先ほどよりも小さかったが、基部が損壊していた状態の望楼ではそれに耐え切れず、腹部に打撃を受けた人間のように折れ曲がり、崩れ落ちた。


    「やった！」


    　とバッドはガッツポーズを取った途端、背筋に寒気を覚えた。基地内部からも爆発がしたことから、作戦は順調に進んでいると考えられる。


    　なのに、何な故ぜか妙に胸がざわついて──。


    



    　カウントがゼロになった瞬間、コサックは狙そ撃げき銃じゆうの銃爪を引いた。


    　彼の持つ銃はロシア屈指の名銃、ドラグノフ。その改良型であるＳＶＤＫのカスタマイズである。放たれた九・三ミリの銃弾は七・六二ミリよりも風速の影響を受けることが少なく、安定した弾道で正面を見張っていたスタッフの頭ず蓋がいを抉えぐり出した。


    　観測手スポツターは冷徹に、双眼鏡のマーキング数を減らしていく。


    　当然、撃たれた側もじっとしているわけではない。素早くその身を隠し、ライトを消して走り出す。仮にマーキングをしていたとしても、自分たちの走力であれば狙撃手を振り切れる。


    　そう思って走り出した男は、腹部を吹き飛ばされて崩れ落ちた。心臓が破裂し、脳が死ぬコンマ数秒の世界で、男は何故自分が撃たれたのかを疑問に思った。


    　コサックの狙撃は、いわゆる読み撃ちだ。ロシアの大森林で走る大鹿エルクを仕留めるため、父から教わった狙撃術。


    　相手の走力と自身の放つ銃弾の速度、距離、風速、銃弾の沈下率などを総合的に計算して射撃する。口で言うのは簡単だが、問題はその計算速度だ。コンマ数秒で脳内で計算を導き出し、その計算通りに銃弾を放たなければならない。


    　コサックはあっさりとそれをやってのける。ただ、それでもかつて自分の父に師事していた男には及ばない、と時折思う。


    　奇妙な男だった、自分のことを〝ロビン・フッド〟の生まれ変わりだと信じていた。狙撃銃だけでなく、弓矢やトマホークなどの扱いも完璧だった。


    　全てを教わった後、彼はあっさりと逐電したっけ──。


    　そんな遠い日の記憶はしかし、コサックの銃ひき爪がねを誤らせるほどのものではない。彼は淡々と、屍しかばねを積み重ねていく。


    　それを見守りながら、ウェイターは名状しがたい不安感を抱いた。何もかもが上う手まくいっているときにこそ感じる、あの正体不明の胸騒ぎだ。


    　気のせいだ、とするには彼はあまりにこの手の状況に慣れていた。今、この状況で最悪の展開とは何か？


    　それを思いついたとき、彼ははっとして飛び出していた。給仕ウエイターたるもの、サービス精神を常に忘れてはならないのだから。


    



    　そしてシャーリーたちは地獄の只中にいた。予想通り、瞬時に軽装だった二人は射殺できたものの、廊下の死角にいた四人と重武装した二人は真っ向から迎え撃った──同時に、無線によってモニタールームに警告を流した。


    《侵入者を排除せよ、三階居住区廊下Ｂ！》


    　だが、そのときにはシャーリーの方も準備ができていた。


    「シャテア！」


    　そう叫ぶと同時に、スモークグレネードを投とう擲てき。一方、遥はるか彼方──ＣＩＡ本部情報分析室にいるシャテア・アンデラーデはニヤリと笑って基地内部の照明を全てオフにした。


    「行くわよ！」


    　廊下の角を出ると、シャーリーたちは猛然と突進した。ただし、低く屈かがんだ。スモークグレネードと唐突な停電によって彼らは方向感覚を失っているはずだ。おまけに重いフラックジャケットと視界を遮さえぎるガスマスクによって、上を向いているか下を向いているかすら不明瞭に違いない。


    　そうであることを、シャーリーは祈るしかなかった。Ｔ字路になっている廊下の突き当たりまで[image: ]たどり着くと同時、彼女はナイフを引き抜いた。


    　ガスマスクとフラックジャケットは男たちを中世の騎士のように見せていた。それも黒騎士と呼ばれる類の存在だ。


    　軍用タクティカルナイフを抜いて、シャーリーは男に摑つかみかかった。が、恐らくは優秀な傭よう兵へいを搔かき集めた中でも、彼らは群を抜いて優秀なのだろう。


    　パニックに陥ることなく、彼らは拳銃を取り出そうとする──シャーリーは手首に斬きりつけようとして、咄とつ嗟さにそれが罠わなであることに気付いた。手首周りは袖と手袋で二重に補強されており、切りつけても無駄だ。


    　刺せば恐らく貫通するのだろうが、ナイフとは切ることは簡単でも、手首のような箇所を刺すのは意外に困難だ。軌道が直線にならざるを得ないため、躱かわしやすい。


    　刺すとすれば、一瞬で意識を絶つような致命的な急所でなければならない。だが、ガスマスクとジャケットで固められた彼を殺害するにはどうすればいいか──。


    〝さて。我らが赤あか神がみ楼ろう樹きなら、どうするかしら〟


    　決まっている。ククリナイフで一刀両断、それで終わりだろう。だが生あい憎にくとシャーリーはそうはいかない。人間が人間を殺すには弛ゆるまぬ研けん鑽さん、合理的な戦術、黒色の殺意が[image: ]そろっていなければならない。


    　シャーリーは一点、突き通すべき点を看破した。ナイフを右手から左手に持ち替えて、相手が右手に握った拳銃を受け流すように叩たたきつけた。


    　男の力は体格通りの強さを持っていて、それではびくともしない。だが、ここで重要な点が一つある。男の右手を除いた全身が、シャーリーと相対した状態になっているということだ。


    　シャーリーは迷わず一歩踏み込み、ガスマスクをナイフでアッパー気味に突いた。だが防刃機能も兼ね備えているガスマスクは貫き通せない。


    　ガスマスク越しでも、シャーリーには何となく理解できた。この男は笑っていると。


    　だが、シャーリーがナイフを左手に持ち替えたのは右手で左上腕に格納している予備ナイフを取り出すためであると知っていれば、彼は笑えなかったに違いない。


    　右手でナイフを取り出し──先ほどの一撃でわずかに空いた隙間に、予備のナイフを滑り込ませた。混合セラミックを材質とするナイフは、まるでクッキーを叩き割るような感触で喉のどから気管及び頸けい椎ついを完全破壊、男を瞬時に絶命させた。


    　もう一人の男も、ガスマスクの両目部分を三度撃たれることで薄い防弾ガラスが破損し、眼球へ飛び込んだ銃弾で死亡した。


    　シャーリーはナイフをしまうと、拳銃にスイッチした。スモークグレネードの煙で視覚を奪われた男が、闇雲に銃を乱射した。銃弾が腕を掠かすめる──衝撃で体が回転して、倒れ込む。


    　そこにロックが現れ、暴れていたスタッフたちをＳＣＡＲで仕留めた。


    「大丈夫か？」


    「平気。掠かすっただけ」


    　スモークが晴れたため、ガスマスクを取ってシャーリーは差し出された手を握り返した。


    《急いでシャーリー！　思っていたより、敵の数が多いみたい！》


    　先ほど設置したＣ４爆薬でも、かなりの生存者が居たらしい。シャーリーは急ごうと二人に促そうとした──が、ロックが軽機関銃を抱えて告げた。


    「ちょうどいいさ。俺がここに残って迎撃する」


    　なるほど、確かに死体のフラックジャケットと防弾ガラスを盾たてにすれば、しばらく持ちこたえることはできるだろう。


    「お願い、よろしくね」


    　ただし、それはあくまで「しばらく」の話だ。……どれほど有利な状況でも、相手の物量には敵かなうまい。つまり、死ぬも同然ということ。


    「問題ない。誰かがミサイル管制室に行き、お嬢ちゃんが対空ミサイルを封じ込める。それが俺たちの勝利だ。他には何も必要ない」


    「……行くわ。幸運を」


    「ロック、頼むぞ」


    　シャーリーたちは走り出す──すぐに、後方から無数の銃声が悲鳴のように響いた。けれど、シャーリーたちは振り返らなかった。


    《──ワードワーズ。こちらコサックだ。どうやら少々まずい状況に陥った》


    「……どうしたの？」


    《チョッパーヘリだ。ヘリポート内部に格納していたらしい》


    　コサックの淡々とした報告は、シャーリーたちに途方もない絶望感をもたらした。


    　輸送などの任務に使用するヘリがあることは予測されていた。だが、基地のヘリポートにはヘリが見当たらなかった。何かの輸送に使用されているのではないか、と見当をつけていたのだが──まさか、軍用ヘリまで導入済みだったとは。


    「どうにかなりそう？」


    《……やってみよう》


    　通信が切れた。外にはヘリ、内側には無数の敵兵たち。


    「内側も外側も、危機的な状態だな」


    　クリーナーは溜ため息いきをつきつつ呟つぶやいた。


    



    「なんてこった……！」


    　先ほどの嫌いやな予感はこれだったのだ、とナヴァロンは苦悩に満ちた表情で空を見た。


    　サーチライトをつけた、ＡＨ―６４Ｄアパッチ・ロングボウ。アメリカ陸軍の現役軍用ヘリコプターが大地を[image: ]はう人間を威い嚇かくするように飛んでいた。


    「どうする、ナヴァロン！」


    「まずは、発見されないことだ。……よし、『ナパーム』を使おう」


    　ナヴァロンはバックパックからナパームを取り出した。ナパームという言葉で、一般的な人間がイメージするのは、航空機などから射出される焼しよう夷い弾だんのようなものだが、本来は増粘剤を添付することで燃焼威力と燃焼時間を向上させた混合液体そのものを指す。


    　ナヴァロンが持っていたのは、それを砲弾に詰めたものと射出するために使用する迫撃砲の砲身だ。


    「これじゃあ、効果はないだろう」


    　バッドが迫撃砲を組み立てながら尋ねる。


    「あるさ。……このナパーム弾は燃焼時間が長い。二十分間、周囲一帯の温度は探査できないほどにな」


    　そう言って、ナヴァロンは破壊されて動けない戦車に向けて、迫撃砲を発射した。放物線を描いて、戦車の砲塔に突き刺さったそれはあっという間に戦車を炎で満たした。


    「スゲぇな。ここからでも熱いくらいだ」


    「これでひとまず時間を稼ぐぞ。ついてこい」


    　ナヴァロンがアパッチとの間に、燃え盛る戦車が来るよう調整しつつ、慎重に前進を開始した。


    「ついてこいってどこへ？」


    「それは──」


    　振り返ったナヴァロンが硬直した。ＡＨ―６４Ｄが持つ主要武器であるＭ２３０チェーンガンがこちらに向いている。どうやら、囮おとりには引っ掛からなかったらしい。


    「逃げろ！」


    　ナヴァロンが走り出し、バッドも後に続く──砲口が火を噴いた。


    　ダ、ダ、ダ、ダ、ダ、ダというけたたましいドラムのような音とともに、二人がいた周囲一帯が吹き飛ばされた。


    



    「ナヴァロンとバッドがやられたわ！」


    　悲鳴のようなボーパルバニーの声を聞きながら、コサックは冷徹に弾マガ倉ジンの交換を行っていた。


    「落ち着け。チトラカは？」


    「大丈夫、隠れている。でも、生き残った連中に追い込まれつつある」


    「……ウェイターは？」


    「分からない。さっき突然飛び出していったっきり。あの、裏切り者！」


    　憤慨するボーパルバニーの肩を、コサックが軽く叩たたいた。


    「コサック？」


    「お前はここから離脱し、チトラカ及びウェイターと合流しろ。ウェイターは恐らくヘリの攻略手段を捜索しに行ったはずだ。その間の時間は、俺が稼ぐ」


    「……何言ってるの？」


    「この狙撃シユートが成功するよう、祈っておいてくれ。……時間がない、行け！」


    　突き飛ばすようにコサックがボーパルバニーを押した。彼女は目を白黒させながら、頷うなずいて走り出す。


    「さて……やってみるか」


    　コサックが装そう塡てんした銃弾は、タングステン合金を芯にしたフレシェット弾だ。これならば、防弾加工されたコクピットガラスはもちろん貫ける──が。


    　アパッチはコサックに背を向けている。コクピットを貫こうにも、この状態ではどうにもならない。かといって、下手に動けばアパッチのレーダーに反応して、狙そ撃げきする暇もなく射殺されるだろう。


    　コサックに許される狙撃は、恐らく二発。この銃弾であればコクピットを貫けるだろうと[image: ]かけるか、それとも──。


    「迷うことはない、な」


    　元より捨て身を誓っている。あのアパッチを無力化する最適な狙撃は、ただ一点だ。


    　ＡＨ―６４Ｄアパッチ・ロングボウの特徴として、ローター上部に風船のような形状をした巨大なレーダーがある。これによってアパッチは地形を探査し、識別した敵を排除するのだ。


    　翻ひるがえって言えば、これを無力化すればアパッチはただの攻撃ヘリに過ぎなくなる。


    　精密機械であるレーダーは厳重にガードされているだろうが、それでもこの九・三ミリのフレシェット弾ならば、必ず貫ける。


    　後は当てるだけ──簡単な作業だ。


    　ヘリは地上を走査サーチしている。何かを発見でもしたのか、わずかに高度を下げた。今だ、とコサックは銃ひき爪がねを引く──レーダーに穴があいた。内側にあるのは極めて高度な精密機械であり、部品が少し破損しただけでも機能は完全に停止する。


    　撃たれたことに気付いたアパッチが、ぐるりと回転する。


    　コサックは予想通りの行動に出たことに、ほくそ笑む。アパッチの正面、動物でいうところの鼻先にあたる部分には、もう一つ破壊しておかねばならないもの──暗視装置ナイトビジヨンがある。


    　ギリースーツで擬装しているとはいえ、暗視装置ナイトビジヨンであっさりとコサックは捕捉された。にもかかわらず、コサックの手に震ふるえはない。


    　コサックが銃爪を引いた直後、Ｍ２３０チェーンガンが火を噴いた。コサックの肉体はズタズタに引き裂かれたが、ＳＶＤＫから放たれたタングステン合金素材の銃弾は暗視装置ナイトビジヨンをも破壊した。


    「こちらコサック。ヘリの〝眼〟は破壊した。繰り返す、ヘリの〝眼〟は破壊した。……少し、眠る」


    　それが狙撃手スナイパーの最期の言葉だった。


    



    　コサックが死んだことを、シャーリーたちは痛切に実感した。だが、嘆く暇は与えられない。今はただ、ミサイル管制室まで突っ走るだけだ。


    　頭に叩たたき込んだマップに従い、ミサイル管制室が存在する基地コントロール区画に踏み込んだ。


    「ここは……」


    　電子ロックをカードで解錠すると広い部屋に出た。部屋の中には鋼鉄板に囲まれた巨大な立方体のオブジェクトが整然と鎮座している。クリーナーが鋼鉄板に触れると、顔をしかめて言った。


    「どうやらサーバールームのようだな。ここからでもミサイル管制プログラムにアクセスできる可能性はあるが──」


    「どれがミサイル管制室専用のサーバーなのか、どうやってこの板を外せばいいのか、不明な以上、無視した方がいいわね」


    　人の気配はない。シャーリーたちは構わず先に進もうとして──思わぬ障害に出くわした。ブゥン、という蜂の羽音にも似た音。ふわりと、二人の行く手を遮さえぎるように直径一メートル前後、円盤状の物体が姿を現した。


    「ドローン（無人戦闘機）だ！」


    　二人は屈かがみ込み、サーバーの陰に隠れた。直後、銃弾が雨あめ霰あられと二人のいた場所へ降り注いだ。


    「こんなものまで持ってるの!?　米軍こつちでもまだ採用段階には達してないのに！」


    　大型のドローンならば、既に導入されているがこれほどの小型となると、未いまだ実験段階のはずだ。それどころか、軍事機密として公開すらされてはいないだろう。


    　ドローンはふわふわと浮かびながら、ゆっくりと回り込むようにしてシャーリーたちを捜索している。厄やつ介かいなことに、ミサイル管制室へと続く扉は電子ロックが仕掛けられているうえに、付近に盾たてとなるようなものがない。


    　カードを差し込み、扉が開くのを待っている間に蜂の巣にされるだろう。


    「ワードワーズ、ドローンは引き付ける。グレネードを使え」


    　拳銃を二挺ちよう構え、いついかなるときでもクールな男は平然とそう告げた。


    「……了解」


    　ＳＣＡＲの銃身下部にあるグレネードランチャーをセットして、シャーリーは慎重にサーバーの陰に隠れる。一方、クリーナーは拳銃を構えて、サーバーから飛び出すと銃ひき爪がねを引いた。


    　的は大きく、当てやすかった。だが、拳銃の九ミリパラベラム弾では防弾加工された無人戦闘機には通用しない。


    　クリーナーは構わない、とばかりに両手の拳銃を一掃連射する。こちらに攻撃を仕掛けてくる彼の方を、自律戦闘プログラムは優先する。


    　プログラムの悪癖だ。その場で何もしない者に関しては、どうしても優先順位が下がる。


    　シャーリーは二機でクリーナーを追い詰めるドローンに狙ねらいを定め、グレネードを射出した。榴りゆう弾だん内部には金平糖のような形状をした金属球が詰まっており、爆破と同時に凄すさまじい速度でバラ撒まかれる。


    　爆破の衝撃も加わり、直撃を受けた二機のドローンは方向舵コントロールを失ってふらふらと落下した。自律プログラムにもエラーが出たのだろう、懸命に動こうとしているが二機とも痙けい攣れんするだけだ。


    「……クリーナー、平気？」


    　クリーナーは己おのれの血が滴したたる左手を見ていた。


    「左手を負傷した。問題ない。右手で銃は撃てる」


    　そう、とだけ呟つぶやいた。進むごとに戦力は削られていき、補充は一切ない。だが前に進む以外、彼らは全てを捨てている。


    　電子ロックを解錠しようとカードキーを差し込む──エラーが出た。


    「ここまでね。キー解錠用のデバイスを使うわ、しばらくかかるかも──」


    　カチリ。


    　背後の音に二人が振り向きざまに銃を構えようとした瞬間、銃を破壊された。その圧倒的なパワーに、二人はもんどりうって倒れた。


    「くっ……」


    「あら、シャーリー・ワードワーズじゃない。一度お話ししたいと思ってたのよ、私」


    　何とも上品な、春のように爽さわやかなスーツ姿の美女だった。そしてその上品さとは全く不釣り合いな──あまりに巨大で、あまりに無骨で、あまりに重厚で、あまりに凶悪なフォルムをした回転式拳銃リボルバー、トーラス社製レイジング・ブル、モデル５００カスタム。


    　恐らく、世界最強を名乗ってもよい拳銃ハンドガンの一つだろう。だが、真に驚くべきことはそれを片手で苦も無く操作する女性だ。


    「……知り合いか？」


    　腕を押さえながら、クリーナーが尋ねた。シャーリーは首を振ってそれを否定する。


    「どこのどなた？　会ったことはないわよね？」


    　薄く微ほほ笑えみながら、その女は頷うなずいた。


    「ええ、これが初対面よ。ただ、私は赤あか神がみ楼ろう樹きを調査する過程で、貴女あなたのことも知ったのよ。シャーリー・ワードワーズ。私は貴女のことを、本当によく理解しているわ」


    　その言葉のニュアンスに、シャーリーはどこか不吉な予感を抱く。


    「……名前を」


    「クラブの〝聖父フアーザー〟の一人、〝謙虚モデステイ〟のクレア・ゴッドスピード。ねえ、シャーリー。私たち、よいお友達になれると思わない？」


    　たとえ百年かけても友達にはなれないな、とシャーリーは心中で嘆息した。

  


  
    第四章　オールイン・バトル


    



    　──相対した瞬間、心臓が凍り付くというのはなかなかない経験だろう。


    　まして、ケモノガリとなってからはなおさらだ。


    　身長は約二メートル、体重は百キロを超えている。けれど、その程度の体格なら今まで幾度も狩り取った経験がある。


    　だが、今、目の前にいるのは、人間……というよりも、この世に存在するべき生物なのだろうか……？


    　彼の背後には基地が見える。そしてこの闘技場バトルフイールドはもしかすると、ミサイルサイロなのかもしれない。平坦な窪くぼ地ちかと思ったが、軽く地面を蹴けると金属の硬質な反射音が聞こえたからだ。


    　周囲に障害になりそうなものはなく、武器になりそうなものも見当たらない。……そして、驚いたことに眼前の男は無手だった。


    　銃も持たず、剣も持たず、棍こん棒ぼうすらも持っていない。


    「よ、よ、よぉ」


    　震ふるえる声で、男が笑いかける。僕が尋ねる。


    「……アンタが、〝悲哀グリーフ〟なのか？」


    「そ、そう、そうだよ。そう。〝悲哀グリーフ〟だよ、まあ、どうでもいいけどさ。ひひひ、ねえ、赤あか神がみ楼ろう樹きだっけ、そう、アンタが赤神楼樹だ。アンタを、殺して、いいのかい？」


    　べっとりと、嚙かみかけのガムのように不愉快粘着質な喋り方だ。


    「ま、殺せるものなら」


    　──殺せるだろうな、と思いつつ僕はそう答えた。


    　……何というか、アストライアがこの男についてただの一度も語らなかったことが当然のように思える。


    　同じ人類、あるいは生物だと考えたくないのだ。一目見た瞬間、どうしようもない嫌悪感が湧わき上がる。


    　なのに、この男の強さはまさに規格外だ。


    「こ、こ、こ、殺せるよぉ。……ああ、殺せるとも。お前を殺せば、アストライアは落胆する。ひどく、ひどく、落胆する、絶望する、失望する。そうしたら、おいらはあいつを嬲なぶり殺してやるのさ。〝無む垢く〟は絶望を知って穢けがれて堕おちる、ふひひ。いい気味だと、思わないかい？」


    「かもしれないな。だが──お前が生き残る方が、もっと問題だ。それに、アストライアは僕が倒す。だから、お前も安心して眠れ」


    　けらけらと、酷ひどく面白そうに笑う。


    「ひひひひひ！　怯おびえているのに！　怖がってるのに、そんな言葉を吐くなんて！　たまんないや、可か哀わい想そうで可哀想でたまらないや！」


    　発作でも起きたかのようにヒステリックに一通り笑い続けた〝悲哀グリーフ〟は、不意にぴたりと笑いを止めた。


    「──サイクロプス・ジャック。それがおいらの名さ。さあ、ケモノガリ。見せてやるよ。絶望を見せてやる。世の中にはどうにもならない理不尽があるって見せてやる。さ、殺してあげる。ねえ、銃とか使う？」


    　足下に転がっていた銃を、かつんと蹴けられた。必要ない、加えて敵の足下にあった銃を使うなど正気の沙さ汰たではない。


    　……アストライアがこちらに渡してきたのならば別だ。彼は、まさかそんな惨みじめな手段は使おうとしないだろう。


    　一方、この〝悲哀グリーフ〟──サイクロプス・ジャックは使っても不思議ではない、と僕は思う。


    　弱いから、卑ひ怯きような手を使うのではない。正々堂々とした存在を、小馬鹿にするためだけに、彼は卑怯な手を使うだろう。


    　僕は勢いよく、銃を蹴った────────ボン、と音を立てて爆発した。


    「ひひひひひ！　よく気付いたね、拾い上げたら手が吹き飛んでいたのに！　残念だなぁ」


    「……なんて下らない手段なんだろう」


    「下らないよ、下らないさ、下らないよね！　でも、ひひ、おいらはそういうのが楽しくて楽しくて仕方ないのさ！　正義、愛、友情、努力──ひ、ひひ！　そういうのを虚こ仮けにするのが面白くてさぁ……」


    　瞳から発せられる邪悪な光が、ぎらりと僕を[image: ]やいた。


    「だから、おいらはこの世で家族殺しが一番好きなんだ！　親に子供を、子供に親を殺させたりするのが、好きで好きでたまらないのさ！」


    　──あまりに不快な言葉に、奥歯を嚙かみ砕きそうになった。


    　その激情に気付いたのか、ジャックはへらへらと笑いながら尋ねる。


    「聞きたいかい？　この間のエピソードをさ。十二歳の長男と、十一歳の長女、救いたい方を選ばせて──」


    「もういい、黙れ」


    「……結果として、両方殺しちゃったけどね！　くひひひひ、あのときの父親の表情ったら、情けなかったねえ！　ちなみに殺し方は皮を──」


    　僕は問答無用とばかりに、不可視のナイフを投げた。ジャックはそれを受け止めることもなく、ただ体で受けた。


    「ちっちゃい、可愛かわいらしいナイフだねえ。それにしても、たかがあの程度で怒りが抑えられないなんて。赤あか神がみ楼ろう樹きは、平和主義者だなあ！」


    「……かもしれないな。ただ、怒ってはいないさ。単に、お前に飽きただけだ」


    「……へえ。それじゃあ、こうしよう。おいらが勝ったら、お前の家族を殺してあげる。父親も、母親も、兄弟姉妹も、お前の隣に住んでいた人間も全部。人間と分からなくなるくらいに、挽ひき肉にしてやる」


    「──そうか」


    　そう言われても、何しろ僕には記憶がない。名前すら、ろくに思い出せない両親が殺されたとしても、そういうものか──と認識するだけだろう。


    　ただ理屈として、論理的に許せないのは確かだ。きっとかつての僕は、両親を愛していたに違いないのだから。


    　だから──殺そう。


    　眼前の不愉快な肉を破片破片バラバラにして、永遠に沈黙させてやる。


    　山刀マチエツトを構えた。正直、かつて僕が使っていたククリナイフとは雲泥の差だが、今はこれで我慢するしかない。


    「それじゃあ──蹂じゆう躙りんタイムの始まりだよぉ？」


    　もう、相手の言葉に心が揺れ動かされることはない、迷いもない。ただ無心に、ジャックを殺さつ戮りくすることに全てを傾けよう。


    　山刀マチエツトを握り締めて走り出す──その軽さに、どうしようもなく心細さが募る。


    　呼吸を整え、爆発的に吐き出し、跳躍──躊躇ためらわず、山刀マチエツトを振り上げる。


    「ひゃっはぁあああああああああああああああああああっ！」


    　世界を[image: ]あざけるように爆発的な笑いとともに、ジャックが襲い掛かってくる。


    　振り下ろした山刀を、何と素手で摑つかまれた。


    「いききききききききぃぃぃっ！」


    　万力のような力が刀身ごしに伝わり、慄りつ然ぜんとする。そのまま、もう一方の手が拳を形作る。顔面に向けて、ロケットのような勢いで放たれた。


    　それが顔に触れた瞬間、肌で実感した。


    　この拳は、僕の頭ず蓋がいを破壊するに足る威力である、と。そして生きるためには──驚異的な反射能力が必要だと。


    　即座に山刀マチエツトから手を離し、思い切り仰のけ反ぞった。威力は半減したが、それでも頰ほお骨にヒビが入るほどの威力だ。


    　鼻骨が軋きしみ、鼻血が噴き出る。口も切っているせいでだらだらと血が流れ出た。額で拳を受けたせいで、目が眩くらむ。脳に異常がないことを祈るしかない。


    　視界はぐらついている、自分がミサイルサイロの端から端へ飛ばされたことに気付く。


    「ひゃはははは！　つぎつぎつぎぃッ！」


    　今度はジャックがこちらに向けて突進してきた。山刀マチエツトは既に奪われ、へし折られた。僕はさっきジャングルで戦った、ファーレンヴァイダーもどきが持っていた中で一番大振りのナイフを選び、迎え撃うつ。


    　ぐるん、と巨きよ軀くが勢いよく回転した──こちらの脳天目がけて、踵かかとが振ってくる。胴回し回転蹴げりに似ているが、踵が突き刺さればやはり頭ず蓋がいが砕ける。


    　躱かわす──ジャックは想像以上に身が軽く、悪わる賢がしこかった。まるで野猿ましらのように動いて、こちらの反撃一切を封殺する。


    　急所を狙ねらえ。首筋、眼球、喉のど、頸けい動脈あたりは、鍛えようにも鍛えられないはずだ。


    　ジャックの猛烈な連撃をひたすら躱すことに専念する。


    　──災害カラミテイとは戦えない。


    　そんな言葉が頭に浮かび、消える。なるほど、ジャックはまさに生きた災害だ。これまで僕が戦ってきた〝娯楽提供者エンターテイナー〟と一線を画しているのは、その人生の在あり方だ。


    　何かを証明するために、破は綻たんさせた精神で世界に災さい厄やくを撒まき散らした者もいて。


    　人を殺すことを止められない者、あるいは生命活動そのものだと誤認した者もいた。


    　彼にはそういうものがない。


    　辛つらい過去があったのかもしれない、想像を絶する過去があったのかもしれない。だが、別にそんなことはどうでもいいと本人は思っている。恐らく、極々平凡な家庭に生まれていても同じことだった。


    　彼は生まれついての災害で。ただひとときを楽しむために人を殺す。


    　首筋を狙っての一撃……喉の筋肉は、まるで幾重にも束ねられたゴムのような感触だった。


    　深く切り裂いたつもりなのに、薄い傷跡しか残っていない。


    「痛くない！　痛くないよぉ！　ひひひひ、痛いのは嫌いやだね、凄すごく嫌だ！　だから、おいらは痛くないのさ！」


    　デタラメな理屈にも程がある。しかし、彼の言う通り痛みを感じていないのは確かなようだ。


    　思い切って、肝臓にナイフを突き立てようとした。逆手に持ち替えたナイフを、回転のタイミングを見計らって腹部を抉えぐる──はずだった。


    「な……に……!?」


    　腹部に突き立てられるはずの刃は、皮膚を引き裂くこともできなかった。押し込んだナイフは腹筋に搦からめ取られた。


    　驚きよう愕がくのあまり、一瞬反応が遅れた。現状、ジャックとの戦いは詰め将棋の様相を呈していた。相手の攻撃を躱し、打ち込み、躱す。互いにそうやっていたせいで、膠こう着ちやく状態だったのだが、そこへ僕は、硬直するという無様を晒さらしてしまった。


    　腹部に拳が直撃した瞬間、理解した。


    　──ああ、折れたな。


    　肋ろつ骨こつが折れた、内臓がぐちゃぐちゃに搔かき混ぜられた。続けざまに一撃、躱かわせない、一撃、躱せない、一撃──倒れ込む。


    　苦痛の奔ほん流りゆうに圧倒されかかる。痛いことには慣れていて、耐えることにも慣れていた、と思っていた。だが、これは、桁けたが余りに違う。


    「が、あ、ぅっ……！」


    「ひははははは！　たーのーしーいー！　たーのーしーいーなぁぁぁぁぁ！」


    　悶もん絶ぜつする僕の頭上で、哄こう笑しようが聞こえる。背筋に悪寒が走り、僕は地面を転がった。ズン、という音で、彼は僕の頭を踏みつけようとしたのだと悟った。


    　徹底して容赦がない。楽しんでいるくせに、一秒でも早く終わらせようとしている。


    　痛みは堪たえられるものだ……肋骨が折れたり内臓を痛めた程度では、まだ大丈夫。


    　だが──どうやって殺せばいい？


    　少し前に戦った〝慈愛アフエクシヨン〟ことゼーレン・オルリック。遺伝子投与で変化した肉体の持ち主であった彼を、僕は力ずくで仕留めた。彼が自身に投与した遺伝子は、眼前の〝悲哀グリーフ〟のものだと、オルリックは明言していた。


    　その僕が、確信してしまっている。彼に力で勝つことは不可能だ。


    「ええと、ナイフナイフ……ふひ、あったあった」


    　ずるりと、腹部の隙間から先ほどのナイフが引き抜かれた。
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    　ナイフの柄を口に咥くわえると、大きく息を吸い込み──僕へ向けて勢いよく吹き出した。予想外過ぎる攻撃に面食らったものの、さすがにこの程度であれば回避は容易たやすい。


    　刀身に神経を集中させ、軌道を計算して取るべき行動を決定する。僕の喉のど目がけて狙ねらわれたため、首を動かすだけでは躱かわせない。


    　なら、体全体──右側に一歩、座標をズラすだけで良い。肋ろつ骨こつや内臓の痛みを抑えつけて、あっさりと躱した……が。


    　その一瞬、ほんの少しだけ意識をジャックから逸そらした。だが、それも当然だ。この距離であれば、どんなアクションを起こそうとも気付く。


    



    〝悲哀グリーフ〟サイクロプス・ジャックは、一瞬で僕の懐まで到達していた。


    



    　意識の外側からの急襲、混乱しかかった脳で記憶を手た繰ぐる──イヌガミがかつて自身の姉のことについて語っていた事例ケースを思い出す。これは、まさか。


    「縮しゆく地ち……!?」


    　ロートケプヒェン、と名乗った少女がこれと同じ技を使ったという。


    　中国や日本に伝わる武術の秘伝。それを見よう見真ま似ねで、あるいは自分で編み出したのかもしれないが、やってのけるなど……！


    「ギィィィィァアァァァァァハァァァァァッッ!!」


    　奇笑とともにジャックの拳が胸板を直撃した。大きく踏み込んでの中段突き、拳で殴るというより拳で貫くのような一撃──即ち『崩ほう拳けん』は、中国武術の道理に実に適かなっていた。


    　この男が、武術を、学ぶ？


    　信じ難いが、どうやら事実だ。ほんのわずか、僕の跳躍が間に合っていなければ心臓を貫かれる形で死んでいただろう。


    　吹き飛ばされる──風景が流れていく。先ほどの顔面への一撃よりはマシだと己おのれを慰なぐさめ、右手で地面を弾いて回転、着地した。


    「ひひひひひ、凄すごいなあお前！　今までこんなに長く戦ったことなんて、なかったよ！」


    「……アンタみたいなのが、中国武術を使うとは思わなかった」


    　僕の呟つぶやきに、ジャックは心底不思議そうに首を傾かしげて言った。


    「ちゅうごく？　それってなんだ？」


    　僕の表情は、はっきりと驚きよう愕がくを示していただろう。ポーカーフェイスなど、できそうにもなかった。噓うそとは、思えなかった。


    「国名だ。……アンタが使った技は、中国武術にある」


    「武術？　へえ、ちゅうごくはこんな当たり前のことを必死こいて学ぶのかい？」


    　かつて戦った、中国武術の使い手を思い出す。彼が聞いたら怒るだろうな、あるいは敵かなわないと出家するかもしれないが。


    　しかし、今しがたの発言が噓うそではないとすると。この男は、生まれついての才能だけで縮しゆく地ちと崩ほう拳けんを成し得たことになる。


    　信じ難い──が、受け入れるしかない。ここに僕が立っているように、世の中にはそういう生物もいるのだと。


    　ただ暴力だけで全てを終わらせる超人。


    「さあ……まだまだ行くよぅ！」


    　ジャックの姿が、視界から消失する。心を搦からめ取るような絶望に抗あらがいつつ、僕は行動を選択する──。
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    　クレア・ゴッドスピードと名乗った女と、シャーリー・ワードワーズは相対する。


    　完全戦闘スタイルのシャーリーとは真逆に、彼女は戦場にいるとは思えない場違い極まる服装だった。


    　……それで、拳銃を持っていなければシャーリーも油断していたかもしれない。それほどまでに、彼女は〝クラブ〟という存在に相応ふさわしからぬ容姿だった。


    　だが、事実彼女は拳銃を手にしている。それも、凶悪な大口径の回転式拳銃リボルバーだ。


    　レイジング・ブル──モデル５００。回転式拳銃では最大口径の銃弾である五十口径のマグナム弾を使用するこの銃は、間違いなく世界最大の威力を誇る拳銃だ。


    　まあ、それでも携帯する拳銃というレベルでの最大であり、兵器としてはそれほど評価の高いものではない。


    　……問題は。この銃を片手で扱って平気な表情の彼女の腕だ。


    　シャーリーはあれを両手でも扱う自信がない。一発ごとに気合を入れて、しっかりと両手で保持しなければ、反動で肩が脱臼しかねない。


    　だから、やはり彼女もまた〝異常〟だ。常人の枠からはみ出た、どうしようもなく壊れた女。


    　気を吞のまれぬよう、微かすかに呼吸を整えようとして──。


    「ねえ、シャーリー」


    　機先を制するように、彼女はシャーリーの呼吸に割り込んだ。不快感と、奇妙な敗北感、呼吸の割り込みがあまりに絶妙なタイミングだった。


    　交渉術をよく心得ている。不快さは焦しよう燥そうを呼ぶ。焦燥は思考を混乱させ、分析や判断に支障を来きたす。


    「よくもまあ、やってくれたわね。シャーリー。〝クラブ〟はこれでもう、規模を縮小せざるを得なくなるわ」


    「規模を縮小、ですって？　呆あきれた……この期ごに及んで、まだ生き残れると思ってるの？」


    「我々は滅びないわ。この百年、世界の闇に存在し続けてきたのよ。そしてこれからも存在し続ける。永遠、永遠によ」


    　生真面目そうな表情のまま、クレアはそう宣言した。


    「夢見がちな乙女おとめの台詞せりふね。残念だけど、〝クラブ〟の存在は既に世間に認知されている」


    「よりによってＣＩＡラングレーからそんな乙女の台詞を聞くとは思わなかったわ。大衆が飽きっぽく、非現実的なことから目を背そむけるなんて百も承知でしょう？　どこかの政治家が謝罪して、自殺して、それで終わり。真実に[image: ]たどり着くことは永遠にない」


    　クレアが指を鳴らす。クレアの背後、そしてシャーリーたちが向かおうとしていた側の扉から一斉にスタッフたちが突入した。


    　手にしたＧ３６Ａ２を突きつける──シャーリーたちは、無言で銃器を床に放り捨てた。スタッフたちは迅速に彼らを跪ひざまずかせると、手首を結束バンドで強く縛り付けた。


    「あら、殺さないの？」


    　シャーリーが不思議そうに尋ねると、クレアは当たり前でしょう、と言った。

  


  [image: ]


  
    「現役のＣＩＡ特殊工作員を拷ごう問もんにかけられるなんて、滅多にない状況だわ。だから、そういうことはきちんとした形でやりたいのよ。特に貴女あなたはキャラクター性にも希少価値がある。貴女の拷ごう問もんは、〝クラブ〟の歴史に残るわよ」


    　満面の笑みでそう告げたクレアに、シャーリーは両手が拘こう束そくされているのに、無理矢理肩を竦すくめた。


    「勘弁してほしいわね。……ちなみに彼は？」


    　クレアはクリーナーに目を向け、一転酷薄な表情で言った。


    「こっちの男は、どうにも駄目ね。つまらない顔立ちだわ」


    「……恐縮だ」


    　クリーナーはさしたる感慨も見せずに応じた。シャーリーとクリーナーは目線を交わして、今後の方針を素早く決定付ける。


    「ところで貴女たちは、ここに潜入してきた部隊のことをどこまで理解しているの？」


    「〝ケモノガリ〟と〝イヌガミ〟については除いて、潜入した部隊員は全部で十人。〝ワードワーズ〟〝ナヴァロン〟〝コサック〟〝バッド〟〝ロック〟〝クリーナー〟〝シャカール〟〝チトラカ〟〝ウェイター〟〝ボーパルバニー〟……この内、何人かは死んでるわね」


    　シャーリーが目を見開く。


    「どうして、そこまで──」


    「私のことを忘れては困るな、愛しいハニーシャーリー」


    　その声にシャーリーと〝クリーナー〟の顔が同時にしかめられる。スタッフを搔かき分けて現れた、優雅なスーツ姿の男──コルキルト・ダンカン。


    　シャーリーがかつてもっとも信頼していたパートナーであり、〝クラブ〟に与くみしていたＣＩＡの工作員。……もし、裏切り者でなければ間違いなくこの作戦に投入されていたであろう、凄すご腕うでの一人だ。


    「なあにが愛しいハニーよ。お互いに信頼関係はあったけど、愛情はなかったでしょうに」


    「そうかな？　私は君を愛していたよ、君の才能は天てん賦ぷのものだ。それをこのまま死なせるのはもったいない、そう思うくらいにね」


    　くっくっとシャーリーは笑う。


    「この状況でスカウト？」


    「その通りだ。抵抗はもう、無意味なんだよ。〝クラブ〟は君が想像している以上に、あらゆる国家、あらゆる政府機関に根を張り巡らせている。こちらに来れば分かる。我々は想像以上の存在に身を委ゆだねているのだと」


    　シャーリーはクリーナーともう一度目線を交わす──頷うなずく。


    「……生あい憎にくだけど、私たちはそれ以上の存在に身を委ねているの」


    「白頭鷲アメリカ？　冗談じゃない、この世界において彼らなど取るに足りぬ存在──」


    「いいえ、アメリカ合衆国でも大統領でもないわ。もっともっと、大きなものよ」


    　肩を竦めてダンカンが[image: ]あざける。


    「それは、もしかしてローマ法王かい？　十億の羊飼いが、君たちを助けてくれると？　バカなことを。彼は何の権限もない。聖戦でも起こす気か？」


    　彼の言う通りだ、とシャーリーは思う。ローマ法王は心強い味方だが、それだけに──直接的で大規模な助力は望みが薄い。


    「いいえ、残念なことにもっともっと大きなものよ。多分、貴方あなたたちが崇拝しているものですら、敵かなわないわ」


    　……ぴたりと、ダンカンの笑みが強こわ張ばる。シャーリーの不敵な表情を見て、この場に流れる不穏な雰囲気に感づいたらしい。


    「私が信じるものを教えてあげる。それは弾丸初速秒間八百四十メートルで襲いかかる、七・六二ミリＮＡＴＯ弾。それを装そう塡てんした、アサルトライフルよ」


    　彼女がそう言って、結束バンドで縛られた両腕を振り上げた。ほぼ同時に、クリーナーも腕を振り上げる。


    　ダンカンが愕がく然ぜんとした表情で叫ぶ。


    「馬鹿野郎どもが！　そんなもので拘こう束そくしたつもりだったのか！」


    　彼は知っていた。結束バンドは軍や警察でも、一時的拘束などのために利用されるが──こういうように後ろ手で両手首を拘束した状態の場合、勢いよく腰に当てることで結束が容易たやすく外れてしまう。


    　当然、工作員である彼らはそのテクニックを熟知している。


    　ダンカンとスタッフたちが銃を向けようとした瞬間、ダンカンの傍そばにいたスタッフが頭を吹き飛ばされた。


    　スタッフたちが慌ててそちらの方向へと銃を向ける──だが、遅い。通気口の蓋ふたを外し、そこから上半身を出したシャカールが冷徹極まる表情で、ＳＣＡＲの銃ひき爪がねを引いた。


    　雨あめ霰あられと銃弾が降り注ぎ、スタッフたちも応戦する。ダンカンはシャカールに向けた関心も束の間、転がって隠れながらシャーリーとクリーナーに拳銃を向ける。


    　だがシャーリーは銃爪を引く暇すらも与えない。


    「今よ！」


    　サーバールームの照明が突然カットされた。当然ながら、遥はるか彼方のアメリカで、監視カメラを見ながらタイミングを見計らい、シャーリーの合図とともに電源を切った少女の仕し業わざである。


    　既に状況は大混乱に陥っていた。暗闇にマズルフラッシュが瞬またたいては消えていく。サーバーとそれを囲む鋼板は頑丈で、銃弾をよく防いでいた。


    　だがそのために、その場にいた全員が状況を摑つかめないでいた。自分が撃っているのは分かる。だが、誰を撃っているのか。誰に撃たれているのか。マズルフラッシュの微かすかな光では、敵味方を判別するどころではない。


    「くそっ……くそ、くそ、くそ！」


    　ダンカンは既に状況の不利を理解し、逃げ出そうとしていた。だが、屈かがみながら走っていた彼の前に、誰かが立ちはだかった。


    「──逃げ足だけは速いな」


    　凍るような、声だった。その声がクリーナーのそれであると気付いたとき、ダンカンは拳銃を構えようとした──が、喉のどに鋭い痛みを知覚して反射的にそこを手で押さえた。


    　手に温かいものが、後から後から付着する。それが頸けい動脈を切断された故ゆえの痛みと血の放出であるとダンカンは悟り、全ての気力を喪失して頽たおれた。


    「クリア！」


    　シャカールがそう叫ぶと同時に、照明が点灯した。シャーリーが肩で息をしつつ立ち上がる。床には死体、死体、死体。同士討ちの痕こん跡せきもあったが、そのほとんどはシャカールが仕留めたものだ。


    　シャカールが暗視装置ナイトビジヨンを外した。


    「ギリギリのタイミングでした。ありがとう、シャテア。君のお陰です」


    《どういたしまして～♪》


    　シャーリーは喉を切り裂かれて事切れているダンカンを見下ろし、冷徹に告げる。


    「──まあ、どちらかがこうなる運命だったのよ。今回はたまたま、私が勝まさっていただけ。運がなかったわね、ダンカン。ああ、それから。私は愛した人がいるから、貴方あなたの告白は断るしかないの。ごめんなさい」


    「……そいつは驚きだな」


    　シャーリーは振り向き、驚きよう愕がくに目を見開く。クリーナーの腹部から、血が流れていた。


    「不運だった。跳弾が全く同じ場所に、二発当たったらしい」


    　嘆息──そのまま崩れ落ちそうになるのを、壁に背中を押しつけて堪たえた。弾マガ倉ジンを再装そう塡てんし、シャーリーに告げる。


    「クレア・ゴッドスピードの姿がない。恐らく、お前を待っているのだろう。シャカール、彼女のバックアップだ。忘れるな、優先すべきは何より対空ミサイルの制御だ」


    「……シェイド」


    　シャーリーが本名で呼びかける──クリーナーが不敵に笑う。


    「何、治療を済ませてからすぐに追いつく。前進しろゴー・アヘツド！」


    　致命傷であることは、一目で見て取れた。だが、確かにクリーナーの言う通り。シャーリーたちに前進以外の選択肢は残されていない。


    「そう。なら、ここは任せるわ」


    　淡々とそう告げて、シャーリーはクリーナーの肩を軽く叩たたいた。シャカールも頷うなずき、合流して駆け出していく。


    　それを見送ったクリーナーは医療用ホチキスで裂傷を縫ぬい止めると、鎮痛剤を通常の倍にして飲んだ。わずかながら腹部の痛みが鈍くなったことを確認し、死体からグレネードやアサルトライフルを片っ端から回収する。


    「……まあ、悪くはない死に場所だ」


    　ＣＩＡの工作員として、数々の非合法イリーガルな活動に手を染めてきた。それは決して美しい作戦だけではなかった。


    　命を[image: ]としてこちらに寝返った人間を、外交問題で粛しゆく正せいしたこともある。


    　他勢力の仕し業わざに見せかけるために、自勢力の人間を殺したこともある。


    　だからベッドで死ぬなど罪深い行為だし、仮にそれを洗いざらい告白して己おのれの死によって贖あがなおうとしても、きっと誰一人それを理解してくれないだろう。


    　けれど今この瞬間だけは、胸を張って正義と呼べる戦いに参加できる。ここで戦い、滅ぶならば──。


    「……来たか」


    　全く文句はない。アサルトライフルを並べ、グレネードを体中に引っ掛けて準備は完了。


    　死だ、死が待っている。


    　銃を握る──最も早はや迷いも恐怖もない。殺到したスタッフたちにありったけのグレネードを投げ込むと、クリーナーは咆ほう吼こうとともにアサルトライフルを掃射した。
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    　基地外壁沿いで、チトラカは息を吐いていた。死んでしまった。ナヴァロンとバッドが死んでしまった。そして恐らく、通信の様子からコサックも──。


    「くそ、くそったれ！」


    　ＳＣＡＲの残弾も、そろそろ乏しい。だが、何より彼の不安を搔かき立てているのは上を飛ぶヘリだ。あれに狙ねらわれれば、もうなす術すべはない。だからといって、隠れてじっとしていれば、スタッフたちはいずれここにやってくるだろう。


    　手詰まりになっている。せめて、ロケットランチャーがあればヘリを撃墜することもできるのだが──。


    《チトラカ。こちらウェイターだ、お前今どこにいる？》


    　通信に慌ててチトラカは応じる。


    「今は、東棟外壁だ。戦車の方はどうにかしたが、ヘリのせいで身動きが取れない」


    《こちらは今、兵器庫に潜り込んだところだ。よし、あったぞ……！》


    「何があった？」


    《スティンガーだ！　これで……、畜生フアツク。指紋認証がかかってやがる！》


    　がつん、と無線越しに何かを蹴けり飛ばした音が聞こえた。


    《待って。古いけどＲＰＧ―７がある！　これで何とか──》


    　もう一人、ボーパルバニーの声だ。どうやら、単純な構造であるＲＰＧには指紋認証は備わっていないらしい。だが、ＲＰＧの本来の役割とは携帯式の対戦車擲てき弾だんであり、空を飛ぶヘリは元々の対象外だ。


    　それでも、その威力からヘリを撃ち落とす際にも使用される。だが──。


    《駄目だ。ソマリアのときとは状況が違う。今は夜で、視界も最悪だ。何より、あいつは空中で待機しているわけじゃない。飛び回っているんだ》


    　ソマリアで一度、アメリカ軍はブラックホークをＲＰＧによって撃墜されたことがある。だがそのときは地上に接近したホバリング状態で、おまけに昼間で視界も良好だった。


    「……だが、夜ということは逆に気付かれにくいということでもある」


    　チトラカは脳裏に何かが過よぎった──無視するには、あまりに大きなもの。


    《一度でも躱かわされれば……この兵器庫ごと爆発させられて、それで終わりだ》


    《でも、これしか方法がないじゃない！　指紋認証の撃てないスティンガーを除けば、ここにあるのはくそみたいな小火器ばかりよ！》


    《分かっている！　だが、もう少し確率を上げなきゃ駄目だ！　俺たち二人が[image: ]そろって発射させても、現状では危険過ぎる！　くそ、せめてもう一挺ちようあれば……！》


    　両者で隣り合って一斉発射すれば、少しは確率が上がるだろう。だが、ＲＰＧはいくら探しても見つからないようだ。


    　チトラカは覚悟を決めた。


    「……空中でホバリングした状態に持っていけばいいんだな？」


    《そうだが──》


    「俺が囮おとりになって、ヘリを指定の位置に誘おびき寄せる。そこを狙ねらえ」


    《は──はあ!?　何を言ってやがる、てめえは!!》


    「そっちこそ、ふざけるな！　いいか、俺たちはやるしかないんだ！　あのヘリを落とさなきゃ、どうにもならない！　コサックがレーダーを破壊した今がチャンスだ！　あいつはサーチライトでしか、こちらを捕捉できない！　ここで仕留めるべきだ！」


    《……やれるのか？》


    「俺の足の速さを知っているだろ？　……やれるさ。絶対にな」


    　しばしの沈黙の後、ウェイターが告げた。


    《チトラカ、お前は基地の南側だな。俺たちは今、北西の別棟にいる。ヘリは南側の陰から出て、北上してほしい。ちょうど基地の正門前が理想的だ。そこなら、こちらは一分……いや、三十秒以内にヘリのケツに撃ぶち込める》


    「了解。今から、二分後に行動開始する。しくじるなよ、二人とも」


    《お前の方こそ、陰から出て即射殺されるなんて落ちは勘弁してくれ》


    　どこか小気味よい沈黙──くすり、と誰かが笑った。


    「よし、行くぞ。……神のご加護を」


    　十字を切って、チトラカは建物の陰から飛び出した。広い駐車場には、先ほど破壊した戦車や、停車中のトラックなど盾たてになりそうなものがいくつかある。


    　だが相手はアメリカ陸軍が採用した最強クラスのチョッパーヘリであるＡＨ―６４Ｄ。その火器はチトラカ一人を押し潰つぶすに有り余るほどの分量だ。


    　まさに神の加護を祈るしか──もしかしたら神の加護があったとしても、どうしようもなさそうな相手であった。


    「……いや、待てよ」


    　チトラカは思い直す。そう言えば、神に祈る他にもう一つ願いを叶かなえる贈り物があった。


    　手首を見る──巻き付けられたボンフィン。自然に切れれば、願い事が叶うらしい。


    　少女がチトラカたちのために作ってくれた、最高の贈り物だ。チトラカはそれにキスをして、深い感謝と願い事を捧げた。


    　ただそれだけで、心に巣食っていた恐怖が消えた。


    「よし、行くぜ」


    　仲間二人がＲＰＧを運び、狙ねらいを定めて発射するわずか三十秒の時間を稼ぐために。チトラカは己の命チツプをポーカーテーブルに載せた。
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    　縮地──直感でサイドステップを選択する。僕がいた空間を切り裂くような、アッパーカット。最後のナイフを引き抜き、思い切って僕の方から踏み込んだ。


    　狙うは眼球ただ一点──台風の只ただ中なかに入り込む気分。拳が、蹴けりが、頭突きが、荒れ狂うようにこちらに叩たたき込まれる。


    　右肩に拳が叩き込まれる──堪たえて反撃。眼球に向けてナイフを突いた。それを、勢いよく仰のけ反ぞって躱かわしながら、こちらにアッパー気味に拳を振るった。滅茶苦茶な体勢からの、デタラメな一撃、最も早はや格闘技ですらない野生の拳技だった。


    　だが、喰くらった。一瞬、視界が塞ふさがり意識が絶たれた。それがきっかけだった。その意識を絶った刹せつ那なを得たジャックは、僕に徹底的に暴力を叩き込んだ。


    　拳が右こめかみに打ち込まれ、膝ひざが肝臓を抉えぐった。心臓、顎、あらゆる場所に拳けん足そくが穿うがたれた。


    　意識が断続的に消失しては浮かび上がる。


    　それはほんの刹せつ那なだけど、どうしようもないほどに隙が生まれてしまう。


    　拳で殴られ、足で蹴けられ、拳で殴られ、足で蹴られ、肘ひじで抉られ、膝で穿たれ──。


    　拳が、足が、肘が、肘が、拳が、膝が、肘が、足が、足が、足が、肘が、拳が、拳が、拳が、肘が、膝が、拳が、膝が、肘が、膝が、拳が、足が、足が、膝が、拳が、足が、肘が、膝が、拳が、足が、肘が、拳が、拳が、足が、肘が、拳が、拳が、足が、肘が、膝が、拳が、足が。


    「が、あっ……！」


    　倒れた、それこそ襤ぼ褸ろ雑ぞう巾きんのようだ。全身の痛みは酷ひどく、最も早はやどこがどう痛いのかすら分からない。意識は薄い膜がかかったように朧おぼろになりつつある。


    　後頭部に足を乗せられた──百キロ以上の重みが、頭ず蓋がいに伝わってくる。


    「ひ、ひ、ひっひゃははっはははははははははは！　くっだらなあい！　くだらなああい！　アストライア！　見てるだろ、アストライア！　お前がご執しゆう心しんの赤あか神がみ楼ろう樹きは！　おいらに屈服しちゃったよ！」


    　虚こ空くうへ向かい、ジャックが絶叫する。立たなくてはならないが、体は指先一つとて動かない。


    　激痛は全身くまなく行き渡り、体中に熱した針を突き刺されたようだった。痛みは最早、衝撃に等しい。心臓が鼓動するたびに、痛みが脳に押し寄せた。


    「あ、くっ……」


    　初めてだ。これほどまでの、圧倒的な暴力は本当に初めてだ。僕はひょいとジャックに担ぎ上げられた。首を狙うチャンスなのに、手からナイフが滑り落ちる──意識はともかく、僕の体は全ての抵抗を諦あきらめている。


    　首を締め上げられる。


    「ひひ、人生さよなら。お別れだ。アストライア、感想を聞かせておくれよぉ！　お前が全てを懸けて挑もうとしている赤神楼樹が、脳のう漿しようブチ撒まけて死に行く様さまをさあ！」


    　どうやら絞殺ではなく、あくまで撲ぼく殺さつを選択するらしい。それでも彼の締め付けは強烈で、意識が今にも喪うしなわれそうだった。僕の両腕はぶら下がり、足は眼前にいるジャックを蹴ることもできない。


    　僕にできることは、ただ──何かないか、と周囲を〝見る〟だけだ。


    「あ…………？」


    　それを目視したとき、幻覚の類たぐいではないか──とまず考えた。黒い、小さな塊がこちらに向かって走ってくる。


    　ジャックは気付かず、哄こう笑しようしながら右拳に力を込こめる。鋼鉄をも砕くその拳で頭蓋を狙ねらう。だが、僕はそんなことに構ってなどいられない。重要なのは、こちらに駆け寄ってくる者が、一体誰なのか、という点だった。


    　まさか、と思う。


    　バカな、と己おのれの頭を[image: ]あざけりたくなる。


    　都合がよすぎる、と疑いたくなる。


    　けれど、僕の矮わい小しような心は近付くにつれて理解した、せざるを得なかった。


    　駆けつけてくれたのだ──あいつは。もしくは、かつてあいつだったヤツが。


    



    　わたしは、ほとんどなにも、わかりません。


    　どこでうまれ、どこでそだち、どこにいたのか、なにもわかりません。


    　あたまがわるいのでしょう。


    　それはしかたのないことです。


    　ちのにおいはあまりすきではなく。しゅういのけものたちもすきではなく。


    　ぼんやりと、あるきだしました。


    　でも、ぼんやりとあるいているうちに──なにか、わすれているとおもいました。


    　とても、とてもたいせつなことを、わすれていると。


    　だから、やるべきことをかんがえたのです。


    　いっしょうけんめい、いっしょうけんめい、かんがえたのです。


    　それで、ようやく、おもいだしました。


    　はしればいいのだと。


    　きがつけば、すなはまをはしっていました。


    　はしることは、すきでした。なにより、すきでした。


    　どこどこまでも、はしっていけるとしんじられるから、すきでした。


    　けれど、じゆうであってもやらなければならないことがあります。


    　ただひとつ、わかっていることがあります。


    　とおい、とおい──きおくの、かなたに、みえるものがあります。


    　わたしをしんじた、たいせつなひとの、きおくがあるのです。


    　だから、においをかいだ。たいせつなひとの、においをさがしました。


    



    　その生き物は、既に人間らしさなどどこかに消えていた。考えることは、己の本能の赴おもむくままに行動すること、ただそれだけ。


    　それが道理、それが当然だ。何な故ぜなら、彼は獣だった。爪つま先さきから天てつ辺ぺんまで、完全な獣だった。


    　空腹になれば[image: ]えさを喰くらう、満腹になれば安全な場所を探して寝る、害をなす者が己より弱ければ戦い、強ければ逃げるか死ぬ。


    　単純シンプルにして頑強、そして純粋な生き方。


    　そこに知性の介在する余地などなく、理性の干渉する余地などない。


    　獣は、本能だけが重要なのだから。


    　……けれど、知性も理性もなくとも。記憶だけは残っていた。剝はがれかけの瘡かさ蓋ぶたのような取るに足りぬものだけど。


    　確実に。その記憶だけは──。


    　だから、生き物は走り出した。無数の死体えさには目もくれず、ひたむきに走って自慢の嗅きゆう覚かくを最大限に活用した。


    　捜す、捜す、必死に捜す。脳に論理はなく、そもそも目的すら定かではない。だが、本能が囁ささやいている。在あり処かを捜せ、と。


    　生き物の嗅覚は人類の百万倍から一億倍。ならば、必ず探り当てる。


    



    　うみのにおい、すなのにおい、くさるせいぶつのにおい、いろんなものをかいで、かいで、てつのにおいと、あのひとのにおいをかぎました。


    　そうしてようやく、みつけました。


    　あのひとのきばを、みつけられました。


    



    　生き物は彼の顔はもう、朧おぼろにしか分からない。


    　そもそも、出会ったかどうかも曖あい昧まいだ。あの人間は、イヌガミに巣食った〝誰か〟と語り合い、情を育はぐくんだ。


    　生き物はそれを、ただ薄ぼんやりとした意識で知覚していただけ。


    　──彼はご主人様マスターなどではない。自分は飼われ者ペツトではない。


    　けれど、そんな生き物でも分かっていることが一つだけある。


    　砂浜から探り当てたこれを、持っていかなければならない。


    　とても重い、重い二振りの鋼鉄を持ち上げる。


    　……生き物は、別に人間に対して忠実であるわけではない。自分を捕らえ、自分を傷つけ、自分を訳の分からない存在にしたのは、紛まぎれもなく人間だ。


    　けれど──彼の孤独を、癒やしてくれた者も、彼の命を救ってくれた者も、やはり人間だった。


    　人間という種に仕えるのではなく、個人のために忠を尽くす。


    　……今、この生き物の頭にあるのはただそれだけだった。


    



    　においをみつけて、それをくちにくわえました。


    　わたしのはなは、もうひとつのにおいをとらえています。


    　あのひとのにおい。あのひとの、ちのにおいがします。


    　たたかうことはきらいで。


    　ころすこともきらいだけど。


    　いかなくちゃ、いかなくちゃ。


    　きときのあいだをぬけて、はしっていく。


    　やまをこえて、たにをこえて、ただはしっていく。


    　いかなくちゃ、いかなくちゃ。


    　いま、あのひとはひどいにおいのひととたたかっているのです。


    　あのひとのきばを、とどけなくちゃいけません。


    　あのひとがたたかうことを、てつだわなきゃいけません。


    　もうほんのすこししかのこっていない、かつてのじぶんがそういっているのです。


    　だから、はしらなきゃ。


    



    　生き物は走り続ける。


    　険しくブービートラップだらけのジャングルを傷だらけになって抜けて、山を走り、転がり落ちながら谷を渡った。


    　……もう、かつてハインツという少年だった頃の記憶はない。かつて友と呼んだ赤あか神がみ楼ろう樹きの記憶も、何もかも消え失うせている。

  


  [image: ]


  
    　けれど。


    　脳は忘れ去り、魂は立ち去っても。


    　その体に刻まれた、決して忘れられない友情があった。


    　だから、迷うことなどない。戸惑うこともない。己おのれの役割を忘れず、ただただ駆け抜ける。


    　この世の生物全てが、息を切らせて走る彼のために道を譲った。


    



    　みえた。とらえた。あのひとが、くるしんでいる。


    　あのひとが、もがいている。


    　たすけなきゃ、たすけなきゃ、たすけなきゃ──！


    



    　生き物は口に咥くわえていたものを、落とした。がしゃりと大きな音を立てて地面に落下する。


    　その音に拳を直撃させる寸前だった〝悲哀グリーフ〟のジャックは、戸惑ってその方向へと顔を向ける──滅多にないことに、ジャックは驚きよう愕がくする。


    　吼ほえ立て飛びかかった生き物は、振り上げていた右手首に喰くらいついた。


    　生き物はジャックが自分よりずっと強く、自分のことを簡単に殺せることを知っている。


    　この右腕に嚙かみつけば、きっとジャックは自分を優先して殺すことも知っている。


    　取り戻した自由を、どうしようもないくらいに簡単に奪われることも──知っている。


    　けれど、生き物は動いたのだ。本能ではなく、魂に突き動かされて。


    



    　ジャックが悲鳴を上げ、僕の首を摑つかんでいた手を離した。苦しみに悶もだえている暇などない、先ほどの聞き慣れた音は、奇跡という外ないが──間違いなく〝あれ〟だ。


    　走る。苦痛は置き去りにして、全速力で先ほどの音源へ向かう。


    　大丈夫、彼はイヌガミだ。修しゆ羅ら場ば鉄てつ火か場ばなど手て馴なれたもののはず。あった、間違いない。


    　ククリナイフ──〝ヴィジャヤ〟と〝ソワカ〟だ。拾い上げ、振り向く──そして。


    「くひひ。こいつ、頭が悪いなあ！　なあ、赤あか神がみ楼ろう樹き。こいつ、あんたのペットだったっけ？」


    　その台詞せりふと、首を摑まれたイヌガミの姿に間に合わなかったことを悟る。


    　……ああ、くそ。何を言えばいいのだろう。そいつを離せ、か。いいから黙れ、か。


    　そのどちらでもないような気がする。イヌガミは、死んでいる──死にかけている。あまりに長い間、死に触れ続けたせいで僕には分かってしまう。


    　イヌガミはもう、助からない。


    　命懸けで僕にククリナイフを届け、僕の命を救ってくれた彼はもうどうしようもないほどに終わっている。


    　血が凍りそうな感覚。先ほどまでの痛みは一層強烈に僕を苛さいなんでいる。ああ、痛い。本当に痛い、痛い、痛い、殺してやる、痛いから殺す、憎いから殺す、殺すべきだから殺す。


    　──僕が決めた。


    　だから、もうこの戦いは終わったのだ。


    　両手のククリナイフを構えて、僕は無言で飛びかかった。恐らく、イヌガミを離せと言うとでも思ったのか、ジャックは意外そうなつまらなそうな表情を浮かべ、彼を放り投げて迎え撃とうとした。


    　拳──躱かわす、ククリナイフの峰を叩たたきつける。


    　先ほど行ったナイフでの攻撃も、あながち無駄だったというわけではない。僕はもう、彼の秘密を看かん破ぱしている。


    　彼の剛力、彼の体格、彼の才能、そういうものが覆おおい隠していた真の秘密は──その『肉体』にこそあった。


    　ジャックの皮膚は硬質化ではなく、軟質化とでも言おうか……柔軟性と伸縮性、そして防刃性が組み合わさった、生まれついての特殊な皮膚なのだ。


    　だから、あのときナイフの刃は腹部に突き刺さらなかった。まるで皮膚に搦からめ取られたかのようだった。


    　かといって、鉄[image: ]ハンマーのようなもので殴ればいいのかというと、そうでもない。


    　……彼の筋肉と、骨格もまた特別製だ。鍛えに鍛えた成果、というやつではない。かといってドーピングというわけでもない。


    　恐らくは天然。生まれついての特殊なゴム状の筋肉だ、密度も質量も真っ当な人間の真っ当な筋肉とは桁けたが違う。そして一番の問題が──骨だ。


    　殴られた際の感覚で分かった。ジャックの骨は、恐らく鋼鉄以上の硬度を持つ。骨と筋肉、そして皮膚。全てが、暴力を振るうことに特化した生物だ。


    　ああ、全くもって強い。間違いなく最強だろう。それは認めよう。


    　それを認めたうえで、お前を殺す。


    「……なんだよぉ、その目はぁっ！」


    　襲いかかるジャックの連撃。目で追える速度ではないが──だから、どうした。


    　ククリナイフ──〝ヴィジャヤ〟と〝ソワカ〟の峰で迎撃する。連撃が苛か烈れつであればあるほど、僕はただ受けるだけでよい。


    　受ける、受け止める、次第にジャックの顔が歪ゆがみ始める。


    　勘違いしていた。全く、どうしようもなくズレていた。イヌガミのお陰で、頭が冷えた。意識が切り替わってくれた。


    　圧倒的な暴力に、暴力で対抗しようという手段そのものが愚かだったのだ。そもそも、僕は剛力を自慢できる存在ではない。いや、無論──それなりの力はある。人間の限界を超えたレベルの力はある。


    　だが、眼前の男はそれを上回る存在だ。だからこそ、勘違いしていた。


    　僕が彼に勝っている点はただ一つしかない。それこそが、僕がこの場にいる理由だったじゃないか。


    　僕の才能は『殺人』の才能だ。


    　より正確に言おう。『全く冷酷に何の躊ちゆう躇ちよもなく、命を絶つために最適な方法を選ぶ』ための才能だ。最強の力を持つ者を、力で圧倒する必要はない。僕はただ、殺害するために全力を尽くすだけだ。


    



    　──おかしい、とジャックは焦あせる。


    　この世に破壊できぬ物はないと、そう自負していた両の拳が、先ほどから全く通じない。どうやら、あのククリナイフは特別製らしい。


    　いや、それはいい。だが、おかしいのは──復活した赤あか神がみ楼ろう樹きについて。


    　戸惑いがない、躊躇ためらいがない、絶望もない。


    　先ほどまでの諦てい観かんにも似た感情はどこかへ置き去りにしたのか。無心にククリナイフを振るっている。


    　拳が弾かれ、膝ひざは峰打ちで痛めつけられる。……痛くはない。元々、戦いになるとエンドルフィンが大量分泌して、二十四時間は痛みを知らずに動き続けられるのだ。


    　だが、腕に重みを感じ始めている。


    　おかしい、有り得ない、何な故ぜ拳が弾かれる、何故膝が打ち込めない……いや、待て。今、確かに当たった、当たったぞ。


    「ひ、ひっ……………………!?」


    　違う！　おかしい！　直撃したのだから、頭ず蓋がいが砕け散るだろう!?　手応えはあった！　間違いなくあった！　なのに、どうして怯ひるまない！　体力があるからか！　ならもう一発！　今度は膝を……鳩みぞ尾おちに叩たたき込む！


    　今度こそ────────あれ？


    　赤神楼樹は、跳躍と同時に回転して首筋にククリナイフを叩き込んできた。今度もまた、峰打ちだ。鈍い衝撃が脳を貫く──だが、大したことはない。


    　大したことはない。だが、心臓に何か少し……違和感がある。


    「あぁぁぉあおおおおぁぁぁぁおおおおおおおおおおおああああああああああ！」


    　久方ぶりに憤ふん怒ぬを抱く。己おのれの思い通りにならないことなどない。いつもいつだって、この力で全てを押し潰つぶしてきたのだから。


    　殴って殴って殴って殺せ！　頭蓋を捻ひねり潰して、脳みそを引き[image: ]ずり出して喰くらってやる！　それからコイツの家族も友達も恋人も何もかも拷ごう問もんにかけて──。


    



    《あっはっは！　何を夢見てるのかなあ、〝悲哀グリーフ〟のサイクロプス・ジャック！》


    



    　通信機越しの声に硬直する。ちらりと横目で見る──ドローンだ。機銃をつけず、その代わりにカメラとマイクを装備したタイプ。アストライアが好んで使う玩がん具ぐ──。


    《いいかい、ジャック？　よくお聞き。君は疑いなく最強だ、それは今も変わらない。いや、本当さ。君はこの状況でも最強を誇っていい》


    　うるさい、黙れ。だったら、だったら、どうして──どうして、この拳が、この膝ひざが、一向に通用しないのだ！


    　当たっている！　当たっているのに！　ああ、くそ、重い！


    《紙一重で躱かわしているんだよ。武器を持っても一流のくせに、君はどうしても拳や足で人体を壊したがるだろ？　それを〝ケモノガリ〟に看破されちゃったのさ。打撃が衝突すると同じタイミングで彼は関節を捻り、筋肉を捻り、皮膚を捻り、ほんの少しだけ動くことで打撃の衝撃を拡散しているんだ。君の皮膚や筋肉はまさに最強に相応ふさわしい『材質』だけど、そこらへんの感覚を摑つかみ取るのだけは鈍いんだよねえ》


    　当たり前だ。そんな、そんな有り得ない芸当など今まで誰一人としてやったことがない！　そんなものを感じ取る必要なんてない！


    《ま、それでも。君が本来の力を出し切っていれば、まだ拮きつ抗こうできていたかもだけどさ──》


    　くっくっと、本当に楽しそうにアストライアは笑う。


    　カメラ越しでも、その笑顔が伝わってきそうなほどに。


    　それよりも、まだあるのか。まだ何か秘密があるのか。なら教えろ、今すぐに……！


    《ああ、簡単だよ？　君の全身がこっぴどく痛めつけられているから》


    　──何を言っている。そんなはずはない。痛くない。エンドルフィンの大量分泌で痛みはない。この体はこの程度の攻撃で、壊れるほど柔やわではない。


    《分からないか、そうかあ。そりゃそうだろうなあ。〝ケモノガリ〟の才能はね、僕と同じく『殺人』の才能だ。いいかい？　殺人とは文字通り人を殺す才能だ。つまり、君はその才能に敗北しようとしているんだ。人を殺すっていうのは、凄すごく簡単で凄く難しい。だってそうだろう？　同じ銃を持たせても、五歳の子供と三十歳の兵士じゃあまるで違う。五歳の子供は教えられない限り、どこを狙ねらえばいいのか分からない。頭を撃つか心臓を撃つか、あるいは別のどこかを狙うべきなのか。兵士は分かる。相手を殺すなら、頭か心臓に二発。それならまず問題なく、必ず殺せる。『殺人』の才能っていうのはね、それを窮極に至るまで突き詰めたものなんだ》


    　──一体、どういう、ことだ。


    《〝ケモノガリ〟はククリナイフで、君の腕を殴っている。それは君の皮膚でも肉でも骨でもない。神経を痛めつける一撃だ。君に自覚はないだろうけど、今の君の拳速は本来の八割近くに落ちているんだぜ？》


    　噓うそだ、噓だ、噓だ！　そんな、そんなコトが有り得るはずがない！　神経を痛める一撃？　この皮膚と筋肉の鎧よろいが守っている！


    《いやいやいや。それこそが、〝ケモノガリ〟──赤あか神がみ楼ろう樹きの才能なんだよ。君の拳や膝ひざの速度、狙ねらった箇所への入射角、ククリナイフを振るうタイミング、込めるべき力とそのタイミング、全てを合算して君の神経を痛めつけているんだ。喩たとえるなら、君の肉体は要よう塞さいだ。で、楼樹くんはその要塞の外から、狙そ撃げきで無防備な内側の人間を片っ端から殺しているわけさ。だから、君は今でも世界で最強だよ。でもね、最強だからって殺し合いに向いているとは言い難いんだ。君は本当に残念なことに、赤神楼樹の持つ殺人の才能には勝てない》


    



    　──何な故ぜならここまで迅速に、的確に、精密に、ただただ相手の生命を喪失させるために動くことができるのは、世界でただ一人。


    



    　赤神楼樹──即ち〝ケモノガリ〟だけなのだから！


    



    「ひ、ひ、ひ、ひ、ひひひひひぃぃぃああああああああああああああっ！　殺してやる！　殺してやる！　殺してやる！　でべえぇぇぇぇぇぇぇっ！」


    　そんなのは噓だ、大噓だ。ほら、拳がまた入った。くそ、まだ動いてやがる。どうして動くんだ。ああ、くそ。おかしい、拳が重い気がする。いや、気のせいだ。きっと気のせい、絶対に気のせいだって！　やめろ、考えるんじゃない！　恐ろしいことを考えるんじゃない！　己おのれは世界最強の生物だ！　なのにどうして拳が重い、膝が重い、腕が不気味なほどに赤黒く変色しつつあるのだろう？


    　何だろう、痺しびれるような感覚。いいや、痛くはない。痛くはない。痛くな…………あ、あ、あ、やだ、痛い、痛いぞこれ、おかしい、エンドルフィンで痛みは消えるはずなのに、もしかして止まった？　恐怖のせいで、あるいは赤神楼樹の殴撃のせいで脳の機能が壊れた？


    　腕が重い、痛い、痺れる、怠だるい、辛つらい、熱い、駄目だ、拳を振るえ。拳を振るえ、もっともっともっともっと！


    　打たれる、打たれる、どんどん重くなる、体のコントロールができなくなる。


    　くそ、くそ、畜生。何だこれ、何だこれ、おかしい、理不尽だ、怖い、駄目だ、怖い、怖い、怖い、誰か助けて────────！


    《おいおい。情けないことを言うなあ、〝悲哀グリーフ〟の名が泣くよ？　今まで君は、誰一人として助けてこなかったんだから、君を誰かが助けてくれるなんて幻想、持っちゃいけないなあ！》


    　悪くない、自分は悪くない、こんな風に生んだ父親が悪い、母親が悪い、だから殺したんだけど。ともかく自分は悪くない、悲惨な境遇が全部悪い、愛情を教えてくれればきっと自分だってまともな人間になっていたはずだ！


    　だから、こんなことは、絶望的に間違っている……！


    《あっはっはっはっは！　ヤバい、面白い。今さらながら君も案外愉快なヤツだったんだな！　でも、残念ながら──君の死は既に決定している。だって君が選んだんだぜ？　どれほど悲惨な境遇であろうと洗脳でもされていない限り、選ぶ道はあった。君だって、気は優しくて力持ち、みたいな存在になれたはずだったんだ。だが、君はこちらを選んだ。僕も、そして楼ろう樹きくんもそうなのさ。同じ側に立つことを選んだんだ。それは何より尊重せねばならない事柄だ。だからつまり、もう君は死ぬしかないのさ》


    　絶望的な宣言。絶望的な状況。己おのれの死が間近に迫っている、しかもただ死ぬだけではない。苦痛の死だ。赤あか神がみ楼樹は情け容赦なく、ジャックが完全に戦闘能力を喪失するまで、攻撃を続けるだろう。


    　しかも、自分の攻撃は刻一刻と弱体化していく。


    「あ、あ、ああ、やだ、やだ、やだ、こんなの、やだ、こんなの、おいらじゃない、こんな、こんな死に方────!!」


    　二刀のククリナイフを振り下ろしながら、凍るような瞳で赤神楼樹が応じた。


    「愚かだな。意味のある死など、お前に与えてやるものか。お前はここで僕に殺される。本意ではないが、たぶん壮絶に苦しむだろう。……それでも、お前がこれまでやってきたことの百分の一にすら当たらない」


    　生まれてこの方、呪のろったことのないものを呪う。


    　己の精強な肉体。天性の恵まれた肉体を──ただ、呪う。だってもう、役立たないのに頑丈さだけは相変わらずなのだから。


    　拳がのろい、のろいから躱かわされる。万が一当たってもまるで通じない。しかも、拳を当てる度に腕全体が軋きしむような痛みが走る。


    　──恐ろしい。


    　戦うことが恐ろしい、逃げ出したい。だが、逃げるための足すらももう破は綻たんしつつある。


    　膝ひざ頭がしらが完全に壊れている、軟骨が砕かれたか。そもそも逃げるためには、彼から間合いを取らなければならない。なのに、間合いを取ろうにも一歩退さがれば一歩踏み込まれるだけだ。


    　逃げることはできない、説得もできない、戦って押し通るしかない。なのに──勝てない。絶対に勝てない。心が既に折れている。


    　アストライアの言葉、あれを噓うそだと思いたかった。だが、何よりも眼前の赤神楼樹が先ほどの言葉を真実だと証明してしまっている。


    



    　自分は、ここで、殺される。


    　凄せい惨さんに、残忍に、徹底的に殺される。


    　救いなど砂の一粒ほども与えられず。


    　ただただ苦く悶もんの果てに、極死に至るのだろう。


    



    「ひ──い──は──ひ──」


    　呼吸が切れ始める。肉体が、生を諦あきらめ始めている。魂は死にたくないと絶叫しているのに、肉体は迅はやくこの苦痛から逃のがれたいと訴えているのだ。


    　地獄が加速する。死にたくないがために、拳を振るう。だが、肉体は死にたがっているので稚ち拙せつな攻撃にしかならない。


    　最悪にして最強の矛盾。どうしようもない格差。


    　そして、不意に悟った。この絶望こそが、今まで自分が他者に与えてきたものなのだと。


    　そして、不意に学んだ。人の嫌いやがることは自分の嫌なことなのだと。


    「ゆる、じで」


    　顔をくしゃくしゃに泣きながら、許しを乞こう。赤あか神がみ楼ろう樹きはククリナイフを延えん髄ずいに直撃させ、表情を一切変えずに告げた。


    「お前が同じ状況のとき、許したとは思えない。何より、僕はお前にイヌガミを殺されている。逃げることも許さず殺すし、非暴力主義に目覚めても殺す、何もしなくても殺す。だからまあ、抵抗した方がいい。僕が突然心不全で倒れるか、隕いん石せきが頭に激突するかの偶然があるかもしれない」


    　赤神楼樹は、何の気なしに希望を与えた。そしてジャックは、あろうことか──その拙つたない希望に縋すがりついてしまった。


    「たおれろ、たおれろ、たおれろ……たおれろぉぉ！」


    　雪の欠片かけらのように儚はかない希望。そんなモノは毒にしかならない。肉体はそれが分かっている。だが、魂はそれを拒絶する。


    　それがさらなる苦痛と絶望を産み出していることに、魂は気付こうとしない。


    　弱々しい一撃をしかし、赤神楼樹は全く油断せずに捌さばいて痛打を叩たたき込む。


    　倒れるはずだ。


    　ここまで頑張っているのだから、きっと神が自分の働きを認めてくれるはずだ。


    　目の前にいるのは、邪悪なる生物。


    　自分はそれを打ち倒すために生まれた十字軍クルセイダーだ。


    　だから、きっと、この一撃で、倒れるはず……！


    　最後の力を振り絞った、渾こん身しんの一撃。それは確かに、赤神楼樹の心臓を直撃した。


    



    　──最後の最後で、僕はある意味で情けをかけたような、あるいは逆に残酷なことをしてしまったのかもしれない。


    「あ……で……？」


    　僕は、わざと心臓に直撃を受けた。別にそのことに対して何の不安もない。その一撃は、本当に赤ん坊ですら殺せぬほどに弱々しいものだった。


    　彼にしてみれば渾こん身しんでも、彼の肉体からすれば、断末魔の喘あえぎに過ぎない。


    「じなない。どうじで、じなない。どうじで、じなない……」


    　──終わりだな。


    　僕が右手のククリナイフを天高く掲げた。終わりを予感したのか、びくりとサイクロプス・ジャックの全身が震ふるえた。


    「ま、ま、まっで。まだたたかえる、おいら、たたかえるから、たたかえる……!!」


    　僕は冷酷に首を横に振る。それでもジャックは抗あらがおうと、よろよろと拳を振り上げた。


    「無理だよ、ジャック。アンタはもう、戦えない。生きることもできない。助命を乞こうことも、何もできないんだ。アンタにかける慈悲はない。冥めい福ふくも祈らない。たぶん、アンタの伝説を覚えている人間はたくさんいるんだろうが、アンタ自身を覚えているのは、これでもう誰もいなくなる」


    



    「いや、だ、そん、な、の……………………」


    



    　ジャックの瞳が絶望に満ちる。と同時に、僕のククリナイフが煌きらめいた。

  


  [image: ]


  
    　首筋を斬きった。先ほどまで百回二百回と打ち込み続けた皮膚はもう既にぶよぶよに弛ゆるんだものに成り果てていた──だから、簡単に切断された。


    　遺言はない、遺のこさせる気もない。〝悲哀グリーフ〟──サイクロプス・ジャックは終わった。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    「──終わったかぁ」


    　何とも感慨深い、とアストライアは天井を見上げて嘆息した。サイクロプス・ジャックは紛れもなく最強だった。実際の話、彼と戦って勝てるかどうかわからなかった。


    　単純な武力、暴力という点でジャックはどんな生物よりも優れていたのだから。


    　しかし──それは、たった今覆くつがえされた。暴力を上回る〝殺人の才能〟によって。


    どれほど鋭い牙きばと爪を持つ羆ひぐまであっても、象すら殺害する毒蛇に嚙かみつかれれば死ぬしかない。


    〝クラブ〟の崩壊がまた一歩進んだ。アストライアは多少なりとも己おのれが落胆するかと思っていたが、それ以上に浮かれている自分に気付く。


    　決して長い人生とはいえなかったが、三年前には既に生きることに退屈していたような気がする。充足感も充実感もなく、惰性のままに人を殺す。おおよそ考え得る限り、もっとも罪深い行為だろう。相手の人格、人生、意志の一切を考慮せず──ただ、蟻ありのように踏み潰つぶしていたのだから。


    　人生が一変したのは一年前、赤あか神がみ楼ろう樹きという存在を知ってからだ。


    　自分のものが滅茶苦茶にされていく様さまは、卒倒するほどの快感と憎悪があった。


    　赤神楼樹はアストライアを救い、アストライアは赤神楼樹を救うに足る存在だ。


    　[image: ]あふれんばかりの憎悪を押し込め、少年はようやくこの時が来たことを実感する。


    



    　──アストライアは、赤神楼樹と殺し合う。


    



    　カメラの映像が、唐突に途切れた。どうやら、赤神楼樹がドローンを破壊したらしい。


    　別にいいさ、とアストライアは笑う。


    「僕の全ては、この日のためにあった」


    　対等の力を持ち、対等の才を持ち、しかして全く真逆の道を歩んだ二人。


    　天てん[image: ]びんがどちらに傾くのか──傾くことがあるのか、それはアストライアですら予測し得ないことだった。


    　アストライアは立ち上がり、カメラの映像を全て見渡せる場所に配置されたベッドへと近付いた。そこには、〝虚無ホロウ〟が寝かされている。


    「マスター。それでは、最後の戦いです」


    「──よろしい。最も早はや神では、お前と赤あか神がみ楼ろう樹きの戦いに助力することもできぬ。幸運もなく、偶然もない、お前と赤神楼樹はそれらを乗り越えた領域に立っている。人間という種の限界領域に肉薄しており、この戦いでそれを突破するだろう」


    「はい。では、マスター。〝クラブ〟はもう？」


    「我が百年は、お前たちの戦いを見るためにあった。行け、アストライア。人が神を超える瞬間を、この私に見せてくれ」


    「無論です」


    　アストライアは笑い、〝虚無ホロウ〟の手の甲に接せつ吻ぷんした。
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      ──チリ　プンタ・アレーナス空軍基地

    


    　ヴァレリオ・ロベルティはダスティ・ガープリングとともに垂直離着陸機オスプレイに搭乗していた。


    　乗り込んだ彼らに、ＣＩＡから派遣されたパイロットが慌てふためき叫ぶ。


    「こ、ここ光栄です、法王猊げい下か！　私は今回、パイロットに任ぜられたリコシェ・イェーガーと申します！」


    　ヴァレリオは頷うなずき、優しく微ほほ笑えんで告げる。だが、その笑みには十億の羊を導くに相応ふさわしい、荘厳なものがあった──少なくとも、敬けい虔けんなクリスチャンであるパイロットにはそう感じられた。感動で胸が震ふるえ、十字架クロスを握り締めた。


    「本日はよろしく頼む。我わが侭ままを聞いてもらって済まないね」


    「は、はいっ！」


    「ＶＳＳバチカン・シークレツト・サービスのガープリングだ。現状を教えてくれ」


    「はっ！　闇夜ですが、ほぼ無風で台風ハリケーンなどの発生条件もありません。飛び立つには絶好の状況だと思われます」


    「よろしい。……島に潜入した連中からの連絡は？」


    「いえ、まだです。連絡を受けて三分で準備が整うよう、現在調整中です。お二人には、安全面の意味でも、このまま搭乗していただくよう指示されています」


    「了解した」


    「それから、同乗者ですが──」


    　リコシェがリストを見ながら、同乗者が誰か告げようとしたとき、オスプレイの扉を開いて、二人の少女が現れた。


    「ああ、ちょうどよかった。こちらが……え、あれ？」


    　リコシェが戸惑いつつ、リストを見比べる。メイド服を着た少女が口を開いた。


    「間違いではありません。私がバレルガニア共和国国家元首、グレタ・クラインです。こちらは私の友人である貴き島しまあやなです」


    「はあ……」


    　パイロットは曖あい昧まいに頷うなずく。


    「彼女はグレタ・クラインだよ。私が保証しよう」


    　そう無線でヴァレリオが声を掛ける。グレタ・クラインはぱっと顔を輝かせ、ヴァレリオに近付く。ダスティも彼女の顔は見知っているのだろう、警戒する様子はない。というよりも、彼女の背後にいたアジア人らしき少女から目を離せなかったのだ。


    「久しぶりだね、クライン」


    「こちらこそ、バチカンへ顔も出さず──申し訳ありません、猊げい下か」


    「執務で忙しいのだろう。神は労働の尊とうとさをよく理解しておられる。余裕ができれば、遊びに来る程度の気軽さで構わないとも」


    　ヴァレリオは笑い、グレタが感謝の言葉と共に頭を下げた。


    「そういえば法王猊下、何な故ぜ戦場へ？　我々には戦いを支援する義務がありますが──」


    　グレタの問い掛けに、ヴァレリオは穏やかな笑みを浮かべてかぶりを振った。


    「なすべきことがある。ただそれだけだよ」


    　笑みの裏側に、他人が触れてはいけない傷がある。そのことを感じ取ったグレタは、無言で頭を下げた。


    　取りなすように、ヴァレリオが尋ねる。


    「それで、そちらのお嬢さんは──」


    「はい。こちらが貴島あやな。ロキ……赤あか神がみ楼ろう樹きの、幼おさな馴な染じみです」


    　グレタの言葉に、さすがにヴァレリオとダスティも二の句が継げなかった。視線を浴びるのが居心地悪いのか、貴島あやなはもじもじと身をくねらせる。


    「あやな。お二人に自己紹介を」


    「う、うぇ……緊張して、膝ひざが笑ってるよぅ」


    　さすがにカトリックではないあやなでも、ローマ法王の顔くらいは知っているらしい。


    　くすりと笑って、グレタがあやなの手を握り締める。


    「大丈夫よ。私たちは、運命の糸に紡つむがれた者たち。仲間であり、戦友であるはず。……皆、ロキとともにいた人たちなんだから」


    　その言葉にそっか、と安心したようにあやなは胸を撫なで下ろした。それから、ややつっかえつつも、丁寧な英語で自己紹介する。


    「私は赤あか神がみ楼ろう樹きの幼おさな馴な染じみで、貴き島しまあやなと言います。……全てが終わった後、彼とともに歩むために来ました」


    　その言葉に、ヴァレリオとダスティは絶句した。


    　沈黙の後、ようやくヴァレリオが──悲哀を込めた瞳で、尋ねる。


    「長い人生で、様々な人間を見てきた私には分かる。赤神楼樹という少年は、恐らく戻れない場所に到達しているのではないかね」


    　彼には戦闘──殺人の才能がある。悲しいことだが、それは仕方ない。


    　だが、才能はあっても脳や肉体がついていってない。加速すればするほどに、彼の神経回路サーキツトは焼け焦げていく。


    　下手をすると、廃人になっている可能性すらもある。それも、決して低くない確率で。


    　けれど、あやなはその言葉にゆっくりと首を横に振った。


    「大丈夫です。わたしは比翼の鳥、楼樹くんの全てを理解しています。どんな形であれ、生きているなら──わたしは、楼樹くんを必ず助けられます」


    　自信に満ちた言葉だった。


    「比翼……何だって？」


    　ダスティが首を捻ひねる。ヴァレリオがそっと彼に言った。


    「比翼の鳥。それぞれが片羽しか持たないといわれる神話の鳥だね。彼らは一羽では飛び立てない。だから、常に番つがいであり続ける」


    　ヴァレリオは眩まぶしそうにあやなを見た。あやなは恥ずかしそうに顔を赤くする。だが、その瞳に恐怖や躊躇ためらいは欠片かけらもない。


    　眩まばゆいばかりの愛情は、聖母のそれに似ていた。


    「……そうだな。私も彼に救われた男として、君が正しいことを祈ろう。君の慈愛が、どうか彼の体を癒すことを……」


    　ヴァレリオは十字を切って、心から祈る。


    　あの少年には、癒されることなどなく。幸福に満ちた余生を送ることもできない。


    　誰もがそう心のどこかで理解していた。にもかかわらず、少女は胸を張って告げた。


    



    　──赤神楼樹は、幸福になる。


    



    　グレタはかつて一度だけ出会った少年、アストライアのことを思い出す。


    　もし、あの少年が未いまだ生きていて──赤神楼樹と決着をつけなければならないとすれば。彼とロキの差は、ほんのわずか……貴島あやなの存在で左右されるのかもしれない。


    　どうか、その差がロキに勝利をもたらすようにと……グレタは祈る。


    　グレタも、ヴァレリオも、ダスティも、赤あか神がみ楼ろう樹きに関わったありとあらゆる人間は、彼のために祈るのだろう。


    



    　けれど、貴き島しまあやなは祈らない。


    　神を信じていない訳ではない。この世界には、きっと信じる人の数だけ神がいるのだろう。大いなる力を持つ神も、きっといるのだろう。


    　だから、貴島あやなは祈らない。


    　神なんかに頼らない。縋すがらない。だから、祈りもしない。


    　貴島あやなは、赤神楼樹とともに在あることを決めたのだ。


    　神でも悪魔でも、それ以外のどんな存在でも──決して、この役目は譲らない。
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    　僕は素早くアストライアの声がしたドローンを破壊した。別に意味があるわけではない。余計な茶々を入れられたくなかっただけだ。


    「……イヌガミ」


    　弱々しく、くぅんとイヌガミは啼ないた。それだけで感情が爆発しそうになるのを、どうにか堪こらえた。


    「君はもう、ハインツじゃないんだね」


    　同意するように、再び啼いた。そう、だから──ここにいるのは、犬としてのイヌガミだ。


    「だけど、君は僕の友達だ」


    　僕が語り合った友ではないけれど、僕の旅に付き合ってくれた、大事な──大事な友達だった。今日初めて出会い、語り合える大切な友達だった。


    　イヌガミが啼く。僕は少し迷って、彼の頭を撫なでた。彼は犬だ、犬に対する接し方はもう、これくらいしか分からない。


    　彼は弱々しく、それでも──嬉うれしそうに、尻しつ尾ぽを振った。


    「ありがとう。……君のお陰で、生き残った」


    　じぃっと、理知的な瞳が僕を見ている。何を訴えたいのかは、もう分からないのだと考えてひどく寂しくなる。


    　ただ、僕の言葉は何となく理解しているのではないかと。そう願っている。


    　彼ハインツは望みを叶かなえたのだろうか──たぶん、大丈夫か。彼がここにいることそのものが、答えなのだろう。


    　イヌガミは僕から視線を外すと、一声啼ないて空を見上げた。犬の視覚はそれほどよくはないと聞くが──彼は特別だし、視力がいいのだろう。


    　なら、もしかすると見えているのかもしれない。


    　瞬またたく星々は無数に連なり、空を輝かせている。限りなく無機質な僕ですら、美しいと思うほどに、それは圧倒的な空だった。


    　空を見上げていると、ふと手にぬるりとしたものが付着した。イヌガミの血だ……先ほど、ジャックが彼に喰くらわせた一撃は、普通の犬ならば即死して然しかるべき威力だった。


    　イヌガミだから、生きている──無理矢理、延命させられていると言ってもいい。だが、その奇跡ももうすぐ終わる。


    　どうしようと、助からない。忌いま忌ましいことに、僕という存在にはそれを看破してしまう。


    「もうすぐ、僕にとっての最後の戦いだ。もしかすると、すぐに君の後を追うことになるのかもしれない」


    　当たり前の事実を、今のうちに告げておく。


    　イヌガミは不満そうに喉のどを鳴らした。そういうことは言うものではない、とばかりに。


    「そのときは、謝るよ。君と、ハインツに」


    　……まあ、僕とハインツは地獄にいるのかもしれないけど。少なくとも天国に行くには、あまりに殺しすぎた。


    「……僕が、君に何かしてやれることはあるだろうか」


    　何たる偽善。してやれることなど、何もない。こうして傍そばにいて、最期を看取る以外には。


    　イヌガミは、無言で尾を振った。そこにいてくれれば、ただそれだけでいいとばかりに。


    　何もできないなら、何もしないでいいのだと、囁ささやくように。


    　僕の脳裏で冷徹な声が、カウントダウンを開始する。残り時間は、恐らく一分。


    　それきり、僕は無言でイヌガミの頭を撫なで続けた。そして、イヌガミは尻しつ尾ぽを振り続けた。


    　一分一秒をこれほど惜しんだことはない。


    　これほど時間が止まってくれるよう、祈ったこともない。


    　瞬き続ける星のように、どうか永遠であってほしいと。この一瞬だけは、本当に──何もかもを忘れて、ただ祈った。


    　でも、僕の計算通り一分が経った頃。イヌガミは尾を振るのをやめてしまった。


    　それはつまり、そういうことだ。
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      そして、僕は最後の戦いに挑む。


      僕のすべてはあやなのために。
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